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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「明日あしたから、新しい学校」

　言葉にするだけでドキドキした。

　堅けん牢ろうな城じよう塞さいを思わせる外観の東とう王おう高等学校は、古城に見立てた内装も独創的な注目度の高い高校の一つだった。生徒数八百五十五人、そのうち一年生は二百七十人。入学案内用のパンフレットを見て何度も確かく認にんした。

　その高校は、彩あや音ねの住むマンションから徒歩十分の場所にある。

「ちょっと見に行くだけだから」

　日が沈しずみ、夜や陰いんを濃こくした町に足がすくんだ。

　しかし、道沿いには街灯が多く一面に広がる闇やみを標しるべのように切り開いてくれている。

（明るい……田んぼばっかりのおじいちゃんの家の周りとは大おお違ちがい）

　静せい寂じやくの中に自分の足音が響いた。犬の鳴き声が聞こえて飛び上がり、民家からの話し声やテレビの音に安堵して高校へと続く道を急ぐ。

「一年生は、二百七十人」

　口元がゆるみ、笑いがこみ上げる。千ち鳥どり足あしでやってきた酔よっ払ぱらいが、鼻歌を歌いながら歩く彩音にぎょっとしたが、彩音は気に留とめることもなかった。

　閑かん静せいな住宅街は月つきの陰に沈み、水底に揺ゆらめくように幻げん想そう的だった。

　闇は嫌きらい。暗いのは怖こわい。でも、高こう揚ようする気持ちを抑おさえられない。

　新しい世界の扉とびらが開くような、そんな感覚。

「……？」

　彩音は違い和わ感かんに足を止める。長い黒くろ髪かみが月の光をはじき、さらりと頰ほおにかかった。

「あ……森林公園だ」

　駅から続く住宅街が途と切ぎれ、道を挟はさんで大きな公園になっていた。ゆったりと枝葉を広げる樹木の群れは見み渡わたす限かぎり続き、芝しばはきれいに刈かり込まれ、遊歩道が森林公園に吸い込まれるように延のびている。道は街灯に照らされ明るく、ところどころに白いベンチが設置されていた。散歩によさそうな場所だ。休日、ゆっくり散策しようと決めていったん視線をはずす。

　夜の校舎を見たらすぐ帰らないと母の房ふさ子こが騒さわぎ出すに違ちがいない。

　そう思っていたのに、足が止まってしまった。

　街灯の明かりも届かない木々の中になにかが動くのを見てぞわっと鳥とり肌はだが立った。

「……え？　あれって人……？」

　公園から離れようとした彩音は、木にもたれかかって立っている男に気づく。

　遠目にもわかる髪色は金。大きな肩かたが激しく上下に揺れている。苦しいのか、ときおり全身に力を入れるように動きが止まった。

「あ……あの、大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　勇気を振ふり絞しぼって尋たずねたが、声が届いていないのか男は反応しなかった。

「エ、エクスキューズミー？」

　英語の成績は三。ぎりぎり入学できたが、返答がない男を見てもっと勉強をしておくべきだったと後こう悔かいする。どうしたのか尋たずねたいのに英単語さえ出てこないのだ。

　彩音は周りを見回し、助けを求められる人がいないとわかると森林公園の門をくぐり男に近づいた。

「どこか、痛いんですか？　日本語、わかりますか？」

　なにかの発ほつ作さかもしれない。彩音は困こん惑わくしながら男の前までやってきた。

「どうしよう。待ってください。今、救急車を……」

　そこまで言って、息を吞のむ。男がゆっくりと顔を上げたのだ。伏ふせられたまつげは髪よりやや濃い金色で、透すき通るように白い肌はだに濃い影かげを落とす。すっと通った鼻筋と顎あごのラインが精せい悍かんさを際きわ立だたせ、苦く悶もんの表情さえ美しかった。なにより目を引いたのは、紅をはいたような赤い唇くちびるである。深く息をつく仕草がぞっとするほど色っぽく、この世のものとは思えない。

　彩音は激しく狼狽うろたえた。

「え、ええっと、英語、英語でなんて言うんだっけ？　ホスピタル……ゴー？」

　緊きん張ちように声がうわずり、顔が熱くなる。

　どうしていいのかわからず彼の前にひざまずいたとき、彼の衣服が大きく裂さけていることに気がついた。右みぎ肩かたから腹部に向けて一線、まるで鋭するどい刃は物もので斬きりつけられたように黒い服が切れ、白い肌が覗のぞいていた。

　そして、そこに赤黒い痕あとがあった。

「……え？」

　傷は服の切断面にあわせ、肩から腹へ走っている。血が美しい肌を鮮あざやかに彩いろどり、赤い花のように咲さき乱れていた。

　傷はそれだけではない。彼の全身を裂れつ傷しようがおおっていた。

「血が……し、止血しないと！」

　仰ぎよう天てんして伸ばした手は、一いつ瞬しゆんで男に摑つかまれた。その手すら赤く濡ぬれている。氷のように冷たい手に彩音は息を吞む。

　鮮せん烈れつな赤とむせかえるような血ち臭しゆう──風が枝葉を大きく揺らし、葉は擦ずれの音が耳につく。

「て……手当てを……」

　訴うつたえる彩音の声は震ふるえていた。踏ふみ込んではならない場所にいる、そんな気がする。

　本能的な嫌けん忌きにざっと鳥肌が立った。

　男がまぶたをゆっくり持ち上げる。

　血を思わせる赤い虹こう彩さいは昏くらくよどみ、光が欠けて生気がない。面おも差ざしが端たん整せいなぶん、それはよりいっそう不気味に見えた。

「あ……」

　ひどく危険なものがいる。それがわかるのに指一本動かせない。

　手を引かれ、彩音の体が大きく傾かたむいた。転びかけたところを受け止められ、そのまま男の腕うでの中に引き寄せられる。

「……っ……!?」

　彩音を難なく腕に収めた男は、飢うえた瞳ひとみで見おろし、ゆるりと顔を近づけてきた。心臓が張り裂けそうなほど暴れている。男を押し戻もどそうとしたがまったく通じない。金糸の髪が彩音の頰を撫なで、こわばる喉のど元もとに冷たい唇が触ふれる。

「や、め……」

　ぞわりと総毛立った。首筋に鋭い痛みが走る。ぐっと深く引き裂かれる痛み──しかしそれは、激痛とともになにか別のものを揺さぶる。

　目もくらむような甘い苦痛が一瞬で全身を蝕むしばんで、男の体を必死で押しのけようとしていた手から力を奪っていった。

　体の奥で、なにかがぞろりと身じろぎした。

「ん……や、だ」

　押しのけなければ。抵てい抗こうしなければ。そう思うのに、彩音の手は男の胸から肩を撫で上げ、首に絡からみついていた。

（もっと、深く。もっと、甘く）

　もっと──。

　彩音を深々と貫つらぬくものがゆっくりと抜ける。喪そう失しつ感かんと安あん堵ど。零こぼれる吐と息いきは甘えるように鼻にかかり、切なく震える。

　男はぼうっと彩音を見おろし、何度か目を瞬またたく。

　その目が大きく見開かれた。

「見つけた」

　ひどく苦しそうな表情で、震える唇であえぐように息をつく。

　伸びてくる指さえ震えていた。まるで壊こわれ物を扱あつかうかのように慎しん重ちように彩音の黒髪を梳すき、耳たぶをくすぐって頰をたどる。その指は、躊躇ためらうように彩音の唇に触れると、愛いとおしむようにその形を確かめ柔やわらかく愛あい撫ぶした。

「やっと、見つけた。ずっと、ずっと、お前を捜さがしていたんだ」

　苦痛をこらえるように低くかすれる声でささやかれた言葉が、深く彩音の心に食い込んだ。

「気が、狂くるうかと思った」

　切なく訴えると、彩音の唇をたどっていた指が顎をくすぐり喉のどに到とう達たつする。

　指先がブラウスのボタンに触れる。

　一つ、二つとはずされていく。

　赤い瞳に魅み入いられた彩音は抵抗も忘れ、蠱こ惑わく的な男を見つめていた。

　乱される胸むな元もとに指が忍しのび込む。ぞくりと背筋に甘い痺しびれが走る。

　呼吸が乱れる。思考も乱れる。なにも考えられず、彩音は男の首に回している腕に力を込める。

　男の口が大きく開いた。見えたのは、異様に鋭い犬歯だった。

「もう、離はなさない」

　苦しげなささやきとともに、牙きばが再び彩音の首筋に深々と穿うがたれた。
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　東王高等学校の外観は城である。

　ただし日本の城ではなく、西洋の城だ。本物の石を積み上げて造った城に見えるよう無む駄だに技ぎ巧こうが凝こらされ、校舎に一歩踏み込むと荘そう厳ごんさに誰だれもがたじろぐ。木製の下げ駄た箱ばこはアンティーク調、床ゆかや壁かべは人工大理石、やけに高い天てん井じようにはシャンデリアがぶら下がり、とても国内の、しかも学校施し設せつとは思えない造りだった。

　職員用玄げん関かんからあがって職員室を覗き込むと、いかめしい空気を吹ふき飛ばす勢いで先生たちが忙せわしなく歩き回っていた。見ているだけで目が回る。

「あ、あ、あの、す、すみま、せ……さ、坂さか峰みねせ……ん、せい、は……っ」

　何十回も心の中で「坂峰先生はいらっしゃいますか？」そう尋ねる練習をしたのに、そんな簡単な言葉すら出てこなくて、彩音は真っ赤になってうつむいた。

　たくさんの人、たくさんの視線にくらりとする。

「あなたが菱ひし川かわ彩音さん、ですね？」

　やってきたのは彩音が捜していたその人、生活指導の坂峰民み千ち子こ先生である。高く髪かみを結ゆい上げ、年の頃ころは四十代なかば。白い肌に赤い唇、三角につり上がった眼鏡めがねが個性的な彼女は、なぜか濃のう紺こんのドレスを着ていた。カメオのブローチがやけに立派に見える。

　彩音がほっと胸を撫で下ろしていると、

「ついていらっしゃい」

　乾かわいた声で告げ、靴くつ音おとを高く鳴らしながら廊ろう下かを歩き出した。登校してきた生徒の声が幾いく重えにも反はん響きようし、音楽のように辺りを包んだ。

（人がいっぱい！　こんなに立派な学校に入学できるなんて夢みたい……!!）

　胸の高鳴りに、なにもかもうまくいくような気がしてきた。

「──であるからして、乱れた生活は厳禁です。もちろん、異性交遊などもってのほか。男性になどうつつを抜かしていないで、菱川さんも充じゆう分ぶんに自分を磨みがくように」

　坂峰先生の言葉に彩音はコクコクとうなずいた。

（異性なんてどうでもいいです。私の目標はただ一つだから！）

　彩音は校章である羽の生えたウロボロスが縫ぬい付けてある学生カバンをぎゅっと抱だきしめる。

「わが校の校訓は自制と自立です。己おのれを律し、責任ある人間になること。勉強は学生の本分ですが、自分の心に正否を問える人間になることが大切です。そもそも……」

　と、坂峰先生は中指で眼鏡を押し上げながら説教をはじめた。聞いている途と中ちゆうでくらりとしたのは、一週間前の〝あのできごと〟のせいだろう。右手で左の首筋を押さえると背筋がざわつく。恐きよう怖ふばかりではないその感覚に、彩音は激しく狼狽うろたえた。

「気分でも悪いんですか？　怪け我がは全快したと聞きましたが……辛つらいようでしたら保健室に行ったほうが」

「い、いえ。大だい丈じよう夫ぶ……です」

　彩音は慌あわてて首から手を離した。

「犯人はまだ？」

　坂峰先生の問いに彩音は口をつぐんだ。銀の匙さじで日の光を集めたような髪に赤い瞳の、大おお怪け我がを負った外国人。彩音を襲ったあと病院に行っていれば、すぐに警察に通報があるはずだった。しかし、一週間たった今でも目もく撃げき情報一つ寄せられていない。

「……不安でしょうね。わかりました。下校が遅おそくなるなら私が送っていきます。大切な生徒になにかあってはなりません！」

　きっぱりと断言する坂峰先生に彩音は驚おどろいて目を丸くする。そこに、眠ねむそうな男が、大あくびを嚙かみ殺しながらやってきた。

「熱いですねえ、坂峰先生。おはようございまーす」

「語ご尾びは伸のばさない！　なんですか、その格好。あくびなんてだらしない」

「すみません。一週間後のレクリエーションの大おお枠わく決めてたら寝ねつけなくて……思った以上に手配しなきゃいけないものが多いんです」

「だから協力しておこなうんです。教師も生徒も同じです」

「あ……そうですよね」

　ははっと奥おく村むら将まさ門かどが笑った。櫛くしなど通していないだろうぼさぼさの髪に青いジャージの上下を着てサンダルを引っかけているが、社会科の教師である。

「菱川、こっちこっち」

　奥村先生に呼ばれて彩音が坂峰先生を見ると、言い足りないと言わんばかりに険しい表情になった。しかし、チャイムが鳴るのを聞いて溜ため息いきをついた。

「高校生の風紀の乱れに社会は敏感です。菱川さんも、節度ある行動をとるよう心がけてください」

　眼鏡を押し上げて告げられる。坂峰先生はそのままくるりと踵を返し、ぴんと背筋を伸ばして遠ざかっていった。

　奥村先生はぽりぽりと頭を搔かいてから彩音を手招きした。

「節度は大事だけど、あんまりそれに縛しばられるのももったいないんだけどねえ」

　そうつぶやいて歩き出す。

　一歩歩くたびに教室に近づく。そう思うと、鼓こ動どうがますます速くなった。

「それで、体の調子は？」

「え？」

「退院したのは三日前だろ？　首に傷があって血が抜ぬかれてるなんて、まるで吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれたみたいだよなあ。見つけたのお母さんだっけ？　よかったな。土と地ち勘かんがあって」

　彩音は再び左の首筋を押さえてうつむいた。一週間前、夜の学校が見たいと衝しよう動どう的にマンションを飛び出した。そして、森林公園で男に襲われ病院に担かつぎ込まれた。

　首に残された嚙み痕あとと大量の出血──。

（……あれ、なんだったんだろう）

　傷口は不思議なことに二日ほどで消えてしまったが、ときどき妙みようにうずくことがある。体がほてってどうしようもなくなる。

　あの事件は、医者や警察にさえ、うまく説明することができなかった。

（わ、忘れよう、あんなこと。知らない男の人に抱だきついて、首に嚙みつかれたなんて）

　ぶんぶんと首をふっていたらめまいがした。

「菱川？　調子悪いなら保健室に行って休んでるか？」

　その問いに慌て、さらに首を横にふる。あまりに頭をふりすぎてめまいがひどくなった。

「き、気持ち、わる……」

「えええええ!?」

　壁に手をつくと、彩音の背を奥村先生がオロオロとさすった。

（だ、だめ。しっかりしなきゃ。一週間も遅おくれちゃったんだから、早く取り戻もどさないと）

　彩音がのろのろと壁から離れると、きれいに模様の彫ほり込まれた引き戸が開いた。出てきたのは黒くろ縁ぶち眼鏡の落ち着いた雰ふん囲い気きの男子生徒だ。奥村先生を一いち瞥べつし、冷ややかに口を開く。

「先生、なにをしてるんですか？　またＨホームＲルームに間に合わないかと思いました」

「朝、苦手なんだ」

「生徒に言い訳しないでください。今日は入学式に来られなかったっていう生徒が……」

　優等生を絵に描かいたような物もの腰ごしに緊きん張ちようと感動で目を輝かがやかせていた彩音は、男子生徒から値ね踏ぶみするような眼まな差ざしを向けられて背筋を伸ばした。先生と一いつ緒しよのときよりよほど緊張する。

「彼女ですか？」

「ああ、そうだ。菱川、歩けるか？　お前のクラスは一年六組、彼は学級委員長の末まつ雪ゆきだ」

　軽く頭をさげた末雪は、きびすを返すとそのまま教室に戻った。

　校舎が派手なら廊下も派手。当然のことながら、教室も派手だった。廊下同様に人工大理石の床と壁、机と椅い子すはなぜか猫ねこ足あし。黒板の額には幾き何か学がく模様が彫り込まれ、天井には当然とばかりに派手なシャンデリア型の照明が並んでいた。

「おーい、みんな静かにしろー」

　教きよう壇だんに立ってのんびりと奥村先生が注意する。室内のざわめきはいっこうに収まらず、彩音は緊張のままこれから苦楽をともにするであろう級友を見た。

「センセー、その子が遅れた子？」

　女子生徒が唇くちびるにグロスを塗ぬりながら尋たずねる。自分のことを言われたのだと気づき、いっせいに向けられる視線におののいて顔を伏ふせた。

「菱川彩音さんだ。みんな、仲良くしろよー」

　言いながら奥村先生が黒板に彩音の名前を書く。うつむいていても視線を感じ、緊張に冷や汗あせがダラダラと流れた。彩音を除けば、一年六組は男子十七人、女子十四人の計三十一人。先生を合わせると三十二人。合計三十二対の瞳ひとみが今まさに彩音を見つめているのだ。

　緊張するなというほうが無理だった。なにせ彩音の周りには今まで〝同学年〟の友人は一人としていなかったのだから。

「一週間とはいえお前らのほうが早く入学したんだ。慣れないことも多いと思うから、みんなで助けてやってほしい。あー……そうだ。末雪！　お前、学校案内してやれ！」

「どうして僕が」

　末雪の席は窓側の前から二番目。頰ほお杖づえをついていた彼は、不満もあらわに問いかけた。それを見ると心臓がバクバクした。

　お願いします、頭を下げてそう言う。笑え顔がおも添そえれば完かん璧ぺきだ。不慣れなことも多いので、いろいろ教えてください。お友だちになれたら嬉うれしいです。これで憧あこがれの同学年の友人が一人できるかもしれない。

　しかし、緊張で目の回っている彩音の動きは、油の切れた機械のようにぎこちない。直立したままちょっとだけ腰こしを曲げると、

「学級委員長だろ。そのくらいやってくれよー、頼たのむ！」

　奥村先生が両手を合わせた。

「学級委員長は雑用係では……」

　末雪が呆あきれたようにそこまで言ったとき、勢いよく引き戸が開いた。

　ざわめく室内が水を打ったように静まりかえり、誰だれもが息を吞のむ。緊張でがちがちに固まっていた彩音は、女子が色めき立つのに気づきぎくしゃくと引き戸のほうを見た。

　立っていたのは、ファッション雑誌から抜け出したのかと思うほどスタイルのいい男だった。同じ制服を着ているのに妙に様になっている。きつく引き結ばれた口元はどことなく色っぽく、凜りんと張り詰つめる硬かたい表情に誰の目も吸い寄せられる。髪かみと瞳は黒く日本人を思わせるのに、彫りの深い顔立ちが異国の雰囲気をただよわせていた。

（……この人、どこかで見たことが……）

　思い浮うかんだのは一週間前のあの光景──夜の公園で出会った、金の髪に赤い瞳を持った美しい男だった。

　容よう貌ぼうは似ている。だが、雰囲気が違ちがう。あのときの彼は飢うえた獣けもののように切せつ迫ぱくし、怪け我がを案じる彩音に唐とう突とつに襲いかかってきたのだ。

（ち……違う人、だよね？）

　ちらちら見ていると、男がまっすぐ彩音を見つめ返してきた。

　背筋を撫なで上げられるような悪お寒かんに身震いする。

「あ……」

　瞳に囚とらわれ、逃にげたいのに体が動かない。鼓動が速くなり、呼吸が少しずつ荒あらくなる。

　わずかに遅れて引き戸のほうを見た奥村先生が首をかしげた。

「ん？　お前、どこのクラスだ？　今はＨＲ中だ。教室に戻れ」

　その言葉に男はなにも言わず、ゆったりとした足取りで教室に入ってきた。視線は彩音をとらえたままわずかもそらさない。

　鼓動が乱れる。

（な、なに、この人。怖こわい……!!）

　息を吸うのも苦しくて胸を押さえると、男はすっと視線をはずして奥村先生を見た。

「教室に戻れと……」

　奥村先生の声が硬くなった。異変を感じたのか彩音を脇わきに押しやって一歩前に出て近づく男を鋭するどく睨にらみ返す。だが、視線が一いつ瞬しゆんぶれた直後、瞳から生気が抜け落ちた。

　教室が静まり返る中、奥村先生がやや間をあけてから「ああ」と手を打った。
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　瞳にゆっくりと生気が戻っていく。

「そうだ。忘れてた。もう一人、入学が遅れた生徒がいたんだった。お前、名前は？」

　顎あごをしゃくるようにして呼ばれた男は、再び呆あつ気けにとられる彩音の目を見み据すえて口を開く。

「破は賀が旭あさひ」

　低くかすれた声にどきんと心臓が鳴り、彩音は慌あわてて顔を伏せる。

「字は……」

　チョークを手に先生が立ち尽つくすと、近づいてきた男はいったん彩音の前に立ち止まった。

（私以外の遅れた生徒？　ど、どうして、目の前に立つの？）

　彩音は胸の前でぎゅっと拳こぶしを握にぎった。男の視線を感じる。級友たちの視線以上に鋭い眼差しに恐きよう怖ふ心が増す。視線がはずれるのが、その威い圧あつ感かんだけでわかる。男は先生からチョークを奪うばって黒板に向き直る。カツカツと小気味よく指が動き、彩音の隣となりに名前が並んだ。

　視線同様に硬い字だ。

（破賀、旭……公園で会った人……じゃ、ない……？）

　人の顔を覚えるのは得意ではないし、外国の人なんてなおさら見分けがつかない。

　でも、心臓が──心がざわついて、落ち着かない。

「はいはい、質問！　あたし、花はな柳やぎ水みず穂ほです！　破賀君はハーフ？　格好いいけど彼女いますかー？　好みのタイプは？」

　さっとグロスをしまった女子が椅子から立ち上がって尋ねる。体を動かすと豊かな胸まで揺ゆれ、男子がおおっと声をあげ、女子が白々と男子を睨んだ。

　旭がなにも答えないと、奥村先生は苦く笑しようして水穂に座るよううながした。

「その手の質問は休み時間にな。ああ、でも軽く自己紹しよう介かいはしてもらったほうがいいのか。菱川、自己紹介」

　急に水を向けられ彩音は驚きよう愕がくして先生を見た。

　しゃべることは苦手ではない。むしろ好きだ。だが、たくさん人がいると口ごもってしまう。

「菱川、彩音です」

　そう言って、ぐっと口を引き結ぶ。

（六月十八日生まれ、Ａ型。趣しゆ味みはファッション雑誌を読むこと、山菜採り。好きな科目は美術、苦手な科目は英語と数学。今まで祖父の家で暮らしていたけど、父の海外転勤をきっかけに上京しました。目標は、友だちをたくさん作ること！）

　彩音は一通り自己紹介の内容を思い浮かべる。話そうと意気込むと、

「公園で変な男に襲おそわれたってマジ？　あそこ、あたしもたまに犬の散歩で使うんだけど」

　水穂にそう問いかけられびくんと体が震ふるえた。

（え……みんな、知ってる……？）

　まさかこのタイミングでそんな質問をされるとは思わなかった。極限に達した緊張に混乱が加わって、すうっと血の気が引いていく。

（あれ？　なんだろう。気持ち、悪い）

　とっさにぐっと唇を嚙かむと、

「花柳、そういう質問も却きやつ下かだ。犬の散歩は明るいうちにお父さんと行きなさい」

　先生はそう言ってぽんぽんと彩音の背中を軽く叩たたいた。勢いで小さく息をついた彩音はそのまま頭を下げる。

「よろしくお願いします」

　声がうまく出なくて、震えないようにするので精せい一いつ杯ぱいだった。ざわめく室内に萎い縮しゆくしていると「破賀旭だ」と、隣で無ぶ愛あい想そうな声が告げる。百八十センチを超こえる長身に圧迫感を覚え、彩音は無意識に距きよ離りを取る。

「……ん？　終わり？　じゃあ席に……おかしいな。机が一つしかない」

　奥村先生がそう言って首をひねった。中央の後ろから二番目にぽつんと置かれた空席以外、すべて使われている。皆みながきょろきょろ見回していると、ドアの近くに座っていた男子生徒が突とつ然ぜん立ち上がった。

「俺、取ってきます」

「ああ、行ってくれるか？　悪いな。準備室だからな」

　おぼつかない足取りで男子生徒が教室を出ていくのを不思議そうに見送った奥村先生は、ざわめく室内を眺ながめ、手にした名めい簿ぼでトントンと肩かたを叩いた。

「あいつ大だい丈じよう夫ぶか？　なんかぼーっとしてたみたいだけど……えっと、他ほかになにか伝えることは……あ、部活動の体験入部は今週いっぱいだから、ちゃんと選んでおくこと」

　奥村先生は首をひねりながら手帳を確かく認にんし、ペンでチェックを入れた。教室内はいっこうに静かにならず、黙だまって先生の話を聞いているのは委員長の末雪を含ふくめた数人だけだった。その末雪は、校内を案内しろと言われたのがよほど不ふ愉ゆ快かいだったのか、剣けん吞のんな視線を教きよう壇だんに投げてくる。

　五分ほどしてから、男子生徒が机と椅い子すをかかえて戻もどってきた。

「おお、ご苦労さん。場所は……」

「彩音の、隣」

　きょろきょろと奥村先生が室内を見回していると、旭が低い声で主張した。

　彩音がぎょっとして旭を見る。生徒たちがどよめき、奥村先生も怪け訝げんな顔をする。しかし、先生は旭の目を見るなり「そうだな」と手のひらを返したようにうなずいた。

「じゃあ村むら井い、机を一つ後ろにずらしてやってくれ」

　言われた男子生徒が立ち上がるのを見て彩音は狼狽うろたえた。

「ま、ま、待って……っ」

　その声は、室内のどよめきにかき消された。

「深ふか沢ざわ、破賀の机をあいた場所に」

　奥村先生の指示で二つ並んだ新しい席を、彩音は言葉もなく見つめた。

　なにかがおかしい。

　破賀旭の視線を感じながら、彩音は異様な息苦しさに真っ青になっていた。




　　　　２




　高校生になったら友だちをたくさん作ろうと思っていた。

　友人たちに囲まれ楽しい学園生活。放課後はみんなでウィンドウショッピング、穴場のカフェでお茶をして恋こいバナに盛り上がり、ときにはおしゃれをして町に繰くり出す。それが今いま時どきの女子高生。彩音のバイブル『フラワー・ティーン』が特集を組んでいた、ごくごく一いつ般ぱん的な女子高生の日常である。勉強も部活も頑がん張ばって、学校行事にも積極的に参加する。キラキラな毎日が約束されているはずだった。

　だが、しかし。

「菱川さんってばー!!　いじわるしないで教えてよ！　破賀くんと知り合いなんでしょ？　いつから？　名前で呼んでるってことは結構親しかったりする？」

　授業中は、教科書がないと言い出した旭と机をくっつけ、至近距離からさんざん睨まれた。休み時間になると水穂をはじめとする女子に取り囲まれ質問攻ぜめがはじまる。

　答える前に次の質問をされてしまうので、慣れない彩音はほとんど黙っていた。

　心安まるときがない。

　最悪だったのがお昼の時間だ。水穂の提案で数人と机をくっつけることになった。ここまではいい。和なごやかな雰ふん囲い気きで弾はずむ会話──を、想定していた。しかし、菓か子しパンをかじる旭と向かい合わせになって、眼光鋭するどく見つめられ、房子が腕うでによりをかけて作ってくれたお弁当も喉のどを通らなかった。

「菱川さんって無口だよね。ずっとしゃべってくれない」

　溜ため息いき混じりに言われて彩音はいったん開いた口を閉じる。

（無口じゃないよ。うまくしゃべれないの。人が多いと緊きん張ちようして、言葉がつかえて……）

　必死になればなるほど言葉が空回りする。それを幼なじみによくからかわれ、赤くなって反論すると「トマトみたいだ」と馬ば鹿かにされた。しばらくは菱川トマトというあだ名がついて、学校に行くのも嫌いやになった。頭の中で言葉を組み立てるのは予行練習のようなもの。しかし、タイミングをはずすことも多く、伝えきれない言葉が胸にあふれてしまう。

「ねえ破賀くん、趣味とか訊ききたいんだけど。特技とかある？　体おっきいからスポーツ得意だったりする？　身長いくつ？　どこに住んでるの？　兄弟いる？」

　水穂の標的が彩音から旭に変わる。どうやら個人的に興味があるらしく、質問内容が妙みように具体的だ。

　彩音もちらりと旭を見た。

（……なにか、わかるかも）

　正体というのは大げさだが、彩音の隣を希望したこと、授業中に睨にらみつけてきた理由くらいは判明するかもしれない。

「今、付き合ってる人は？」

　踏ふみ込んだ水穂の質問に周りから苦笑が漏もれた。旭は答えるそぶりもなく不ふ機き嫌げん顔で頰ほお杖づえをついているが、積極的な水穂の姿に聞いているほうがドキドキしてしまう。

「花やん、攻せめる攻める」

（花やん？　あ、花柳水穂だから、花やん？）

　呆あきれ声でつぶやく男子生徒をちらりと見ていたら、赤ぶち眼鏡めがねに黒くろ髪かみおさげの女子が彩音の前に立った。

「私、原はら北きた夕ゆうっていうの。よろしくね？」

　厚みのあるつややかな唇くちびるが印象的な彼女はにっこりと微ほほ笑えんだ。思わず自分の胸を見てしまったのは、夕も水穂同様にグラマーだったからだろう。

「ねえ、菱川さんのお家うちってセレブなの？」

　彩音は目を瞬またたいた。セレブ。お金持ち。馴な染じみのない単語に首を横にふる。

「え、でも、住んでるのって駅の近くにあるマンションでしょ？　今け朝さ、偶ぐう然ぜん出てくるところ見ちゃったんだけど……同じ制服だから、覚えてたんだよね」

（祖父が旧家の生まれだけどセレブじゃないです）

　彩音が心の中で返答する。築百年を超こえる木造の家は大きかったが通気もよく、寒がりの彩音は冬ともなれば室内でももこもこに着込んで歩き回りセレブとはほど遠い。

「そういえばあの辺りって、昔大きなお屋や敷しきがあったよね。庭に池があるやつ！」

　夕の言葉に彩音ははっとする。

（そこわが家です。子どもの頃ころに住んでて、交通事故で怪け我がをして、祖父が心配して田舎いなかに引っ越したんです。そのときに家は取り壊こわして駐ちゆう車しや場に……）

　当時を知る人がいるとは思わず、またしても彩音は興奮気味に心の中で返す。

「いきなり取り壊して駐車場になってびっくりした。気づいたら高級マンションだし」

（マンションが建ったのは二年前です。空き部屋があったからそこに入居しただけです）

「すげー、本物のお嬢じようか！」

　男子生徒が鼻息荒あらく問いかけてきた。たまたま実家が土地持ちで──安い土地をどんどん買って、区画整理で税金が高くなったので売り払はらったり倉庫にしたりして安定した収入がある。彩音の住むマンションだって税金対策で建てたようなもの。祖父が建設会社の営業と大立ち回りをしたせいで、〝お嬢〟という言葉もふさわしくない。

「お嬢じゃ、ないけど」

　ふすまの陰かげで、大人の世界は恐おそろしいと震ふるえていた幼少期である。

「……登校が遅おくれたってあの噂うわさ、本当？」

　続く夕の質問に彩音は大きく目を見開いた。水穂が旭に弾む声で「好みのタイプは？」と問うのがやけにはっきりと聞こえた。

（カウンセリングは順調。警察も巡じゆん回かいしてくれてる。あれからおかしなことはないし、今日は登校もできた。それなのに……）

　右みぎ隣どなりの席にいる男の視線に怯おびえる自分がいた。

「先生詳くわしく教えてくれないの。新聞にも負傷って書かれてたのに、菱川さんってどこも怪我してるように見えないし」

　首の傷は二日で治った。それを伝えようとしたのに、露ろ骨こつに向けられる好こう奇き心しんにパニックになって口を開いても言葉がうまく出てこなかった。

「そ、それよりさ、物静かなお嬢様ってもてそうだよな！」

　なにも答えられない彩音になにか察したのか、場を取り繕つくろうように男子が引きつった笑えみで同意を求めてきた。これではますます印象が悪くなってしまう。

「彼氏とかいたりして？」

　軽い調子でかけられた男子生徒の質問に、

「彩音は俺の女だ」

　突然そんな言葉が割り込んできた。あまりに思いがけない内容に彩音は混乱しながら辺りを見回す。目が合ったのは、頰杖をついている旭だった。

「……彩音って、誰だれだっけ？」

　返答がないのにめげもせず質問を繰り返していた水穂が旭を見て首をひねった。

　互たがいの顔を見合わせた級友たちが次々と彩音を見る。

（私のことじゃないよね？　このクラスに同じ名前の人がいるんじゃ……）

　俺の女と言われるような付き合いを、過去に誰ともした記き憶おくがない。それなのに、旭がじっと彩音を見つめている。

（う……噓うそだ、噓だ、噓だ。なに考えてるの、この人……!?）

「破賀くんと菱川さんってそういう関係!?　だから同じ日に登校してきたの!?」

　訂てい正せいしようとした彩音より先に、水穂が室内に響ひびき渡わたるような声で言った。

「ええー!!　マジかよ!?」

「ちょっと、詳しく！　そこんとこ詳しく!!」

「付き合ってるの!?　ショック～!!」

　静まりかえった教室内が一いつ瞬しゆんで騒さわがしくなる。彩音はぶんぶんと首を横にふった。

（違ちがう。この人とは今日会ったばかり。まだちゃんとしゃべったこともないよ！　だから間違い。俺の女なんて冗じよう談だんだから！）

　冷や汗あせを流しながら彩音は胸中で言葉を並べる。

　以前に通っていた学校は、全校生徒が七人しかいなかった。小学生から中学生まで合わせて七人。彩音が大勢の前でしゃべるのが苦手だというのは周知の事実で、中には察して先回りしてくれる相手もいた。

　けれど今は、自分の意見は自分ではっきりと言わなければならない。

「ち、違う。破賀くん、とは……」

「将来を誓ちかい合った。彩音に触ふれていいのは俺だけだ」

　ようやく声を出せたのに旭が謎なぞの発言をかぶせてしまう。彩音はぎょっとして旭を見た。

（なに言ってるの、この人!?　将来なんて誓ってないし、触さわる許可も出してない！）

　室内の興奮は最高潮。彩音は怒いかりに震えながら口を開く。

「へ、変な、こと、い……わ、な……言わない、で！」

　必死の訴うつたえはそれを上回る声に完全にかき消された。質問とわめき声に頭が割れそうに痛い。

（なんで!?　どうして!?　これって、い、嫌がらせ……!?）

　顔色一つ変えずにいる旭に彩音は抗こう議ぎの眼まな差ざしを向ける。しかし、当然とばかりに見つめ返されてしまった。その眼差しも「文句があるか」と喧けん嘩か腰ごしだ。

　目元が潤うるんだ直後、誰かが彩音の腕うでを摑つかんだ。

「菱川さん、来てください。校内を案内します」

　腕を引っぱり彩音を立たせたのは不機嫌顔の委員長、末雪だった。

「委員長!?　待ってよ！　菱川さんの話聞きたいー!!」

「僕は先生に言われたことをするまでです。文句があるなら奥村先生に言ってください」

　ええっと至る所から抗議の声があがる。しかし末雪はかまわず教室を横切っていく。足がもつれて視界が下がると、腕を摑む末雪の手に力がこもり、ちらりと視線が投げられた。

「ちゃんと歩いてください。こんなところにいたら、ずっと質問攻ぜめですよ」

（え……助けて、くれるの……？）

　彩音は体を起こし、廊ろう下かに出て右手に折れまっすぐ歩く末雪についていく。

　むっつりと引き結ばれる口元はいかにも「怒おこっています」とアピールしているようだ。当然だろう。先生に頼たのまれたとき嫌いやがっていた。それなのに、彩音が困っているのを見て手をさしのべてくれた。

「……あ……ありがとう」

「お礼を言われるようなことはしてません。一時的な措そ置ちでしかない」

　しばらく歩いて誰もついてきていないのを確かく認にんすると、末雪は彩音の腕から手を離はなし、軽く咳せき払ばらいして生徒がたむろする廊下をずかずかと歩いて行く。

　どうしていいのかわからず彩音は末雪についていく。沈ちん黙もくが重くて、教室にいるのとは別の意味で心臓が痛くなった。

（き、気まずい……。どうしてこんなことになっちゃったんだろう。私、破賀くんに嫌われるようなことしたっけ？）

　青くなっていると、前を歩いていた末雪が立ち止まるなり振ふり返った。愛あい想そがいいとは思えなかった末雪だが、そのときの眼差しは彩音が立ちすくむほど鋭するどかった。

　怒っている。表情も態度も、それを如によ実じつに伝えてくる。

「彼とは……破賀旭とは知り合いですか？」

「え？」

「そういうふうには見えなかったから」

　眼差しと同じくらい鋭い指し摘てきに彩音は「違う」という意味でぶんぶんと首を横にふった。ふりすぎてめまいに項うな垂だれると、末雪が「大だい丈じよう夫ぶですか？」と戸と惑まどったように問いかけてきた。

　級友たちはセンセーショナルな話題に夢中だった。だが、末雪は彩音のことをちゃんと見たうえで気にかけてくれていたらしい。

（いい人だ！　この人、きっといい人！）

　感動に震えながら彩音は顔を上げた。緊きん張ちように喉のどがこわばっているせいかうまく話せない。彩音は大きく何度も深呼吸をしてもう一度口を開いた。

「たぶん、今日、はじめて会った人」

　一週間前のことは保留にして必死で訴えると、末雪は考えるようにゆったりとした速度で歩き出した。

「知り合いじゃない、か。……僕はああいう協調性のない男は嫌きらいです。傲ごう慢まんで身勝手だ」

　強い言葉に彩音は驚おどろく。だが、同時に納なつ得とくもできた。半日隣となりにいただけだが、旭が無愛想なのは確実だ。授業中はずっと睨にらんでくるし、級友たちの質問には答えないし、妙みようなことを言い出す。協調性など欠片かけらもないだろう。

（将来を誓い合ったとか、変なこと言い出すし）

　彩音も確かに苦手な部類の相手ではある。

「あの人、なにを考えてるんだろう」

「……できるだけ刺し激げきしないほうがいいかもしれませんね」

　そう言って末雪が廊下の奥を見た。

「菱川さんも、ずっと彼の隣では息が詰つまるでしょう？　休み時間を潰つぶしたいなら図書室がおすすめです。僕も何度か使いましたが、広くて静かなので重宝します」

　末雪の視線を追うと、壁かべにかかげられたプレートの一つに〝図書室〟の文字があった。そこなら旭のことを気にせずにすむということらしい。

「なかなか洒しや落れていていいですよ。……まだ少し時間がありますね。せっかくですから校内の案内をします。この学校は西洋の古城をイメージして建てられたもので、一階は三年生と二年生の一部が、二階は二年生の一部と一年生の教室があります」

　そんなふうに説明をしはじめた。

「特別室は右う翼よく側と左さ翼よく側に分かれ、左翼側の一階には部室もあります。右翼側の一階には保健室と職員室が……」

　先を歩きながら末雪がてきぱきと説明する。その背中が頼もしくて、なんだか急にほろりときた。慌あわててぬぐうが涙なみだが次から次へとこぼれ落ちる。

「壁にかけられている絵は全部フェイクです。彫ちよう刻こくも。でも、故意に壊こわしたりすれば、場合によっては弁べん償しようさせられますから……って、どうしたんですか!?　今の説明に不備が!?」

　仰ぎよう天てんする末雪に首を横にふる。

「教室、びっくりして……」

「……ああ。そんなに怖こわかったですか？　あれは、悪気はないんです。遅おくれてきた菱川さんのことが気になって、みんなが構いたがっただけです。嫌なら嫌と言えば……」

　目をこすりながら何度も首を横にふると末雪は溜ため息いきをついた。

「──なにかいろいろしゃべりたそうにしていましたが……ああいうところは苦手ですか？」

　顔を上げると末雪の顔から険しいものが消え、思い切り苦く笑しようされてしまった。

「見ていればわかりますよ。今だって、僕と二人のときはなんとか話せていますから」

「こ、ども、みたいだって……」

「誰だれだって苦手なものはあります。得意なものがあるように、ね」

　意見も言えず、感情の高ぶりに任せて泣いてしまう。そんな自分を恥はじる彩音に、末雪はさらりと言った。その眼差しがふいに鋭くなる。

「──誰にだって、苦手なもの、避さけたいものはあります。当然のことだ」

　末雪の視線が彩音からはずれ、その背後に移動する。つられるように振り返った彩音は、殺気立つと表現するのがふさわしいだろう表情で歩いてくる旭を見て震ふるえた。

「お前、なんだ？」

「……学級委員長ですよ。聞いてなかったんですか？」

　旭の問いに末雪は冷れい徹てつな声で返す。ここだけ周りと空気が違ちがうのではないかと思うほど息苦しくて、彩音は思わず一歩後退した。末雪はそんな彩音の肩かたを強ごう引いんに引き寄せた。

「彼女に校内を案内してるんです。邪じや魔まをしないでください」

「お前の案内なんていらない」

　旭はそう言うなり大おお股またで近づいてきて彩音の手を取った。振り払はらって末雪の後ろに隠かくれると、旭は怒ったように顔をしかめる。

「どうした？」

　質問したいのは彩音のほうだ。旭の発言や行動が理解できない。

（刺激しないほうがいいって末雪くんが言ったけど……でも、今訊きかなきゃ。落ち着いて、ちゃんと）

　彩音は大きく息を吸う。鼓こ動どうは速いが教室ほど緊張していない。バクバクと暴れる胸に拳こぶしをぎゅっと押し当てた。

「ど……どうして……わ、私に構うの……!?　あ、あなたの、女になんて、なった覚えない。将来のことなんて、知らない」

　うまく言えて彩音はほっと安あん堵どする。ここで無事に誤解をとけば変な目で見られなくてすむ。ごくごく普ふ通つうの学生生活を、たくさんの友人たちに囲まれてすごすことができる。

　頰ほおを上気させて夢に胸膨ふくらませていると、大きく足を踏ふみ出した旭が再び彩音の腕を摑つかんだ。思いがけない力に骨が軋きしみ、痛みを覚え小さく悲鳴をあげる。

「やめてください。彼女を放してください！」

　末雪は旭の腕を前ぜん腕わんで押し戻もどそうとし、眉まゆをひそめた。旭は末雪を冷ややかに見つめ、彩音から手を放すなり虫でも追い払うように軽く腕を横に払った。たったそれだけの動作で末雪の体が勢いよく床ゆかに転がる。

　旭は悲鳴をあげる彩音に向き直った。

「覚えてない？　なんの冗じよう談だんだ？」

　再び腕をつかまれる。旭の声に動どう揺ようが混じり、その顔が苦く悶もんに歪ゆがんだ。そんな旭を見ても、彩音はがたがた震えながら首を横にふった。

（知らない。知らない。こんな人！　覚えてない……!!）

「放して！」

　叫さけぶと左手が伸のびてきて彩音の顎あごを持ち上げた。

「本当に……なにも、覚えていないのか？」

　至近距きよ離りから見つめられ、心の奥でなにかに引っかかったような気がして身じろぐと、旭はくしゃりと顔を歪めた。

「どうしてそんな噓うそをつくんだ？」

「噓じゃ、ない。私、あなたのことなんて、知らない」

　懇こん願がんするような語調に彩音は狼狽うろたえ、なんとか声を絞り出した。旭はきつく唇くちびるを嚙かみしめ目を閉じる。まるで激情をやり過ごそうとするように、その肩が小刻みに震えていた。

　動揺に乱れる息を吐はき出して、彼はゆっくり目を開けた。

「本当に忘れたなら思い出させればいいのか。だったら……」

　ぽつりと告げるその語ご尾びが不ふ吉きつな甘さを含ふくんで消えた。背筋がぞくりとして彩音は思わず足を引いた。けれど、腕うでを摑まれたままでは逃にげられなかった。

「──思い出させてやる。その体に」

「え……？」

「俺のことを忘れるなんて、許さない」

　ぐいっと体が引き寄せられ、彩音の体は簡単に旭の広い胸に収まってしまった。体が密着して熱が伝わってくる。背に回された彼の腕に力がこもる。

　まるで、互たがいの体が離はなれていることが我が慢まんできないと言わんばかりに。

　鼓動が大きく跳はねた。

　恐おそろしいほど整った顔が目の前にある。それがゆっくりと近づく。

「や、やだ！　な、なに、す……」

「お前は全部、俺のものだ」

　とっさに顔をそむけると耳たぶを咬かまれた。ぞくりと背中に痺しびれが走り、喉のどが震える。

「誰にも渡わたさない」

　息が肌はだを滑すべる。低く甘い声が耳に直接ささやきかけ、肌が粟あわ立だつ。不快ではない。明らかになにか違う。

（な、なに、これ……!?）

　再び顎を取られ、正面を向かされる。ゆっくり近づいてくる旭の顔、そのあまりに甘美な吐と息いきにくらくらする。

「いや……!!」

　彩音は理性を総動員して叫び、渾こん身しんの力で旭を押しのけた。

　息が乱れる。こんな一方的な扱あつかいを受けるなんて、それに流されそうになるなんて、自分のふがいなさに言葉ではなく涙が零こぼれた。

　わななく唇を大きく開く。

「最低！」

　叫んで愕がく然ぜんとする旭から顔をそむけ、広い廊ろう下かを駆かけた。

　そのまま教室に戻ると、級友たちはそれぞれのグループに分かれ雑談に花を咲さかせていた。

　なにか問いたげな視線を感じたが、彩音はぐっと口を引き結んでうつむき気味に自分の席に腰こしかける。あとはもう、誰にも声をかけられないことを祈いのりながら、息を殺して予よ鈴れいを待った。

　こんなはずではなかった。

　新しくはじまった夢と希望をぎっしり詰つめ込んだ高校生活。そのすべてが音をたてて崩くずれていく気がした。
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　休み時間になると彩音は声をかけてきた未雪に曖昧な笑みを向け席を立った。答えられない質問を級友たちに投げられるのが嫌いやで、なにより旭の近くにいたくなかったのだ。

　しかし、彩音が教室を出ると旭もついてくる。図書室に行こうかと思ったが、このままだとせっかく教えてもらった憩いこいの場まで荒あらされてしまいそうだった。

　女子トイレに駆け込んだ彩音は、一番奥まで行くときれいな柄がらタイルのはめ込まれた壁かべに張はり付いて項うな垂だれた。

「……ぼっち」

　友だちを作るどころではない。楽しげにおしゃべりをしながらやってくる女子生徒に気づき慌あわてて個室に隠れ、人がいなくなるとまた出てきて壁に張り付いた。そんなことをしているとよけいに惨みじめになる。

　大きめに作られた窓を開けると外にはきれいな青空が広がっていた。一人黄昏たそがれていると羽音が聞こえ、分厚い外がい壁へきに黒い鳥が下りてきた。

（カラス……じゃない。オカメインコ？　灰色なんて珍めずらしい）

　黄色や赤といった色いろ鮮あざやかなオカメインコを見慣れているせいか、灰色のオカメインコはなんとなく不吉な印象だった。しかし、あまりの寂さびしさに彩音は手を伸ばした。

「迷ったの？　お家うちはどこ？」

　触ふれようとするとぴょんと後方に跳とんで、彩音の指を鋭するどくつついた。

「気安く触さわらないでちょうだイ！　人間風ふ情ぜいが生意気ネ！」

　少しくぐもった声でオカメインコに抗こう議ぎされ、彩音は痛みも忘れて目を丸くした。よちよち歩くオカメインコが一いつ瞬しゆん視界から消える。身を乗り出すと、テラスのように張り出した部分を歩いている姿が見えた。

　左右を見れば、張り出した部分が壁伝いにずっと続いている。

「……これって歩ける……？」

　トイレに人がいないのを確かく認にんし、ついでに外にも人がいないことを確認し床を蹴けった。しかし、体がうまく持ち上がらない。大きく息を吸い、今度は思い切り床を蹴る。勢い余って体が前のめりになり、細い悲鳴をあげて体を支え、震ふるえる足をなんとか窓枠にかけた。

「のれた……!!」

　一人感動してもぞもぞと体を動かし、なんとか張り出した部分に飛び下りた。とっさに身をかがめ、ドキドキする心臓を押さえる。

「まー！　生意気！　生意気ッ!!」

　オカメインコは文句を言いながらも先導するかのように歩いていく。彩音は腰をかがめるようにしてそのあとをついていった。

（ここなら誰だれにも見つからないかも）

　通路としても使えるが、身を隠かくすにも丁度いい。風がなければ日なたぼっこに最適だ。そんなことを思っているとずらりと並んだ窓の一つが開き、ひょこりと男が顔を出した。

　一瞬、旭が先回りしていたのかと思った。けれど、よく見ると別人だった。明るい栗くり色いろの髪かみがさらりと揺ゆれる。長いまつげに縁ふち取どられた瞳ひとみは抜ぬけるような秋空の色を落とし込み、フレームのない眼鏡めがねが派手な容姿に落ち着いた雰ふん囲い気きを加えていた。

　まぶしいのか、わずかに眇すがめた眉まゆがどことなく色っぽい。

（都会には、きれいな人がいっぱい）

　感心していると目が合った。彼は身を乗り出すようにして辺りを見回し、いったん引っ込んでから手をさしのべてきた。

「おいで。可か愛わいい小鳥がそんなところにいたら、怖こわい狼おおかみに攫さらわれるよ？」

　にっこり微ほほ笑えむ姿は白い薔ば薇らを思わせた。男なのに、男と思えない華はなやかさだ。言っている台詞せりふが浮ういているのに、容姿が派手なせいか見事に馴な染じんで違い和わ感かんがない。

　彩音は差し出される手に摑つかまった。華きや奢しやに見えた繊せん細さいな手は触れると妙みように男らしく、彩音を引き上げる力も思った以上に強い。軽々と持ち上げられ、そのまま抱だきしめられるようにして再び校内へと戻もどった。

　男の腕にぎゅっと力が込められ、彩音は狼狽えて足をばたつかせた。

「あ、あの、ありがとうございます。お、下ろして、ください」

「ああ、ごめんね。大だい丈じよう夫ぶだった？」

　こくこくとうなずく。

（し、心臓に悪い……!!）

　胸を押さえ、彩音はうつむいた。耳まで赤くなっているのを見られるのが嫌で、さり気なく彼から顔をそむけ、ようやくここが図書室であることに気づく。高い天てん井じようには梁はりが図ず柄がらのように渡され、白い壁にきれいな模様を描えがいている。光をたくさん取り込む大きな窓に天井まで続く書しよ架かは圧巻で、可動式のはしごがかけてあり異国の図書館のようだった。蔵書の数は彩音が住んでいた村の図書館の比ではなかった。机にはそれぞれライトが設置され、間仕切りまで用意されている。休み時間にやってくる生徒は少ないのか、しんと静まり返って呼吸音さえ響ひびいてしまいそうだった。

「立派だよね、この学校の図書室。僕は月つき影かげ。君は？」

「彩音です。菱川、彩音」

　暗いイメージとは無む縁えんの笑えみで月影と名乗った男は手招きする。暗あん褐かつ色しよくの床ゆかは音を吸収し、自分が歩いていることさえ忘れさせた。ほうっと感心していると、国語辞書から歴史資料、絵画の解説まで幅はば広ひろくそろえられた一角に案内された。

「勉強する？　教科書や参考書の貸し出しは禁止だから気をつけてね」

　月影がそう教えてくれた。学年別に教科書がずらりと並んでいる。棚たな一列を占せん拠きよする勢いで置かれたノートの一冊を手に取ると大きく〝一年〟と書かれ、ナンバーがふられていた。めくってみると交流ノートだった。一行日記のように何気ないメモ書きから絵、愚ぐ痴ち、悩なやみ、英語のスペルや数式、地名、本の感想とさまざまに書かれている。自作の問題などもあり、数人が答えを書き込んだ箇か所しよもあった。メールで特定の相手と言葉を交こう換かんするのではなく、知らない誰かのために、あるいは誰にも気づかれない言葉をつづる。

　なんだかそれはとても不思議な感覚だった。

（うわー、恋こいの悩みまで書いてある。青春だなあ）

　友だちが百人ほしいです、そう書きたくなってウズウズしていると、月影が〝図書室備品〟と書かれたペンと消しゴムを差し出し長テーブルを指さした。

「そのノート、勉強に使ってもいいんだって。どうぞ」

　おおおっと心の中で歓かん声せいをあげ、教科書を一冊手に取って椅い子すに腰かけた。ペンを握にぎり「よろしくお願いします」と書いていると月影が正面の席に腰かけてじっと見つめてきた。長テーブルには仕切りがなく、まっすぐ見つめられてしまうので落ち着かない。

　雑談したかったが形だけ持ってきた教科書を開いた。

（あ……数学）

　苦手な教科に指が止まったが、復習のつもりでペンを握り直した。問題をといていると、向かいに腰かけていた月影が身を乗り出してきた。

「ここ、違ちがうよ」

　指先がノートに触れる。しかし、どこが間違っているのかわからない。彩音が首をかしげていると月影が席を立ち、彩音の隣となりに腰を下ろし、椅子ごと近づいてきた。

（え……？）

　互たがいの肩かたがくっつくほどの距きよ離りで、月影が手を伸のばして彩音の手に触れた。

「ほら、ここ。計算ミスだよ。簡単な足し算」

「え、え、え、あ、あの……っ」

「ほーら、よそ見しない。勉強のときは集中して」

　場所を考えてのことだろう。耳元でささやかれ、彩音は胸中で悲鳴をあげた。教えてくれるのはとてもありがたいが、こんなに密着されては落ち着いて勉強ができない。

「あ、ここも。彩音ってそそっかしいね」

　ペンを持つ彩音の手に右手を添そえ、月影が色っぽく微笑む。真っ赤になった彩音が握るペン先がぶるぶると震えた。

「どうしたの？」

「おと、男の人に、く、くっつかれるの、な、慣れて、なくて」

　涙なみだ目めで訴うつたえると月影はきょとんとしてから目を細めた。獣けものの鋭さを連想させる表情だ。

「……君、可愛いね。じゃあこれから慣れていこうね」

　ひいっと、心の中でまた悲鳴をあげる。

「冗じよう談だんだよ」

　そう言って微笑むが、眼まな差ざしがちっとも冗談を言っているようには見えなかった。混乱しながらミスを直し、至近距離から月影に見つめられながら別の問題に取りかかる。それもやっぱり間ま違ちがえてしまい、体を最大限密着させながら月影がミスを教えてくれる。

（うああああん。嬉うれしいけどなんか違うー!!）

　胸中で絶ぜつ叫きようしていると「ねえ」と声をかけられ、彩音は顔を上げた。まっすぐ瞳を覗のぞき込まれ、心臓がきゅっとした。怖い、という感覚が目覚める。

（あれ……？　なんだろう、これ……？）

　席を立とうとした瞬しゆん間かん、月影が視線をはずした。

「どうして外にいたの？」

　とってつけたような質問に彩音の体から緊きん張ちようが抜けていく。

「……教室、騒さわがしいから、ぬ、抜け出した」

「ふうん。騒がしいのは苦手？　まあ僕も、あまり得意じゃないけど」

　声に同情するような響きが加わるのを聞いて彩音は肩をすぼめた。

（違う、違う。騒がしいのが苦手なんじゃない。本当は……）

　脳のう裏りを横切ったのは鋭えい利りな眼差しの旭の姿。見つめられると息が詰つまる。

「隣の席の男の子が、苦手で」

「隣？　嫌いやな男でも座ってるのかな」

「……破賀くん、嫌な人っていうか……怖くて、訳がわからない人で……お、俺の女とか、変なこと言われて」

　彩音は初対面の相手にこんなことを言っている自分に当とう惑わくして唇くちびるを嚙かんだ。
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「俺の女、ねえ。彩音はその男のことが好きなの？」

　質問に首を横にふった。それを見て月影は「ふうん」と鼻を鳴らし、席を立った。

「もうすぐ予よ鈴れいが鳴るから教室に帰ったほうがいい」

「あ、はい」

　慌あわてて教科書とノートを閉じ、ペンとともに所定の場所に返す。また教室に戻らなければならないのかと思うと気が重かった。

「僕、図書室にいるからいつでも会いにおいで。話し相手になってあげる」

「ほ、本当ですか!?」

　勢い込んで尋たずねると、月影は驚おどろいたように目を瞬またたいてからうなずいた。

「もちろん」

　返ってきた言葉に彩音はほっと胸を撫なで下ろした。友だちになれるかも、そう思ってドキドキしてしまう。

　彩音は深々と頭を下げ、小走りに図書室を出た。

　教室に戻る足は、少しだけ軽くなっていた。







　月影は彩音が座っていた場所をじっと見つめてから眼鏡をはずし、ポケットに差し込んだ。

　どこかおっとりとした空気をまとう先刻とは違う機き敏びんさで歩き、軽く髪かみをかき上げ口元に笑みを刻む。わずかな嘲ちよう笑しようがにじむ笑みである。

　窓辺にやってきた月影は体を反転させて両手を窓枠にかけた。

　バサリと羽音が広がった。

「あれが旭のご執しゆう心しんの娘むすめだって？　なんの冗談？」

「旭のやつ、高校に潜せん入にゆうするために教師に暗示をかけたのヨ！　パワー系のくせに生意気！」

　背後に向けて手を伸ばすと、そこに灰色のオカメインコがとまった。

「……お前、賢かしこいのはいいけど口が悪いのは問題だな」

「まー！　失礼しちゃうワ！　情報！　あげようと思ったのニ！　もうあげなイ！」

「黒くろ羽ばね」

　ポケットをさぐってひまわりの種を差し出すと、オカメインコはぱっと翼つばさを広げた。すぐに翼を閉じたが、歓かん喜きはすでに伝わってしまっている。仕方ないと言わんばかりに首を伸ばしたので口元にひまわりの種を運んでやると、くちばしをすりあわせるようにして器用に皮を剝むいて実だけを食べて、もっとよこせと催さい促そくしてきた。

「で、情報って？」

「旭がつきまとってるからあの小こ娘むすめがクラスから浮ういてるのヨ！」

「……それを情報と言われても困るんだけど」

　ささやかすぎる内容に月影は溜ため息いきをついた。かまわず黒羽が言葉を続ける。

「菱川彩音、十五歳。今春、東王高等学校に入学！　父親は海外赴ふ任にん、今は母親とゴールデンパレス・クイーンの六○五号室に入居中。一週間前、不ふ審しんな男に襲おそわれて怪け我がをしたのヨ！」

　体を激しく上下させながら訴える黒羽に月影が目を見張る。

「一週間前って、まさか」

「ちょうど、アナタと旭が戦ったときよネ。飢き餓が状態の手負いのパワー系なんて最悪でショ？　錯さく乱らんして獲え物ものの首を食いちぎっても全然不思議じゃないわヨ。あの小娘が会ったのは、たぶんそのときの旭。つまり──」

「殺しもせずに生かしてるって？　冗談だろう？」

「首に嚙み痕あとがあって、かなり失血してたって話ヨ。だから、学校に来るのが一週間も遅おくれたノ。旭は学校まで獲物を追ってきたのヨ」

「……そんなに価値のある女には見えなかったけどな」

　見た目も平へい凡ぼんだし、頭もよさそうには見えない。血だってごく平凡な味に違いない。人としての彼女にも、これといって惹ひかれるところはなかった。

「だけど、気になることがあるのは事実か」

「なニ？」

「魅了チヤームが効きかなかった」

　月影の一言に黒羽はくいっと首をかしげた。当然だろう。人の心を惑まどわせ思い通りに操あやつるチャームは月影がもっとも得意とする術の一つだ。それが効かなかったことなど過去にない。

「まー、いやダ！　鈍にぶったんじゃないノ!?　始祖の加護を受ける貴族のくせにチャームも使えないなんテ！　吸きゆう血けつ鬼きの名折れだワ！」

　オカメインコの分際で、翼を広げて顔を隠かくし、泣き真ま似ねをする。チッと舌打ちしていると、きっちり髪を結ゆい上げ、時代錯さく誤ごも甚はなはだしいドレスを身につける女が鍵かぎを片手にやってきた。生活指導の坂峰先生だ。彼女は月影を見るなり眼鏡めがねを軽く押し上げた。

「鍵を閉めるので教室に……と、言いたいところですが、あなた、見たことのない生徒ですね。何年何組ですか？」

「……そんなのどうでもいいじゃないか。僕、しばらくここにいたいんだけど、いい？」

　眉まゆをひそめる坂峰先生の瞳ひとみをじっと見つめる。するとすぐに彼女の瞳から光が消え、熱っぽく潤うるんだ。頰ほおが上気し、唇がだらしなく開く。

「……ええ、もちろんです」

　恍こう惚こつの表情でうなずく女に月影は目を細めた。

「ありがとう。ついでに少し君の血を僕にくれるかな？」

「……お好きなだけどうぞ」

　首もとをくつろげ、自ら白いうなじをさらしながらふらふら近づいてくる坂峰先生を見て月影は眉をひそめた。

「効くじゃないか」

　ならばなぜ、彩音にチャームが効かなかったのか。考えこみながら獲物に手を伸のばすと、

「そんな女の血まで飲む気!?　信じられないワ！　この節操なシ！」

　けたたましく黒羽が抗こう議ぎする。鳥であるがゆえに小うるさく、鳥のくせに嫉しつ妬と深い。

「どうしてお前が怒おこるんだ」

　呆あきれながら声をかけたがキーキー鳴くだけで答えない。月影は溜息とともに獲物から手を離した。
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　和わ気き藹あい々あいといった雰ふん囲い気きだったクラスが、一日が終わる頃ころにはすっかりギスギスした空気になってしまった。

　教室の掃そう除じをしているときも空気は微び妙みようなまま。

（私の責任だ）

　どんよりと落ち込み、そもそもの原因が旭であることに気づく。すると急に悲しくなってきた。

（一日中あの人に睨にらまれて、逃にげ回って、クラスの空気悪くして、ほとんど誰だれとも話さないうちに一日が終わっちゃった）

　だが、みんなが部活に行くのを見てわれに返る。

（部活なら迷めい惑わくかけずにすむかも！　そうだ！　部活に賭かける！）

　勢いよく立ち上がってカバンに教科書とノートを詰つめ込み、運動着の入った手て提さげを持った。言葉によるコミュニケーションがだめならボディーランゲージだ。非言語コミュニケーションだ。体と体でぶつかり合えば、友情が生まれるはずだ。

（運動部に入ろう！）

　ぐっと拳こぶしを握にぎって教室を飛び出した彩音は昇しよう降こう口ぐちで靴くつに履はき替かえると校庭に出た。校庭ではすでに着替えた生徒たちが自主練習をしている。仲間同士でストレッチをしたりボールを追いかけている姿に感動し、その中に交じる自分を想像して打ち震ふるえる。運動に賭ける青春というのも学生らしくていいような気がしてきた。

（そうだよ。帰りにみんなで寄り道ができる。よーし、友だちいっぱい作るぞ！）

　意い気き揚よう々ようと歩き出した彩音は、まずはハンドボール部を見学した。学校裏うらにあるゆるやかな傾けい斜しやの森も学校の敷しき地ちで、そこを延々走らされると聞いて挫ざ折せつした。

　次にテニス部を覗のぞいたら宝ヅ塚カ系のお姉さんがいて、世界が違ちがうと回れ右をした。

　ソフトボール部も一年生は体力作りが基本と聞いて離はなれた。

（も、もっとこう、みんなで仲良くキャッキャうふふできるような部活は……）

　やや間ま違ちがった方向で部活を探していた彩音は、なぜか自分が注目されていることに気がついた。しかも、男女を問わず、学年を問わず、あからさまに彩音を見ているのだ。

（なんだろう？　私、別に変な格好をして……な……）

　首をかしげた彩音は、そこでようやく背後にまるで気を配っていなかった己おのれに気づく。

「……っ!?」

〝彼〟との距きよ離り、わずか一メートル。嚙かみ殺さんばかりの眼光でじっとりと見おろしてくる旭に仰ぎよう天てんし、彩音は恐きよう怖ふのあまりよろめいた。とっさに腕うでを摑つかまれ引き寄せられ、彩音は迫せまる胸にパニックを起こしながらも両手でつっぱった。

「な、な……っ」

「転ぶぞ」

　耳元でささやく低音にカッと頰に血が上った。

「か……からかわないで……!!」

　足を引いて重心を後ろに乗せながら体を離して訴うつたえる。真っ赤になっているのが自分でもわかる。〝菱川トマト〟状態だ。こうなると、いつも以上に言いたいことが言えなくなる。

（格好悪い。こんなの……全然、成長できてない）

　逃げ出したい衝しよう動どうにかられていた。そんな彩音の耳に、

「可か愛わいいな」

　しみいるような低音がそっと忍しのび込んできた。

　顔を上げると包み込むような優やさしげな眼まな差ざしが彩音だけにそそがれていた。呼吸が止まる。心臓の音が激しすぎて耳元で地鳴りのように響ひびいていた。一分一秒を惜おしむような旭の眼差しにグラグラしてくる。

（な、な、なんなの、この人……!?）

　人を殺せそうな視線を向けてくるかと思えば優しい顔をする。落差が激しすぎてついていけない。

「彩音？」

　名を呼ばれ、彩音はようやくわれに返った。部活にいそしむ先せん輩ぱいや部活を見学している一年生にじろじろ見られていることに気づき、

（いやぁぁぁぁぁ!!）

　彩音は渾こん身しんの力で旭の手を振ふり払はらって駆かけ出した。恥はずかしさのあまり目め尻じりに涙なみだまで溜ためてがむしゃらに走る。周りなど目に入らなかった。とにかく人の少ない場所に行きたくて校舎の裏側まで突つき進むと、西の森に道場と体育館が見えた。

「外の競技はやめよう。うん。きっとあんまり向かないだろうし……！」

　いまだ乱れる心臓と呼吸に混乱が拍はく車しやをかける。

（怖こわい人がちょっと優しい顔をしたからってなに!?　怖いものは怖いの！　騙だまされちゃだめ）

　校庭に戻もどれば確実に旭に見つかると判断し、怖おじ気づいた彩音は目標を変えることにした。しかし、いくら気持ちを切り替えようにも旭の声が耳にこびりついて離れない。

（可愛いって言われただけなのに！　知ってるんだから！　〝可愛い〟って言葉の汎はん用よう性！　知ってるんだからー!!）

　困ったときにとりあえず使っておくとベターな一言。角が立たず、なんとなく相手をいい気分にさせていろいろ不都合なことを誤ご魔ま化かしてしまう魔ま法ほうの言葉だ。

（月影さんに言われたときは汎用性大だい活かつ躍やくだったのに！）

　真っ赤になった頰を両手で押さえつつ体育館に向かった。

（……チームでやる部活がいいなあ）

　ほてりの残る頰からそっと手をはずし、鉄のドアに張り付くようにして中を覗く。目の前をバスケットボールが通過した。ボールはそのまま選手の手をへてリングに吸い込まれた。

「ナイッシュー!!」

　わっと沸わき起こる歓かん声せいと拍はく手しゆ。選手たちが笑えみを交かわし、ハイタッチで得点を喜び合う。

「あー、やっぱ先輩強いわー。誰、二年生対三年生で試合しようって言い出したの！」

　控ひかえの選手が愚ぐ痴ちをこぼす。みんなが互たがいに責任をなすりつけ合いながらも試合が進む。ボール運びが速い。キュッと靴くつ底ぞこが鳴いた。入り乱れる選手たちのあいだを木の葉のようにボールが行き来し、二年生の手にあったボールが三年生に渡わたり、再びリングに吸い込まれる。

「格好いい」

　体育館を覗き込んでいた一年生たちがいっせいに溜ため息いきをつく。すると、試合を応おう援えんしていたショートヘアの三年生が近づいてきて手招きした。

「見学者？　体操服持ってる？　ちょっと体動かさない？」

　困ったように顔を見合わせる一年生の中、彩音は目をキラキラさせていた。親しみやすそうな先輩といい、部活内の空気といい、青春の二文字が思い浮うかぶ。

（苦楽をともにし芽生える友情！　これこそ高校生活！）

「おー、君、やりたそうだね。おいでおいでー」

　真っ先に目をつけられた彩音は誘さそわれるまま靴を脱ぬいで体育館に入る。すると、渋しぶっていたほかの一年生たちも互いに目配せしながらついてきた。渡り廊ろう下かを渡って校舎に入り、バスケットボール部の部室に入る。ガラスケースにずらりと並ぶ立派なトロフィーや楯たてに目を奪うばわれながら慣れない体操服に着替え、荷物を一ヶ所に集めた。

　体育館に戻ると、二年生対三年生の試合は上級生圧勝という形で決着がついていた。

「見学の子たち？　七人か……よし、みっちゃんと優ゆう子こ、入って」

「七対三？」

　呼ばれたらしいお団子頭の先輩が呆れたように肩かたをすくめる。

「お、七対二のほうがいい？　いいよー。やれるよー」

　ニヤニヤとショートヘアの先輩が笑う。お団子頭の先輩は取り合わず、休きゆう憩けい中の長身の部員を呼ぶ。並んだ三人を見たら勝てる気がしなかった。

　笛と同時にはじまった試合は、三十点先取したら終しゆう了りようというものだった。

　結果だけ言うなら完敗だった。一点も取れなかった。

「動きいいね。ボールの持ち方変えるとシュート率あがるよ」

　先輩がそう言って一年生に声をかける。熱心に聞く者もいればオロオロする者もいて、短時間の体験入部とはいえ思った以上に楽しい。彩音は息を弾はずませながらバレーボール部も見学し、少しだけボールに触さわらせてもらって満足して部室に戻った。

「バスケいいね！　バスケ！　楽しいー」

「私はちょっとなあ。文化部にしようかな……」

　手て応ごたえに満足したり迷ったり、みんながそれぞれ真しん剣けんに悩なやんでいる。もう少し見て回ろうと靴を取りに体育館に戻った彩音は、外の騒さわがしさに気づいた。

　靴を履き外へ出ると木こ陰かげに人だかりができあがっている。

「ホワイトタイガーが懐なついてるぞ！　有り得ない……!!」

「エサのときしか触らせない激げきツンなのに……俺たちとなにが違うんだ？　顔か!?」

　変な盛り上がりかたをしていることに疑問を抱いだいて近づいた彩音は、何度か背せ伸のびをしてその奥を覗こうとして失敗し、しゃがみ込んでみた。しかし、足しか見えない。そうなるとますます気になり、体を右へ左へと傾かたむけつつ人の隙すき間まを縫ぬって前に進んだ。

　どうやら人ひと垣がきの中心には男子生徒がいるらしい。

（こんなに人気者だなんて羨うらやましい……い、一体どんな人が、この、奥に……っ）

　ふんっと勢い込んで最後の壁かべを抜ぬける。勢いあまってたたらを踏ふんだ彩音は、大きく枝葉を広げる常緑樹の下に旭の姿を見つけて固まった。校庭で恥ずかしさのあまり逃にげてきたのに、ようやく自由になったのに、自分から会いに来てしまった。

「う、あ……こ、これ、は……」

　いっせいに集まる視線に彩音の顔が少しずつ熱くなる。言い訳がしたいのに言葉が喉のどに絡からまって出てこない。そうしているうちに好こう奇きの眼差しが疑問の眼差しに変わっていく。

（なにか言わなくちゃ。ここから、逃げなくちゃ）

　そう思った矢先、彩音はようやく旭が真っ白なものを抱き上げていることに気がついた。豊かなしっぽがふわりふわりと左右に揺ゆれる。

「……猫ねこ」

　彩音が言うと、旭の肩に前足をかけていた長毛の猫が振り返った。鋭するどくつり上がった瞳ひとみはきらめく金、鼻はやや低めで上品な顔立ちをしている。ペルシャ猫だ。しかも、新雪を思わせるほど見事に白い。

　ペルシャ猫は、旭の腕の中で愛らしい声で鳴きゴロゴロと喉を鳴らしている。

（猫！　懐かれてる！　動物に好かれる人は……も、もしかして、いい人……!?）

　一週間前のできごとだって、よく似た他人で、彼が犯人という確証はない。授業中に睨にらんできたのは近眼だったからかもしれないし、俺の女発言は勘かん違ちがいの線が濃のう厚こうだ。

　彩音がポジティブに状じよう況きようを分析していると、白猫が旭に頰ほおずりをした。

「ホワイトタイガーを手なずけるなんて……猛もう獣じゆう使いか」

「あの甘えっぷり。絶対おかしい」

　誰だれもが口々につぶやき、中には携けい帯たい電話を取り出して写真や動画を撮とる者までいた。しかし、彩音にはなにがそれほど珍めずらしいのかわからなかった。旭に甘える白猫はただひたすら可愛らしく、困ったように見おろす旭の印象まで柔やわらかなものに変えていた。大きな手で猫の背を軽く叩たたく仕草さえ優しげで、見ているとなんだか胸の奥がムズムズしてきてしまう。

（こ、こういうふうにしていれば……怖く、ないかも）

　猫とセットなら嫌きらいじゃない。そのままフレームに収めたくなる気持ちもわかる。胸の中にいる猫のように甘やかされるのは、もしかしてとても心地ここちいいものなのではないか、と錯さつ覚かくしてしまうほどだった。

　なんとなくドキドキしながら彩音が手を伸のばす。

（ね、猫に触りたいだけ。きれいだし、ペルシャ猫だし、ふさふさだし）

　彩音の意図に気がついたのか旭の手が止まった。

　と、その直後、振り返った猫の前足が軽く彩音の手をはたいた。啞あ然ぜんとしたのは彩音だけではない。旭も、それを見ていた周りの生徒たちも、一いつ瞬しゆんなにが起こったのかわからないというように彩音と白猫を見比べた。

　じわっと痛みが広がったのは三秒後。手の甲こうに朱しゆの一線が鮮あざやかに浮かび上がった。

「やっぱいつものホワイトタイガーだ！　なんでそんなに凶きよう暴ぼうなんだ！」

「血が……絆ばん創そう膏こうあるけど使う？」

　周りの声に彩音は茫ぼう然ぜんとしたまま手の甲を見た。

　遅おそまきながら、牙きばを剝むいて威い嚇かくする白猫が〝ホワイトタイガー〟と呼ばれるゆえんを理解した。気き性しようが荒あらいのだろう。旭以外には、誰に対しても。これほどたくさんの生徒が〝やっぱり〟という顔をするのだから。

　威嚇し続ける白猫は旭の腕うでからすり抜けて森の中に駆かけていった。

　じんじん痛む傷に眉まゆをひそめた彩音は、木に添そうように立っていた旭が一歩前に踏み出したことに気づく。大きな手が彩音の手首を摑つかんだ。

「え……？」

　赤い舌が旭の薄うすい唇くちびるからちらりと覗のぞく。それはぞくりとするほど色っぽい仕草で、彩音はそこから目が離はなせなくなっていた。摑まれた手がゆっくり持ち上げられ、手の甲にしたたった血が赤い舌に舐なめ取られる。旭の喉が上下に動いた。倒とう錯さく的な光景と皮ひ膚ふをかすめるように触ふれた粘ねん膜まくにぞわりと鳥とり肌はだが立った。

　いったん旭は顔を離し、彩音の瞳をまっすぐに見み据すえて傷口に唇を押し当てる。きつく吸い上げられ、彩音は思わず目をつぶった。

　痛みと、別のなにか。

「……っ」

　吐と息いきのように漏もれた声に旭がはっとして彩音の手を解放する。手を胸むな元もとに引き寄せた彩音は、右手で顔をおおう旭を見た。ごつごつした指の隙間から赤みを帯びる瞳が見えた。

　鼓こ動どうが大きくなる。

（この、目の色……）

　ぎくりとしたとき、旭が視界から消えた。膝ひざの下になにかが差し込まれ、ひっと変な声が出た瞬しゆん間かん、彩音の体がふわりと持ち上がった。とっさに摑まったのは、広くてたくましい胸──覚えのある感覚にそろりと顔を上げると旭の腕の中だった。

「お、おろして」

　彩音の懇こん願がんを無視し、旭は呆ぼう然ぜんとする生徒たちの壁を強ごう引いんに突つき進んだ。

　バクバクと鼓動が速くなっていく。

　旭の唇が押し当てられた場所が熱を持ってうずいた。

　触れる場所から体温が伝わる。旭から切せつ迫ぱくするような空気を感じ、彩音はひどく狼狽うろたえた。このまま連れ去られたら恐おそろしいことになるのではないか、そんな疑念が恐きよう怖ふ心を揺さぶる。それと同時に、一週間前のあの感覚がまざまざとよみがえった。

　なまめかしく触れてきた肌はだの冷たさ。押しつけられる吐息。肌を貫つらぬく苦痛と快楽。

　ぞくりと背筋を走るのは、甘美な期待だった。

「どこ行くの？　放して」

　彩音は懇願して身をよじった。しかし、旭の力はゆるまない。それどころか、一いち瞥べつされると抵てい抗こうさえできなくなってしまう。

「お願い、おろして」

　蚊かの鳴くような声で何度訴うつたえても旭は無視し、昇しよう降こう口にたどり着くと靴くつを脱ぬぎ捨て、そのまま廊ろう下かを突き進んだ。校内に残っていた生徒たちが振ふり返るのを見て彩音は羞しゆう恥ちに真っ赤になった。目的地もわからずパニックになりかけたところで旭が立ち止まる。

　頭上にプレートがあった。それを見たら全身から力が抜けた。

「保健室……？」

（な、なに考えてるの！　私、私！　信じられない!!）

　顔から火を噴ふくかと思った。カバンと手て提さげをぎゅっと抱だきしめ顔を伏ふせる。旭が彩音を抱き直してドアを開けると、腕に包帯を巻いた生徒が丸椅い子すから立ち上がるところだった。

　長い髪かみを一つにまとめた若く凜り々りしい女医がノートから視線を上げる。

「どうした、怪け我がか？　それとも気分が悪いのか？」

　旭に横よこ抱だきにされた彩音を見て、淡あわいピンクの口紅を塗ぬった唇でさばさばと話しかけてくる。

「お姫ひめ様だっこだ！　お姫様だっこ！」

「ありえねー」

「黙だまれ、ヘタレども。男なら顔色一つ変えずにこのくらいのことをしてみせろ」

　校医がきりりと一いつ喝かつすると、生徒たちは「相手がいません」と元気に返す。

「由ゆ眞ま先生がだっこさせてくれたら、そのまま町内一周します」

「俺も！　走ります！」

「……ほう。では、走れよ？　歩いたら、わかってるな？」

　旭を手招きしながらドスをきかせて問うと、治ち療りようを受けた生徒とその付き添いがそそくさと逃げていった。校医の由眞ゆりかが丸椅子を準備する前に旭は彩音をベッドに座らせた。

　彩音が怪我をしたから保健室まで運んだ。旭の行動を説明すると、そういうことらしい。

「……あ、ありがとう」

　声を振り絞しぼってお礼を言ってみたが、旭はぷいっと横を向いてしまった。眉み間けんに深い皺しわが寄っている。引き結んだ口がいかにも不ふ機き嫌げんそうだ。

（お、怒おこらせた！　親切で運んでくれたのに!!）

　オロオロする彩音に気づかず、由眞先生は手の甲から出血しているのを見て白衣をひるがえし机の中央に置いてあるガラスびんを取りに行く。

「結構切ってるな。他ほかに怪我は？　ちょっと待ってろ。消毒、消毒っと」

　由眞先生の声を聞きながら彩音はちらりと旭を見上げた。彼の表情がますます険しくなり、ぐっと奥歯を嚙かみしめているのが傍はた目めからもわかる。

「破賀くん」

「……旭だ」

　苛いら立だたしげに短く訂てい正せいされ、声の低さに彩音の体がびくんと揺ゆれた。

「あ……旭、くん」

「旭だ」

　どうやら呼び捨てにしろということらしい。とりあえず話は聞いてくれそうだと気づき、彩音はこくりとうなずいた。

「旭」

　名を呼ぶと、身をかがめた旭が彩音の手首を撫なでた。指先が赤い。旭は目を細め、指先を汚よごす血を舐め取った。自分が過か剰じように反応しすぎるのか、あるいは彼の仕草がいちいちなまめかしいのか、見ているだけで鼓動が乱れてしまう。

　指先がきれいになると、旭はひざまずいて彩音の手を取った。唇を寄せられると熱い息が触れ肌が粟あわ立だつ。伸びてきた舌先が肌を直接たどり、再び血をすくうように舐め取った。

「ん……っ」

　ちゅっと肌を吸われ、肩かたが小さく震ふるえる。上うわ目め遣づかいに見つめてきたのは血のように赤い瞳ひとみ。抵抗するという意識すら抜ぬけ落ち、彩音はその瞳をまっすぐに見つめ返した。

　立ち上がった旭に肩を押されるまま体が傾かたむき、ベッドに沈しずんだ。

　指先が顎あごに触れ、そっと横にずれていく。耳の付け根を優やさしくくすぐられて息が乱れた。密ひそやかな笑い声とともに指先が下へおりていく。

　まるで、口づける場所をさぐるかのように。

　彩音が目を閉じた、その直後。

「い・い・か・げ・ん・に・し・ろ・よ？　ここは休きゆう憩けい所じゃない！」

　由眞先生のドスをきかせた声とともに、スッパーンっとなにか恐ろしく軽い音が聞こえ、彩音ははっとわれに返った。

　目を開けると、彩音は今まさに襲おそわれているかのごとく旭にのしかかられていた。

「まったく、最近の高校生は油断も隙すきもないな！　そこをどけ、ケダモノ！」

　由眞先生は、悲鳴をあげることもできずに暴れる彩音の上から旭を蹴け落おとした。来室記録の束を机に置いてベッドから転がり落ちた旭を追い払はらうと、目に涙なみだをためて震えている彩音を見て、さらにいっそう冷ややかな眼まな差ざしを旭に向けた。
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「まさか、欲よく望ぼうのまま押し倒たおしたのか、お前は。ケダモノ以下だな。そこで正座してろ。治療が終わっても指一本触ふれるな！」

　茫ぼう然ぜんと彩音を見た旭は由眞先生の一言に口元を押さえた。

「……反省する気はあるようだな」

　無言で離はなれていく旭を見て由眞先生は辛しん辣らつにつぶやく。部屋の片かた隅すみに立ち尽つくす旭の双そう眸ぼうは黒曜石のように深い黒をたたえていた。

（赤くない。……見み間ま違ちがい……？）

　ちらちら見ていると旭に見つめ返され、心臓が飛び跳はねた。顔をそむけた直後、羞恥に肩が震えた。自分の行動が信じられなかった。保健室のベッドで押し倒されるなんて有り得ない。それを一いつ瞬しゆんでも受け入れようとした自分のことも、信じられなかった。

（うああああ！　記き憶おく！　飛ばしたい!!）

　声もなく絶ぜつ叫きようしているうちに手の治療は終わり、クラスと名前を訊きかれ、怪我を負った状じよう況きようや場所を尋たずねられる。

「ああいう男には気をつけろ。見てくれだけで気を許したら、あとで泣くことになるぞ」

　由眞先生が、旭をちらりと見ながらそんな警告をしてくれた。何度もうなずく彩音を見て不安になったのか、ポケットをさぐって防犯ブザーを手て渡わたした。

「なにかあったら遠えん慮りよなく引け。そして遠くへ投げろ。踏ふみつぶされたら音が止まるから」

　健けん闘とうを祈いのる、と言葉を添そえてぐっと指を突き立てる。彩音は由眞先生に見送られ、保健室をあとにした。







　同時刻、職員室。奥村将門は名めい簿ぼを見て首をかしげていた。

　何度数えても一人足りない。よくよく調べてみたら、なぜか破賀旭の名前だけが名簿になかった。一週間遅おくれで入学してきたのは菱川彩音も同じなのに、である。

　クラス担任としては見て見ぬふりのできない状況であった。

「おっかしーなあ」

　しかも、出身中学の名前も、家族構成も、自宅の住所すらわからない。

　狐きつねにつままれた気分だ。書類をどこかに誤ってしまい込んでしまったのではないかと探すものの、山のように本と紙がのった机は、探たん索さくを五分で断念するほどの惨さん状じようだった。

　引き出しを開けてすぐに閉める。小さな腐ふ海かいを見なかったことにして鍵かぎをかけた。

　さてどうしたものかと考えていると、陰かげで女じよ帝ていと呼ばれている坂峰が深刻そうな面おも持もちでやってきた。

「奥村先生、遅れて入学してきた子のことでちょっと」

　周りに聞かれることを恐おそれるように、坂峰は声をひそめた。濃のう紺こんのドレスが似合う彼女は学校の教師というより家庭教師という印象が強い。生活指導でいろいろ口やかましいが、基本的には悪い人間ではない。

「どうかしたんですか？」

　破賀旭のことかと警けい戒かいすると、

「揉もめているみたいです」

　そう言い出した。休み時間に教室を覗のぞいてみたら菱川彩音が孤こ立りつしていたというのだ。昨今、イジメに関してはどの学校も神経を尖とがらせている。登校初日からそれはないと思うのだが、坂峰は真しん剣けんな表情だった。

「あー、じゃあちょっと気をつけておきます。まあ、大だい丈じよう夫ぶだとは思いますけど」

「……と、言うと？」

「俺は生徒の自主性に任せてますから！」

　と、胸を叩たたくと胡う散さん臭くさそうに見つめられてしまった。入学一週間でそろそろ生徒たちの個性も見えてきて、奥村は比ひ較かく的てき楽観視していた。とくに末雪の存在が大きい。委員長という立場のわりにはあまり自主的にクラスにかかわってくる生徒ではないが、要所要所できっちり動いてくれるのが頼たのもしい。まるで、自分の役割を理解しているかのような徹てつ底ていぶりなのだ。

「……破賀旭はどうですか？」

　その名を口にしたとき、坂峰の表情が微び妙みように変わった。かすかな違い和わ感かんを覚えながらも奥村は作り笑いを浮うかべた。

「ええっと、ふ、普ふ通つうですね、普通！　まだクラスに馴な染じめてませんが、だ、大丈夫です！　すぐに仲良くなります！」

　そう言って満面の笑えみで坂峰を追い払う。

　冷や汗あせが流れた。さすがに書類をなくしましただなんて言えない。遠ざかる坂峰の背を見送ってから奥村は再び書類を探した。しかし、一人分どうしても見当たらないのだ。

　奥村はぽりぽりと頭を搔かいた。

「首を嚙まれて血を抜かれた女の子に過去のない男、か」

　首の傷は人に嚙まれてできたものという結論が出ている。

「嚙んで血を吸うって聞くと、やっぱどうしても吸きゆう血けつ鬼きを連想しちゃうんだよなあ」

　昼間は棺かん桶おけで眠ねむり、夜の訪おとずれとともに闇やみに君臨するモンスター。吸血鬼といえば夜な夜な美女の生き血をすするというのが一いつ般ぱん的な認にん識しきだろう。不老不死だが十じゆう字じ架かやニンニク、日光、銀製品が苦手、水を渡わたれない、鏡に映らない、住人に招かれないと家の中に入れない。考えれば弱点の多い化け物だ。不死と言いながら、心臓に杭くいを打たれたり首を切られれば死ぬ。そんな吸血鬼の力の一つに、相手を操あやつるというものがあった。

「……まさかねえ」

　奥村はうなり声とともに書類を集め、机の隅すみへと置くのであった。




　　　　５




「なにを焦あせってるんだ？」

　マンションの五階、ベランダから外を見ていた月影は眉まゆをひそめた。

　視界を絞しぼり込むと遠方の風景がクリアになった。それは、人の視覚をはるかに超こえた能力であり、彼にとってはごく普通の力でもある。夕ゆう闇やみが迫せまり視界は刻一刻と悪くなるが、夜の住人たる彼にとってはむしろ力を自由に解放できる最良のときだった。

　夜は最小限のリスクでもとの姿に戻もどることができる。吸血鬼としての姿に。

　目をこらし、耳をすませば何キロも離れている相手の息づかいさえ聞こえてくるのだ。

「なにをしてるんだ、旭？」

　見られているとも知らず、旭は道の途と中ちゆうで立ち止まって辺りを見回す。狼ろう狽ばいする姿にぞくぞくした。歪ゆがんだ加か虐ぎやく心を刺し激げきしてやまない獲え物ものは、舌打ちして走り出した。

「それはアナタも同じヨ」

　羽音とともに咎とがめるような声がして、手すりに灰色のオカメインコがとまる。

「やっと追いついたのに、どうして旭を殺さないノ？　そのためにこんな島国に留とどまってるんでショ？　また逃にげられちゃうわヨ」

「…………」

「追いかけて、追いつめて、いびり殺すんでショ？　生きてることさえ後こう悔かいさせてやるんでショ？　心臓をえぐり出してやるって、息巻いてたじゃないノ。忘れたノ？」

「忘れてない」

　月影はそう返して手すりを摑つかんだ。刻々と広がる闇が世界を包み、天空に青白き夜の女王が降り立つ。全身に月の光を浴びながら彼は目を細めた。

「殺してやるさ。ただ、今でなくてもいい。どうせ老いることのない体だ」

　時間なんて腐くさるほどある。それこそ世界の終わりまで生きることができるだろう。月影の返答に黒羽は不満げに口を大きく開けて威い嚇かくする。

　黒羽を怒らせるとあとが面倒だが、わざわざ隷れい属ぞくの機き嫌げん取りをする気にもなれなかった。黒羽を無視しそのまま旭を見ていると、背後の引き戸が開いて女が出てきた。

　音に驚おどろいた黒羽が闇の中に飛び去っていく。

「まあ、カラスかしら。暗いし風も出てきたのだから中に入ったらどう？」

　ぴんと張り詰つめた声に月影はゆっくりと振ふり返る。時代錯さく誤ごのドレスを脱ぬぐと意外にも若々しく見える彼女は、今はその唇くちびるに真っ赤な紅をはいている。肩かたにかかる黒くろ髪かみは濡ぬれたように輝かがやき、校内で見せる姿などとても連想できなかった。

「……悪い先生だね。生徒を連れ込んで」

「東王の生徒ではないと言ったのはあなたでしょう」

「そうだった？」

　尋たずねる声に返答はない。その代わり、彼女の手のひらが月影の腹部に触ふれる。ひかえめなアプローチに月影はくすりと笑った。魅み了りようした女は誰だれも早さつ急きゆうだ。だから逆にこういう反応は新しん鮮せんで妙みようにそそられる。

　強ごう引いんに抱だきよせて首筋に顔を埋うずめると、腐る直前の果実に似た芳ほう香こうが全身を包んだ。

「……本当に悪い先生だ」

　くすりと笑って肩に流れる髪かみをかき上げ、しっとりと柔やわらかな首筋に口づける。そして、口を大きく開いた。

　牙きばが皮ひ膚ふを突つき破る直前、けたたましい羽音と耳みみ障ざわりな鳴き声が聞こえ、月影はげんなりと顔を上げた。

「黒羽」

　ぎゃあぎゃあ喚わめく鳥を一いち瞥べつして溜ため息いきをつき、女──坂峰民千子から離はなれた。学校では女帝とささやかれる鋼鉄の仮面が、その一いつ瞬しゆん、戸と惑まどいに揺ゆれた。

「こノ！　節操なシ──!!」

「吸血鬼に節操を求めるのはやめてくれ。伴はん侶りよと決めた相手以外、どうせただの食料なんだから。……先生、またね」

　もう一度白い肌はだに口づけて、するりとその脇わきをすり抜ぬける。必要なものが最小限置かれた部屋は、厳格な彼女の性格に似て意外と好ましかった。しばらくは活動拠きよ点てんの一つにするのも悪くないかもしれない。玄げん関かんで靴くつを履はき、廊ろう下かに出ると正面にある手すりをひょいと跳とび越こえ、五階分の高さを一瞬で詰めた。

　ボールを手にぽかんと立ち尽つくす少年に気づくと「危ないから真ま似ねしちゃだめだよ」と微ほほ笑えみ、軽くアスファルトを蹴ける。すぐに黒羽が急降下で近づいてきた。

「いくら食料だからって、あんな年とし増まの血を吸わなくったっていいじゃなイ！」

「──おいしいのに」

「きーッ!!　貴族は料理から栄養がとれるでショ！　血は、飢うえをやわらげ細さい胞ぼうの活性化をうながすだけじゃなイ！　飲まなくても平気なの知ってるんだかラ！」

　抗こう議ぎしながら頭上を旋せん回かいする黒羽に肩をすくめ辺りに視線を走らせる。

「黒羽、旭の位置は？」

「……南南西、このまままっすグ」

　ふて腐れつつもぐんっと高度を上げた黒き翼つばさは、進むべき道を指し示すように空を行く。追っているうちに、以前、黒羽が旭を目もく撃げきしたと報告してきた場所であることに気づいた。

　過去の旭は同じ場所に留まらず追つい尾びさえさせなかった。そんな男が一ヶ所にこだわるなら、当然なにか意味があるのだろう。好こう奇き心しんも手伝って月影は夜の町を進む。

　黒羽が高度を下げ、標的が近いことを伝えてくる。合図を送るなり高度を上げて飛び去っていった。

　住宅街だが幸いにして人ひと影かげはない。月影は左手を大きく広げ、右手の人差し指を押しつけた。長い爪つめで皮膚をなぞるとそれだけで手のひらが切れ、零こぼれる血を右手で一いつ滴てき受け止めた刹せつ那な、渦うずを巻くように真しん紅くの液体が現れ赤い刀身になった。

　血で編む刀は持ち主の意志に合わせて形を変える変へん幻げん自じ在ざいの武器である。強度は作り手の技量により、あらゆるものを切り裂さく。

　月影の持つ剣けん、それはすなわち、命を糧かてに得る最強の武器。

「旭！」

　月影が呼びかけたとき、旭はマンションのエントランスをじっと見つめていた。

　声に反応し、俊しゆん敏びんに月影の一刀をかわす。食事にありつき飢えから解放されたせいか、一週間前に比べると格段に動きがいい。跳びすさった旭が一瞬身を低くし、反はん撃げきの体勢を取る。

　しかし、奇き妙みような間のあとに踵きびすを返した。

「いつまで逃げる気だ!?」

　駆かけ出す旭に、足を踏ふみ出した月影は苛いら立だちのまま怒ど鳴なった。

「追尾すル？」

　街路樹にとまった黒羽に訊きかれ、月影は息をついた。建物に入られれば黒羽には不利だ。それに、敵も多い。見た目が黒っぽいから普通のオカメインコより目立ちにくく野鳥に襲おそわれにくいものの、いつでも自由に使えるというわけではなかった。

「……お前がカラスならよかったのに」

「カラスは話せないからワタシのほうがいいって言ったじゃなイ！　浮うわ気き者！」

　キイッと黒羽が怒おこる。いろいろ便利に使えるが、小心者のくせに嫉しつ妬と深い面めん倒どうな鳥だ。月影は溜息とともに刀身を左手の傷口にあて、勢いよく両手を合わせた。血で作られた刀は、不純物を除き、なにごともなかったように体へと戻る。

「血だワ！」

　興奮気味に騒さわがれ、月影は黒羽に手を差し出した。指にとまった鳥はしたたる血を直接舐なめ取り機き嫌げん良く喉のどを鳴らした。

　顔を上げた月影は、マンションのプレートに目を留とめる。

　黒い大理石に埋め込まれた金のプレートには〝ゴールデンパレス・クイーン〟と彫ほり込まれていた。オートロックのエントランスは、そこだけ見てもデザイナーズマンションといった印象を受ける。

「ゴールデンパレス・クイーン、だっけ？」

「エ？」

「菱川彩音が住んでいるマンションの名前。六○五号室、だったよな？」

　吸きゆう血けつ鬼きは家人に招かれなければ建物の中に入ることさえできない。どれほど気がかりであろうとも、それが吸血鬼としての枷かせだ。月影の指し摘てきに黒羽は興奮気味に体を上下に揺らした。

「あの旭が見ていたっていうノ!?　あらいやだ、楽しいワ！　列島を制した吸血鬼が小こ娘むすめ風ふ情ぜいに振り回まわされてるノ!?」

「──制したなんて大げさなものじゃない。邪じや魔まだから倒たおしてたら誰もいなくなったんだろ。昔から面倒ごとは嫌きらいだったから力で黙だまらせた。お陰かげでこんなへんぴな島国の〝王〟なんだから、安い話だ」

「すぐにその地位を追われるワ。旭のご執しゆう心しんの小娘、殺してしまいましょうヨ！　磔はりつけがいいワ！　槍やりで刺さして、心臓に杭くいを打ち付け首を落とすのヨ!!　月影が列島の王になったらその娘の血でお祝いしましょウ！」

　旭への見せしめのためか言っていることがずいぶんと過激だ。しかし、月影もそういうことは嫌いではない。

「まあ楽しそうではあるけど。……なぜ旭は菱川彩音の血を吸わないんだろう」

「きっと今ごろ、血が吸いたくて吸いたくてたまらないわヨ！　でも、自制してるのネ。吸血鬼のくせに生意気！」

　体全体を膨ふくらませるようにして黒羽は怒いかりを表現する。吸血鬼は比ひ較かく的てき理性的な生き物だ。個人主義だが調和を愛するし、目先の利益に囚とらわれ暴走することも少ない。旭が一人の女に固こ執しつするのもなんらかの理由があるはずだ。

「自制する意味は？」

「あとのお楽しみにとっておいてるのヨ。焦じらしプレイネ！　イヤラシイ!!」

　黒羽がきーっと憤ふん慨がいしている。しかし旭の態度を見る限り、エサに対しての扱あつかいとは明らかに違ちがうのだ。エサ相手ならもっと強引にいくだろう。血を欲ほつするときに抱き、興味がなくなれば殺す。面倒ごとが多くなるから仲間にするのは気乗りしないのはわかるが、かといって今の状じよう況きようを維い持じするメリットなどどこにもない。

　指先で唇くちびるをたどり、月影はしばし思案する。旭の行動は効率が悪い。今も強い吸血衝しよう動どうが断続的に訪おとずれているに違いないのに、誰の血も飲んでいない。

　まるで恋こい焦こがれるように、彩音のいるマンションを見つめていた。

「……まさか、本当に執心……てこと？」

　その疑念を抱いた直後、一瞬で苛立ちが心を埋めた。

「へえ、面おも白しろい。もしそうなら……そういうことなら、最高に趣しゆ味みの悪い冗じよう談だんだ」

　怒りとともに沸わき立つ殺意に全身が震ふるえた。自分で大切なものを壊こわしておきながら、再びそれを手にしようとする。愚おろかな、あまりに愚かな男──。

「血まみれの手でなにを摑つかもうっていうんだ、旭」

　足を踏み出し、夜風を深く吸い込む。伏ふせた瞳ひとみは深い青から紫し紺こんへ、やがて血のような赤に変わる。それにともない、髪の色は茶から白銀へと変化した。

「お前が守るものは僕が壊すよ。僕の大切なものをお前が壊していったように」

　殺意にあてられ、黒羽がけたたましく鳴きながら逃にげていく。遠ざかる羽音に笑えみが濃こさを増した。

「彼女がお前にとって大切なものなら、僕が壊してあげる」







　彩音はぞくりとして辺りを見回した。

「彩音？　どうかしたの？」

　ダイニングで黒い寿す司し桶おけを持った房子が立ち止まる。

「……なんでもない」

「そう？　あ、学校どうだった？　お友だちできそう？」

「う……うん。できそう。も、もう、できたし」

「まー！　そうなの？　いつ遊びに来るの？　お母さん、ケーキ焼いちゃおうかしら！」

　寿司桶をテーブルにのせ、房子が大げさに手を打って喜んだ。彩音が同学年の友だちに憧あこがれていることを房子は知っている。目指せ友だち百人！　なんてことを息巻いていた時期もあった。

（……友だち、できそうにない……）

　鼻歌混じりにお茶の準備をする房子を見ていると、心配させてしまいそうで本当のことなんて言えなかった。だが、希望がゼロというわけではない。

（教室はだめだけど、部活なら大だい丈じよう夫ぶだよ。それから図書室の月影さん！）

　図書室に入るときには手を貸してくれたし、計算ミスも指摘してくれた。そのうえ、いつでもおいでと言ってくれたのだ。

（いい人だったなあ。お友だちになりたいなあ。どのクラスか訊かなきゃ。あ、先せん輩ぱいだったのかな？）

　ほくほくと考えながら湯ゆ吞のみと小皿を用意していると、房子が彩音の手元を覗のぞき込んだ。

「彩音、手、どうしたの？」

　包帯は大げさすぎると思い、傷を隠かくせる大きめの絆ばん創そう膏こうに変えておいたが、やっぱり目立ってしまったらしい。平気ということをアピールするため絆創膏の上から軽く触ふれる。

「学校に真っ白なペルシャ猫ねこがいたの。触さわろうとしたらひっかかれちゃった」

　あらっと房子が目を丸くする。

「消毒は？」

「が……学校で、してもらった」

　言った瞬しゆん間かん、ぶあっと顔が赤くなった。肌はだに触れる唇と舌の感かん触しよくを、まざまざと思い出してしまったのだ。保健室で押し倒されたあのとき、先生がいなかったらどうなっていたか──考えるだけで恐おそろしい。

（な、ないない。なにもない。でも、旭、とは、二人きりになっちゃだめだ……っ）

　怖こわいという感覚と、それ以外の〝なにか〟。あの赤い瞳に囚われるとおかしくなってしまう。

（だいたい、目が赤くなるなんて気のせいだよ。ちゃんと見たら黒だったし）

　思い出すとドキドキしてしまうので、慌あわてて記き憶おくから消去する。しかし、軍ぐん艦かん巻きのイクラを見ていたら目が泳いでしまった。光こう彩さいがどことなく似ているのだ。

「ほらほら、今日は初登校のお祝いなんだから！　手を合わせて！　いただきまーす」

　にこにこ笑う房子につられ、彩音も両手を合わせる。再びじっとイクラを見ていると、房子が首をかしげた。

「どうしたの？　イクラ好きでしょ？」

「き、嫌い！」

「あら、そう？　じゃあお母さんがもらっちゃおうかしら」

「だめー!!」

　ひょいと伸のびてきた箸はしを見て彩音が真っ赤になって叫さけぶ。

「でも、今嫌いって」

「嫌い！」

「じゃあお母さんが」

「だめー!!」

　不毛な会話を繰くり広げつつ、彩音はイクラの軍艦巻きを保護する。

（イクラは好き。旭は……好きじゃない。だけど……）

　白いペルシャ猫を抱だき上げていた旭はとても優やさしげで、嫌いじゃない。つややかなイクラを一ひと粒つぶ口に含ふくんでそっと舌先で押す。

　ぷつっと潰つぶれてあふれ出したものは、少しだけ苦かった。
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　授業中は勉強に集中して旭の視線を無視し、休み時間はトイレに引きこもり、二十分休きゆう憩けいになると女子トイレから抜ぬけ出して図書室に向かう──それが、彩音の生活スタイルになった。

　もちろん、友だちができる余地はない。

　部活も体験入部どまりで、決めかねているうちに三日が過ぎていた。

　現在、彩音にとって唯ゆい一いつ快適なのは図書室である。交こう換かん日記と化したノートでは仮想友人ができた。

「こ、この、しーちゃんっていう人がすごくいい人でね！　勉強と、お弁当のおすすめおかずを教えてくれるの！」

「ふーん。僕はしーちゃんに興味はないんだけどなー」

　興奮気味に告げる彩音ににっこりつれなく返すのは月影である。学校でまともに話のできるただ一人の男子だ。学年や名前を訊きいたらすべて「ひ・み・つ」と目もくらむようなウィンクつきで答えた猛も者さである。

「保健室登校ってあるよね。あれの図書室版」

「そ、そうなんだ……」

　都会は違うなぁと素す直なおに驚おどろいていると、なぜか笑われてしまった。

「……それで、教室はどう？　まだ隣となりの男に睨にらまれてるの？」

　ずいっと身を寄せノートを覗き込みながら問われ、彩音は体をこわばらせた。月影の指が間ま違ちがいを指し摘てきして去っていく。英単語のスペルが間違っていた。

（い、意識しすぎ、意識しすぎ。月影さんは、ただの親切！）

　わかっていても緊きん張ちようしてしまう。間違っているスペルを書き直すと、優しげな微ほほ笑えみが返ってきた。

「正解。それで、隣の男は？　休み時間にストーキングしたり、放課後につきまとってきたりしてるの？　警察に相談した？」

「逃げてるから平気。でも、授業中に見られるのは、やっぱり苦手」

「……そいつ、顔はいいんじゃないの？」

　指摘に彩音は口をつぐんだ。確かに格好いい。誰だれの質問にも答えず自分から話すこともなくただひたすら彩音を見ているせいで級友たちは扱あつかいに困っているが、彼を熱っぽく見つめる女子は何人もいた。もうちょっと社交的なら、きっとクラスの人気者になっていただろう。

「でも、怖い」

「……なにかされたの？」

　月影の質問に肩かたが震ふるえた。押し黙だまってじっとしていると視線を感じ、彩音は小さく息をついた。なにもなかったのだから黙っているほうが不自然だと思い口を開く。

「入学式の前に、公園で会った人に似てるの」

「公園？　会ったって……ああ、襲おそわれたんだっけ？」

　そう言われて当とう惑わくし、すぐに自分が考えていた以上に噂うわさが広がっていることに気づいた。噂は派手なほうが好まれ、ときとして尾おひれがついて肥大する。夜の公園で襲われたと聞いて、どんなことを連想されただろう。

　級友が知っている時点で、それ以上に噂が広がっていることを予想しておくべきだった。

　全身が震えた。誰も話しかけてこなくなったのは、よからぬ噂が広がったからではないか。否定するチャンスすら自分で潰してしまったのだ。

「べ、別に、なにも、さ、さ、され、されて……」

「落ち着いて。怪け我がしたってことくらいしか知らないから」

　真っ青になる彩音を見て月影があげた両手をそっと上下に動かした。

（だ、だって！）

「大丈夫だから」

　パクパク口を開く彩音に、いつになく真しん剣けんな表情で月影が言う。ぐぐっと唇くちびるを嚙かみしめる彩音は頰ほおを軽く叩たたかれて、はたとわれに返った。

「君、結構パニック体質？」

「ひ……人前、苦手」

　素直に伝えると溜ため息いきが返ってきた。呆あきれると言うより「仕方がないなあ」というニュアンスの溜息に聞こえた。

「……首に怪我をしてたって聞いただけだよ。それをやったのが、隣の席の男？」

　勢いよくうなずき、慌てて横にふった。目が回ってふわふわしていると肩を叩かれる。

「つまり、確信はないってこと？」

「うん。でも、目の色が似てて……あ、その色はすぐに戻もどって、見み間ま違ちがいかもしれなくて、だけど襲われそうになったこともあって……旭は、たぶん私を誰かと間違えてると思う」

　焦あせりすぎてしどろもどろになっているにもかかわらず、月影は神しん妙みような顔で聞いてくれている。それが嬉うれしくて、月影への好感度が少し上がる。

「他ほかに、彼のことで気づいたことは？」

「他？　動物が好きみたい。ホワイトタイガーっていう名前のペルシャ猫ねこと仲良し！」

　奇き妙みような質問に勢いよく答えると、月影が肩をすくめた。

「それは僕のほしい情報じゃないな。もっと踏ふみ込んだ感じの話題はないの？」

　月影が満面に笑えみを浮うかべて尋たずねてくる。よくよく考えると、旭のことを定期的に訊きかれている気がする。たまにクラスのことも尋ねてきたりするが、住んでいる場所だとか行動などを細かく確かく認にんするのは旭ただ一人だ。

「……月影さん」

「なに？」

「旭って男の子だよ？　恋れん愛あい対象にはちょっと向いてないと思う」

　もしかして性別を勘違いしているのではないかと心配して問うと、月影が微笑をたたえて彩音を見み据すえてきた。

「知ってるけど？」

　柔にゆう和わな表情のまま悪お寒かんを覚えるほど冷たい声で言われ、彩音の背がぴんと伸びた。

（え？　あれ？　な、なんか、怖こわい……？）

　ぞくりとしながらも首をかしげる。

「それより、なに？　彩音はそいつのこと〝旭〟って呼び捨てなの？」

「うん。そうしろって旭に言われたから」

「……じゃあどうして僕は〝さん〟づけなのかな？」

「学年がわからないから」

　くんづけでもいいような気もしたが、無難な呼び方に終始した。彩音にとってはごく当然の流れだった。しかし、月影にはそれが不満らしい。

「あいつが呼び捨てなら僕も呼び捨てでいいよ。それとも、その男だけが特別？　実は結構気にしてる？　怖いって以外にも、なにか感じたりしてるんじゃないの？」

　彩音は思いもよらない質問に絶句した。旭が動物に懐なつかれている姿はほのぼのしてよかった。が、恐きよう怖ふ以外の感情はその程度しかない。

（だ、だって、あとは……せ、迫せまってきたりとかだったし）

　思い出すだけで体が熱くなる。あんなことを言われたり、あんなふうに触ふれられたら、普ふ通つうの女の子は動どう揺ようするはずだ。自分はあくまでも正常な反応をしている──と、彩音は自分自身に言い聞かせた。

「ふーん。真っ赤になるようなこともあるのか」

「ち、ちが……っ」

「まあいいや。月影って呼んでごらん？　うまく呼べたらご褒ほう美びにキスしてあげる」

　全開の善人スマイルでとんでもない提案をされ、彩音は首がもげそうになるほど左右にふった。

「い、いらない」

「じゃあ呼ばなきゃキスする」

　図書室ということを考こう慮りよし、最大限小声で拒きよ絶ぜつの悲鳴をあげる。言っても言わなくても結果が同じなんて無む茶ちや苦茶だ。

「な、なんでそんなことにこだわるの！」

「男は一番でいたいものだから、かな。ほら、呼んで。それともキスしながら呼んでくれる？」

　高等テクニックにパニックのまま拒絶する。それを面おも白しろがるように瞳ひとみを伏ふせがちにして月影が近づいてきた。

「呼ぶ！　名前呼ぶから！　つ、月影、月影、だからやめてっ」

「ん。よろしい。……彩音って可か愛わいいから、からかいたくなっちゃうな」

　そう言われ、彩音ははっとして月影を見た。なに？　っと視線で問われ、彩音は思わず首をかしげる。

「月影に可愛いって言われても、お世辞って感じでドキドキしないかも」

「──へえ。だったら誰に言われるとドキドキするわけ？」

「え……だ、誰って、わけじゃ、なくて……っ」

　微ほほ笑えみはいつも通り華はなやかで優やさしげなのに、言葉に大量の棘とげが含ふくまれているような気がしてならない。

「まさか旭とか言わないよね？」

　言わない、という意味を込めて冷や汗あせをかきながら首を横にふる。

「そ、そうだ。次、古文がやりたいから、さ、参考書を探さないと」

　彩音は逃にげるように椅い子すから立ち上がって書しよ架かに向かった。動揺と混乱で心臓がバクバクする。〝友だち〟の機き嫌げんを損そこねてしまったのでは、そう思うと背後が気になって仕方がない。彩音は参考書に手を伸のばしたまま動きを止めた。

（ど……どうしよう。せっかく褒ほめてくれたのに、お世辞とか失礼なこと言っちゃった）

　本当にお世辞だったし月影が引っかかっているのはその部分ではなかったのだが、状じよう況きようのわかっていない彩音は真っ青になったままガタガタ震えていた。

　背後で椅子を引く気配がした。

　そのまま月影がどこかに行ってしまうのではないかと慌あわてた彩音の手に、別の手がおおいかぶさってくる。

　彩音は驚いて顔を上げた。

「……ここまで僕が親切にしてあげて、どうしてあの程度の動揺でスルーできるの？」

（スルーって、なに？）

　本日最大の疑ぎ問もん符ふを浮かべ摑つかまれている自分の手を見る。

　急にカッと頰に朱しゆがさした。相手の体温を自覚すると気き恥はずかしくなってしまうらしい。

　月影の手が離はなれ、ほっとしたその直後──。

　振ふり返った彩音の頭上に、いったん離れたはずの月影の腕うでが鈍にぶい音とともに押し付けられた。月影のネクタイが至近距きよ離りにある。持ち上がる月影の手につられて顔を上げると、長い指が眼鏡めがねに触れ、ゆっくりとはずされた。

　伏せられたまぶたが開く。

　その、吞のみ込まれそうな見事な青。

「心配してあげるって、言ってるんだけど？」

　人のよさそうな微笑みが一転、屈くつ折せつしたさげすみを含む表情に変わる。心臓がキュッとするような顔だ。

「あんまりふざけてると嚙み殺しちゃうよ」

　野や獣じゆうのごとき荒あら々あらしいささやきを唇にのせ、ゆっくりと顔が近づいてくる。恐怖にすくみ上がる体が動かず、彩音の呼吸が短くなる。今の自分は被ひ食しよく者なのだと強く感じ、首筋にかかる生暖かい息に総毛立つ。

　次に襲おそってきたのは鈍い痛み──がくんと彩音の体が下にさがった。

「……っ……」

　彩音はそのままずるずると座り込んだ。そして、見おろしてくる月影から目をそらさないようにして両手と両足をばたつかせて方向を変え、横移動を開始する。

「……え？　なに？」

　少し動いて力ちから尽つきた彩音を見て月影はようやくわれに返ったように書架から腕を離した。

「こ、腰こしが、抜ぬけました」

　涙なみだ目めで訴うつたえる彩音に月影が目を丸くした。やや間を開けてぷっと噴ふき出し、笑いながら軽く前まえ髪がみを搔かき上げる。全身にまとっていた鋭えい利りな印象が薄うすれると、途と端たんに親しみやすい雰ふん囲い気きになった。

「わ、笑いごとじゃ、ないんだけど！　急にするからびっくりしたのに！」

　自分でもおかしな抗こう議ぎだと思ったが、月影にもやっぱりおかしく聞こえたらしい。笑いの質がちょっと変わった。

「じゃあ次からゆっくりする」

　眼鏡をポケットにしまいながら妙みようなことを言われ、彩音が真っ赤になって憤ふん慨がいする。

「ゆ、ゆっくりも、しなくていい」

「……彼氏はほしくないの？」

　彩音の目の前にやってきた月影がしゃがみ込みながら尋ねてきた。

「いらない」

「……でも、ストーカー対策には彼氏がいたほうがいいと思わない？　隣となりの席の男、うまくいったら追い払はらえるかもしれない」

　その手があったか、と彩音は目を見張る。第三者の存在は、確かに有効かもしれない。しかし、噓うそをつくことに抵抗がある。それに、はじめの頃ころは視線に殺されるかと思うほど怖かったが、今はただじっと見つめられるだけでそこまで切せつ迫ぱくした気持ちは抱だかなかった。

　けれど、不安を抱く彩音を見て月影はいろいろ考えてくれていたらしい。

「ありがとう。大だい丈じよう夫ぶ」

（ちょっと極きよく端たんだけど、でも、いい人……）

　ほっこりしていると軽く握にぎった月影の拳こぶしが柔やわらかく彩音の頰ほおに押し付けられた。

「……別にすごく好みって訳じゃないんだけど」

　なんとなくひどいことを言いながら、月影が首をひねった。

「君と話してると、懐かしい感じがする」

　つぶやいてから浮うかべた微笑みは、なぜかとても穏おだやかで──彩音の心に、小さなさざ波を立てた。







　彩音が動き出したのは予よ鈴れいが鳴ってから十分以上すぎてからだった。

　下半身にちっとも力が入らず立てなかったのだ。ようやく立てるまでになると、月影に見送られながら図書室を後にした。

　広い廊ろう下かは思った以上に足音がよく響ひびく。彩音はおののき、すり足で前進した。体が丈じよう夫ぶだったので病欠したことはなく、授業をサボることも遅ち刻こくすることもなかった。授業中に動き回るなど心臓に悪い。

（うあああ。心臓がバクバクする。どうしよう。なんて言おう。図書室に行ってて、こ、腰が抜けて、動けなかったって素す直なおに言うべき？　でも、なんか……）

　格好悪い。

　教室までたどり着いてもなかなかドアを開ける勇気が出ない。

（サボっちゃおうかなあ）

　図書室に行けば月影がいる。勉強を教えてもらえるから、無理に授業に出る必要はないような気がしてくる。

（いやいや、授業は出なきゃ。サボる子なんて思われたら……友だち、できないし）

「……もう、遅おそいかな」

　がやがやと教室内が騒さわがしい。それが楽しげな声に聞こえ、疎そ外がい感にじわりと目め尻じりに涙が浮かんだ。慌てて拳でこすり、引き戸に手をかける。

「すみません、遅おくれました！」

　勢いよく引き戸を開き、深々と頭を下げた。室内がしんと静まり返り、緊きん張ちように冷や汗が流れた。先生がなにか声をかけてくれるかと思ったのに室内は静かなままで、彩音はそろりと顔を上げ──そして。

　凍こおり付いた。

　いつも通り授業を受けていると思っていた。生徒は教科書を開きノートを取り、先生はチョークで黒板に文字をつづる。それを想定していた。しかし、目の前に広がったのは半はん裸らの男子の群れだった。

「…………!?」

　大きく口を開いたが、悲鳴は声にならなかった。

　ドアを開けたままの姿勢で真っ赤になって固まってしまった彩音を見て、男子の半分近くが上半身をねじって「きゃあ」と口々に悲鳴をあげた。

　ハッとしたのは、残りの男子半分だった。

「六組！　なにやってるんだ!!」

　どうやら悲鳴をあげたのは彩音のクラスの男子だけだったらしい。

「え。いや、悲鳴あげなきゃって思うだろ、今の菱川の反応見たら」

「っていうか、菱川、女子は隣だぞー？」

「そういえばさっき花やんが捜さがしてたなあ。どこ行ってたんだ？」

　異様に肌はだ色いろ率が高い。実際、パンツ一枚で腰に手を当てている男子もいるほどで、彩音の視界は半裸どころの騒ぎではなかった。青年と少年の中間という薄い体が、妙なストイックさで視界を妖あやしく染める。

「少しは隠かくしてください！」

　ざわめく室内に茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす彩音を見るに見かねたのか、すでにジャージを着た末雪が席に置きっぱなしになっていた彩音の手て提さげを持って皆みなに怒ど鳴なった。
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「隠せってよ。委員長のお達たつしだ！　みんな隠せー!!」

　悲鳴とセットで数人が胸を隠した。五組の男子が嫌いやそうに顔を歪ゆがめ、六組の男子が笑う。

「女子は奇き数すうクラスで着き替がえています。菱川さんも五組に行ってください」

　彩音は渡わたされた手提げを見て愕がく然ぜんとした。なぜ着替え。三時間目は国語だったはず、硬こう直ちよくしたままそんなことを考える。

「今日は健康診断と体力測定があります。今け朝さ、ＨホームＲルームでも言っていたと思いますが」

　言っていたかもしれない。しかし彩音の記き憶おくからはすっぽりと抜け落ちていた。代わりに昨日聞いたことを思い出し、彩音の肩かたがぶるぶると震ふるえる。

「ご、ごめんな、さ……」

　最後まで言う前に、ドアがさらに大きく開かれ旭が現れた。着替えの途と中ちゆうだったのだろう。上着はなく、シャツのボタンがすべてはずされ、しなやかな筋肉が見えた。あまりの神こう々ごうしさに顔をそむけた直後、旭の体に傷がないことに気づいた。

（じゃあ、一週間前に公園で襲ってきたのは別の人……？）

「これはなんだ？」

　旭は低く尋たずねると同時に彩音の制服の襟えり元もとに手をかけ、ぐっと引き下ろした。

「きゃ……!?」

　彩音が悲鳴をあげると未雪が旭の腕うでを摑つかんだ。

「なにをしてるんですか!?」

「誰だれにやられた!?」

　非難する末雪と怒いかりに震える旭の質問が重なった。肩を摑む旭の手にさらなる力がこもり、恐きよう怖ふと痛みにパニックになる。鈍にぶい音が体の中に響くのを聞いて青くなる。

「い、痛い、離はなして！」

「破賀！　やめろ!!　菱川さんの肩を砕くだく気か!?」

　末雪の一言に旭は弾はじかれたように彩音から手を離した。ざわついていた教室さえも末雪の恫どう喝かつに静まり返る。

「菱川さん、肩、大丈夫ですか？　動かせますか？」

　案じるような末雪の声に彩音は肩を押さえてうなずく。爛らん々らんと燃えるような怒りをたたえた旭の眼まな差ざしに震え上がり、彩音は深々と頭を下げて逃にげるように隣の教室に移動した。生徒の半数以上が着替えをすませているのを見てあいている席に行ってこそこそと着替えた。

　授業がなかったのは不幸中の幸いだったが、大おお恥はじをかいたうえに男子の体がちらちら脳のう裏りをよぎり、旭は相変わらず恐おそろしかった。

「……最悪」

　溜ため息いきとともに陰いん鬱うつな言葉が零こぼれ落ちる。気づけば辺りにグループができあがり、着替えの終わった彩音は一人ぽつんとたたずむしかなかった。みんなが移動しはじめるのを見てとぼとぼとついていき、心電図をとって血液検査をし、別室へ移動する。旭が怖こわくて皆のそばにいるのに、それが苦痛になっていく。

　どんどん気持ちが沈しずんでいった。

　顔を上げるとみんなの笑え顔がおが見えてしまう。音が聞こえると、楽しげな笑い声が聞こえてしまう。それが嫌で、彩音はうつむいたまま歩き続ける。

　これなら授業があってくれたほうがよほどマシだ。

（全然楽しくない）

　黙もく々もくと歩いている途中、彩音は辺りに人がいないことに気がついた。城を模した奇き妙みような建物はところどころでおかしな具合に立体的になっていて、一階と二階のあいだに部屋があったり小さな渡り廊下で別室に繫つながっていたりとややこしい。

（迷った……？　も、戻もどらなくちゃ。みんなのところへ）

　慌あわてて走り出し、すぐに立ち止まる。声のする方向に行ったつもりが遠ざかっている。一階へ行きたいのに階段がない。どうして、そう思うほど混乱し、道を引き返したはずが見知らぬ場所に迷い込んでますます迷ってしまった。

（ここどこ!?　下に行かなくちゃいけないのに……っ）

　血の気が引く。いっそ外がい壁へき沿いに移動しようかと窓の外を見たが、足場になるようなものは見つけられなかった。

　いくら広くて複雑だといっても、普ふ段だん使っている教室まで行けばみんなの所へ戻もどれるはずだ。彩音は覚かく悟ごを決めて歩き出す。しかし、どう歩いてもたどり着けない。

　半泣きで立ち尽くしていると、どこからともなく足音が聞こえてきた。近づいてくる足音に安堵した彩音は、次の瞬間、旭の姿を認めてさあっと青ざめた。

（どうしてここに……!?）

　弾はずむ息の合間にほっと息をついた彼を見て彩音はとっさに一歩さがる。旭はなにか言いたそうに口を開いたが、ジリジリ後退する彩音を見て踵きびすを返した。

　そしてついてこいと言わんばかりに、三歩歩いて振ふり返った。

　彩音は迷ったが、警けい戒かいしながらも一定の距きよ離りをあけてついて行った。少し離れると、旭は決まって足を止めて彩音が追いつくのを待つ。そんなことを繰くり返していると喧けん騒そうがどんどん大きくなった。気づけば生徒の姿がちらほら見えはじめ、すぐに見知った級友たちの姿を認める。

「あ！　菱川さん!!　よかったー、捜したよ!?　視力検査のときまではいたのに、いつの間にかいなくなっちゃったから！」

〝花やん〟こと花柳水穂が彩音を見るなり抱だきついてきた。顔を豊かな胸にぎゅうぎゅう押し付けられ、彩音は苦しさに小さく暴れる。

「もー、だから声かけておけばよかったのに」

　原北夕がおさげを弾ませながら文句を言うと、水穂はちょっと困ったように笑った。

「つるむの嫌きらいな子にそれ言えないよ。でも、ホントよかった。なんで破賀といたの？　っていうか、まさか破賀になんかされたとか？　破賀──」

　問い詰つめようとする水穂に気づき、彩音は慌てて彼女の腕を摑んで首を横にふった。

　彩音を見ていた旭は「頼たのむ」とだけ言ってさっさと踵を返した。水穂をはじめとして集まってきた女子は、きょとんと遠ざかる背中を見送った。

（……私のため……？）

　彩音が動転する。息が乱れるほど捜してくれたのに、彼はなにも言わなかった。彩音から距離を充じゆう分ぶん取って、何度も振り返ってついてきているのを確かく認にんしてくれた。

　思いがけない行動に彩音が戸と惑まどっていると、ぽんっと原北夕が彩音の肩を叩たたいた。

「いいとこあるね。彩音ちゃんを捜してくれたんだよね？　普ふ段だんも、彩音ちゃんが怖こわがらないように話しかけたいの我が慢まんしてずーっと見つめてるし……旭くんってなんか可か愛わいい」

　ねっと小首をかしげながら同意を求められてしまった。眼鏡めがねの下から覗のぞく瞳ひとみは恋こいする乙おと女めのようにキラキラと輝かがやいている。

「あれって眼ガン飛ばしてるだけなんじゃないの？　はじめはいいなーって思ったけど、なんかだんだん獲え物もの狙ねらう獣っぽく見えてひいちゃったっていうか……って、ごめん」

　眉まゆをひそめた水穂は慌てて彩音から手を離した。大だい丈じよう夫ぶ、そう言いたいのにやはり言葉がうまく出てこなくてうつむいた。

「菱川さんってどこまでやった？　内科検けん診しん受けた？　身長体重は？　保健室行く？」

　がやがやと騒さわがしい廊ろう下かを行きながら水穂が彩音に尋たずねてくる。答えようとして何度か失敗し、結局うなずいたり首を横にふったりした。

（せ、せっかく話しかけてくれてるのに、声、出せない……っ）

　せめて一人ずつならば、と思う。それなら少しはまともに話せるだろう。

　ちらりと視線を上げるとおさげをふわふわ揺ゆらしながら歩く夕がいた。彩音は思いきって彼女の隣となりに並ぶ。

「あ……あの、さ、捜して、くれてたの？」

　夕はちょっと驚おどろいたように目を瞬またたいてからにっこりと笑った。

「うん。水穂ちゃん、彩音ちゃんのこと心配してたからね」

「……彩音ちゃん」

「あ、ごめん！　名前で呼ばれるの、嫌いや？」

　嫌どころかその逆だ。それを伝えたくて彩音は首を左右にふった。勢いよくふりすぎてくらりとして壁かべに手をつくと、

「もー、なにやってるのよー。ほら、こっち！」

　先に保健室にたどり着いた水穂が呆あきれたように手招きをした。おぼつかない足取りで保健室に向かう彩音は、もう一度夕を見てから真っ赤になる。

「名前で呼ばれるの、好き」

　彩音を保健室に招き入れた水穂は、きょとんとしてからうなずく夕を見て笑みを作った。

「じゃ、次から〝彩音〟だね」

　その言葉がじんと胸むねに染み、騒がしい室内の空気が少し身近に感じる。

　ずらりと並んだ長テーブルにジャージがたたんで置かれていた。体操着で体重を量る者もいればジャージを着たままの者もいる。どうやら服装は任意であるらしい。

「あたし脱ぬぐ！　絶対脱ぐ!!」

　水穂は慌ててジャージに手をかける。聞いていた女子から小さな笑い声が起こった。

「あ……あのね、私、しゃべるの好きだけど、人多いと、き……緊きん張ちよう、して」

　目をつぶり、ざわめきの中、誰だれともなく声をかける。

「本当は、友だちがたくさんほしくて……みんなと、一いつ緒しよにいたくて」

（これからは逃にげずにちゃんと教室にいよう。そうでないと、私ずっと……）

　独りぼっちのままだ。

　小さな決意を胸に秘ひめてそっと目を開き──そして、彩音を取り囲むように集まってきていた級友たちにぎょっとした。みんな、聞き入るように目を閉じている。

「え、え、え!?　今の、聞いてた……!?」

　真っ赤になる彩音を見て水穂は「なるほど」とうなずいた。

「いっつも眉み間けんにしわ寄せてるから、怒おこってるのかと思ってたわ。無口だし」

　水穂の一言に彩音は青くなり、級友たちはそれぞれにうなずいた。どうやらとんでもない誤解をされていたらしい。

「お、おこ、怒って、な……っ」

　こんな主張さえちゃんとできない自分が恥はずかしい。怒ってない。無口でもない。本当はおしゃべりが大好きで、いつだってみんなと話したかった。しかし、緊張で喉のどが絞しまり、声が絡からまって伝えきれない。

「じゃあ、話しかけても平気？」

　うつむくと夕に問いかけられ、彩音は何度もうなずく。

「と……友だちに、なりたい」

　懸けん命めいに絞しぼり出した一言に、笑みがいくつも返ってきた。







「……友だち」

　それは、ささやかな彼女の願い。

　ざわめきの中で拾った言葉をそっと唇くちびるにのせて旭は目を細めた。間仕切り用の衝つい立たてとカーテンで仕切られているが、同じ部屋に彩音がいる。

　ずっと、ずっと、捜さがし求めてきた女が。

「おーい、さっさと脱げ！　男なんだから恥ずかしがるなよー」

　じっと衝立を睨にらんでいた旭の耳に間延びした声が届く。クラス担任の奥村だ。不器用に胸囲を測る彼は、手があくと生徒を急せかす。午前中に一年生全員の健康診断を終わらせ、午後から体力測定をおこないたいらしく、どことなく落ち着きがない。発はつ汗かん、体温の上じよう昇しように心理を読み取りながら旭は溜ため息いきをついた。

「お、なんだなんだ、旭くーん。女によ体たいに興味があるのか」

　そんな声とともに近づいてきたのは六組男子だ。みんな妙みように仲がいいが、どうやらそれは六組の特性らしく、着き替がえの際に一緒になった五組は互たがいによそよそしい者たちもいた。

「カーテンの向こうには夢とロマンが詰まってるんだよな」

　衝立を見てそんな意見まで口にしている。しかし、旭が気になるのはあくまでも彩音だった。

　彼女を思うと喉が渇かわき、飢き餓がに意識すら朦もう朧ろうとしはじめる。喉のど元もとに牙きばを突つき立てて白い喉を食いやぶりたい衝しよう動どうに駆られ、ときにはわれを失いそうになるのだ。

　もっともっと近づきたい。けれど同時に、近づきたくない。

　人である彼女を傷つけてしまう。

　人として幸せになりたいと、そう願っていた彼女を。

　広げた両手はいつだって血まみれだ。捜さないほうがよかったことなど、旭自身が一番よく理解していた。それでも、捜さずにはいられなかった。一度幸福を知ってしまった心は、孤こ独どくにたえられなくなってしまっていたのだ。

　苦痛と隣となり合わせの幸福に神経がすり減っていく。

「おぬしも好きよのう」

　じっと衝立を見つめている旭の脇わき腹ばらに、男子生徒の一人が軽く肘ひじ鉄てつを入れた。

「見るなら花やんだな。花やん。やっぱ巨きよ乳にゆうっしょ！」

「原北もでかくね？　おさげの眼鏡っ子」

「いい加減にしてください」

　鼻息荒あらく語る男子を戒いましめるのは学級委員長の末雪だった。

「委員長だって興味あるだろ？　あ、菱川どう、菱川！　委員長って菱川気にしてるよな？」

「……気にしてません」

「いやー、気にしてるって。よく心配そうに見てるし……なになに、一ひと目め惚ぼれですかー？」

「違ちがいます」

「ツンツン女子だよな。無口で休み時間はいなくなっちゃうからミステリアス！」

「……それは、睨んでいる人がいるからですよ」

　そう言って、末雪は旭を睨んだ。旭自身、自覚している。自制はしているが、目が追ってしまう。誰よりも真しん剣けんな顔で黒板を見つめ、一いつ生しよう懸けん命めいノートを取る小さな手。なにかに気づくと目を輝かせ、口元をほころばせ喜びを嚙かみしめる仕草。すぐに赤くなってしまう自分を恥じる姿は可か愛わいらしく、見ていてちっとも飽あきなかった。

　たまに見せる怯おびえた仕草が加か虐ぎやく心を刺し激げきする。追いつめて泣かせ、抱だきしめて甘やかしたくなる。すべてを喰らい尽つくし、彼女のなにもかもを自分のものにしてしまいたくなる。

　喉の渇きは日増しにひどくなった。

　ずっと我慢できていたのに、一度味わうとますます貪どん欲よくになる。

　彼女が人として生きるのを望むなら、その隣を歩きたいと思っていたのに。

「破賀は誰がいい？　やっぱり菱川彩音？」

「当たり前だ」

　ふいに聞こえた問いに無意識に答えると「おお」と感心したようにどよめかれた。そして、なぜかニヤニヤと笑われる。互いに目配せしたかと思うと彼らは先生の目を気にしながら次々と衝立の陰かげへと滑すべり込んでいった。

「な、なにをしてるんですか？」

　末雪が狼狽うろたえるも「いいからいいから」と訳のわからない返答と笑えみを向け、ついでとばかりに旭も衝立の裏側に引っぱりこまれる。わずかに彩音に近づいたためか、めまいがするほどかぐわしいにおいが全身を包んだ。

　体が熱い。

「やめてください！　先生を呼びますよ」

　衝立の裏までやってきた末雪が厳しい表情で注意する。しかし、悪のりした生徒たちは聞く耳を持たず、男子と女子を隔へだてるカーテンを摑つかむ。

「だめです！」

　末雪が手を伸のばす。それを見て、男子生徒がひょいと手を引いた。すると、バランスを崩くずした末雪がとっさにカーテンを摑んだ。天てん井じように取り付けられたレールがけたたましくぶつかって、その一つがはずれた。

　誰もが呆あつ気けにとられる中、カーテンを摑んだまま末雪が勢いよく前のめりに倒たおれた。

　カーテンの奥にあったのは、ジャージどころか体操着まで脱ぬいで〝最軽量〟で体重計にのる彩音たちの姿だった。

　みずみずしい白い肌はだに恥じらいが色を添そえる。

　こくりと旭の喉が鳴った。

「い……っ」

　彩音の顔が桜色に染まり、肌が透すけるほど薄うすいキャミソールをまとう白い肢し体たいまでもが同じ色に染まった。

　強きよう烈れつな飢餓にめまいがした。抱だきよせて、その喉元に食くらいつきたい。かぐわしい血をすすればどれほど満たされるか。

　妄もう執しゆうにそっと目を伏ふせ、熱く零こぼれる息を吞のみ込んで奥歯を嚙みしめた。

　おお、と男子が状じよう況きようも忘れて感かん嘆たんの声をあげている。

「な、な、なにしてるの、男子！　最低！」

　高校生とは思えない熟うれた体を両手で隠かくし、水穂が鋭するどく怒ど鳴なった。声に誘さそわれ目を開けると、旭の視線は自然と彩音に吸い寄せられる。

「ほら、破賀！　将来の奥方だぞ！　ほら、ほら！」

　女子もパニックだが、男子もパニックらしい。彩音を凝ぎよう視しする旭を肘ひじで小こ突づいて感想を求めてくる。いつもなら平然と躱かわす旭は、今はさらされた彩音の素す肌はだに惑まどわされて言葉さえ失っていた。きめの細かいなめらかな肌。触ふれれば火傷やけどしそうなほど熱い素肌が血に染まったときの美しさ──嗜虐的な妄想に細い首筋から視線をはずせない。

　そこで、旭はようやく違い和わ感かんを覚えた。

　彼女の肌に〝血けつ印いん〟がないことに気がついたのだ。首筋にあるのが好ましかったが、〝彼女〟が恥はじるので肩かた口ぐちに落とした。愛の印として互いに贈おくり合う血印は個々で形が異なり、婚こん約やく指輪に似ている。ただし不老不死である吸きゆう血けつ鬼きの婚こん姻いんは文字通り〝永遠の束そく縛ばく〟だ。呪のろいによって互いを繫つなぐのである。

　旭は過去、人として生きることを望みながら、互いを縛しばる鎖くさりを欲ほつし、それを〝彼女〟に刻みつけた。

　しかし、今彼女の肌には血印の代わりに嚙み痕あとがあった。

　怒いかりで全身が震ふるえた。

　さっきは一いつ瞬しゆんだったから確信はなかった。しかし、近くに自分以外の吸血鬼がいることは確実だ。そしてその吸血鬼は、彼女に接せつ触しよくし、その肌に触れた。

　それが誰だれなのか問い詰つめようとした矢先、彩音は深く息を吸い込んだ。

「お、男になんて興味ない！　あなたと将来を約束した覚えもない！」

　彩音は旭を指さし、とどろくような大声できっぱりと言い放った。立ち上がりかけた旭は、その体勢のままぴたりと動きを止めた。

「私は、友だちが、ほしいの！　友だちにならなってあげてもいいけど！」

　涙なみだ目めで言われ、辺りがしんと静まり返った。その直後、高い靴くつ音おととともに校医の由眞がベッドシーツで女子たちを覆おおい隠してくせの強い笑みを浮うかべた。

「よーし、気持ちよくふられたところで、男どもよ。──覚かく悟ごはいいな？」

　有う無むを言わさぬ強ごう引いんさでカーテンを破は壊かいした張本人の末雪と、衝つい立たての陰かげに隠れていた旭たち計八人を保健室の廊ろう下かに正座させた。首には〝僕たちは反省中です〟と書かれた紙をぶら下げさせて。

「……先生、これは体たい罰ばつというものでは」

　静かな末雪の抗こう議ぎに由眞は整った容姿に似合わずへっと鼻で笑う。

「よし、文句があるなら両親を呼んでこい。ついでに親しん戚せきを呼んでもかまわんぞ。女子の裸はだかを覗のぞくに至った経けい緯いをしっかり話し合おうじゃないか」

「…………」

「二十分座ってろ。逃にげたら倍にするからな」

　きっぱりそう言って、由眞はさっさと保健室に戻もどっていった。取り残された男子生徒たちは互いに顔を見合わせ、反省しているのかいないのか、苦く笑しようを浮かべ合っていた。

　廊下を行き交かう生徒たちは、何事かと足を止めたり遠巻きに眺ながめたりとさまざまである。

「……一つ訊きいていいですか？」

　まっすぐ正面の壁かべを見つめたまま末雪が尋たずねてきた。男子が末雪を見るが、旭は気にせず保健室にいるだろう彩音を想おもう。

　彼女にいつどうやって吸血鬼が近づいたのか。遠回しな接触を好むならパワー系ではなくチャームを得意とするギフト系の吸血鬼だろう。思い浮かんだのは月影だが、彩音の周りにそれらしい気配がない。

　自分以外の吸血鬼がつけた口づけの痕──それを思うと、腸はらわたが煮にえくりかえる。

「なぜ、そこまで菱川さんにこだわるんですか？」

　不ぶ躾しつけな質問に、旭は末雪を睨にらむ。くだらないことを訊く男が目め障ざわりでならない。ぶつけどころのない怒りに旭が歯は嚙がみした。

「ずっと捜さがしていたんだ。それ以外に理由が必要なのか？」

「菱川さんは、あなたに興味がないように見えます」

　怒りに爛らん々らんと燃える瞳ひとみを向けても末雪はいっこうにひるむ様子を見せない。それどころか、ますます苛いら立だつように眉まゆ根ねを寄せた。

「そうやって、自分の意志で他人を振ふり回まわす男は最悪だと思います。嫌きらわれているなら身を引くべきだ。見苦しい」

「い……委員長！　言い過ぎ!!」

　男子生徒に止められたが、末雪は言い足りないと言わんばかりにそっぽを向いた。

「あー。委員長、普ふ段だんはこんなじゃないから。っていうか、本当に菱川のことになると意地になるなあ。まさか、マジで惚ほれて……」

「違ちがいます」

　言い合う級友に末雪はきっぱり返した。

　旭の意識はすでにそこにはなく、保健室へと向かっていた。ようやく見つけ出した愛いとおしい娘むすめ。けれど、彼女は記き憶おくを失ったまま──。

　ちりちりと、こめかみが痛んだ。




　　　　２




　健康診断は苦手だった。体力測定も、自分の悪いところばかり見えてしまって嫌いだった。

　だが、少し好きになれそうな気がした。

（友だちができたー!!）

　各種測定が終わり掃そう除じをすませたあと、ＨホームＲルームで学校の備品を破損させたことに対して奥村先生から注意があって該がい当とうする生徒たちは神しん妙みような顔だったり気まずそうにしていた。しかし、思いがけない転機に彩音は興奮気味だった。

「あたしら部活見学行くけど、彩音も来る？　体験入部して、やなことぱーっと忘れようと思ってさーっていうか、もともとそのつもりでスポーツタイプのブラしてたんだけど……可か愛わいいのも持ってたのに大失敗」

　そんな水穂のお誘いに、隣りん席せきの旭を気にしながらもうなずいた。

「そういえば彩音、勉強って大だい丈じよう夫ぶ？　ノート貸そうか？」

　部活にいそしむ生徒を眺めながら水穂が案じてくれる。同行した級友たちも心配そうに彩音を見た。

「べ、べ、ん、きょ……」

　いっせいに向けられる六対の視線。それだけでパニックになる彩音をなだめるように水穂が軽くうなずく。恥ずかしさに赤面しながらも彩音は深く息をついた。

「べ……勉強、は、大丈夫。教えてくれる人が、いる、から」

　図書室で出で迎むかえてくれる月影と交こう換かん日記に応じてくれる〝しーちゃん〟。彩音にとってはどちらも心強い先生だ。

（いつかしーちゃんにも会えるといいなあ）

　性別はわからないが、字から几き帳ちよう面めんな性格がうかがえる。どうやら彩音と同じ一年生らしく、その名前は今年の四月からはじまり、みんながだんだん砕くだけた会話をする中、一人だけ堅かた苦くるしい返答を繰くり返していた。その姿勢にも、妙みように好感を抱く。

「あ、テニス部すごい人気」

　級友の一人が言うのを聞いて、彩音は勇気を出して口を開く。

「か、格好いい、せ、せん、先せん輩ぱいが、いるから」

「へー。あ、ソフトボール部が外に行くよ。なんだろう？」

「が、外周、を、走るんだって。距きよ離り、あるみたい」

　彩音が握にぎり拳こぶしで懸けん命めいに答えると、水穂が驚おどろいたように目を瞬またたいた。

「もしかしてもう部活見学した？　あたしたち後回しにしてたんだけど」

「私はもう運動部だけは回ったよ。文化部のほうが合ってるかなって思ったの。なんかね、おさんぽ部とかあるんだって。部で犬を飼って散歩させるの。面おも白しろそうだよね」

　にこにこと会話に割り込んできたのは夕だった。夕はおさげを弄いじりながら彩音を見る。

「彩音ちゃん文化部まだ？　一いつ緒しよに行ってみない？」

　唐とう突とつに誘さそわれて彩音は面めん食くらったが、水穂にもすすめられて行くことにした。

「えっへっへ。実は彩音ちゃんと二人きりでお話したかったんだよね」

　にこっと笑われ、彩音はちょっとひるむ。改まって言われると緊きん張ちようしてしまう。心臓がばくばくしてしまうのは慣れない相手だからだろう。同学年の女友達と仲良く会話、というシチュエーションだけでも彩音には卒そつ倒とうものだった。

「旭くんって、本当に彼氏じゃないの？　私、狙ねらっちゃってもいい？」

　昇しよう降こう口で靴くつを脱ぬぎ、彩音は予想外の問いかけに動きを止めた。

「す、……好き、なの？」

「んー、好きっていうか、格好いいから付き合いたいなって。好きになれるかどうかは、付き合ってからじゃないとわからないし……合わなかったら別れればいいでしょ？」

　感覚の違いだ。好きだから一緒にいたいというものとは違うらしい。

「ああいう寡か黙もくな感じの人、はじめてなの。同い年の男の子って子どもっぽくて好きじゃなかったんだけど……あ、ねえねえ、旭くんの好みって知ってる？」

　いきなりはじまる恋こいバナに彩音は混乱しながら上うわ履ばきに履き替かえる。旭の好きなもの。反応するもの。興味のあるもの。

「……血、とか？」

「え、血って、血液？　やーん、なんかエッチー」

　頰ほおを赤らめて喜ぶ夕に彩音はますます混乱した。失言なのに、それもまた彼女を喜ばせる要因になる。〝友だちとの会話〟は思ったよりずっと高度なテクニックが要求されるらしい。

「他ほかになにかない？　身体測定のとき私も脱いでればよかったな。今日可愛いのつけてたのに」

　夕は胸むな元もとを軽く押さえて残念そうに溜ため息いきをつく。キャミ姿でパニックだった彩音には、やはり理解できない感覚だ。思い出すだけで羞しゆう恥ちに身もだえする彩音は、窓の外に話題の人物を認めて再び赤くなった。

　四月の色いろ鮮あざやかな緑の中、木に背を預けて旭がたたずんでいる。手には白いペルシャ猫ねこことホワイトタイガーがいた。機き嫌げんがいいのか、長く豊かなしっぽがゆっくりと左右に揺ゆれている。

　旭の口元に刻まれたのは、胸が痛くなるほど優やさしい笑えみだった。柔やわらかな空気が一面に広がる。まるで命を慈いつくしむように、彼は静かな眼まな差ざしを白い猫にそそぎ続ける。

「あれ、旭くん!?　可愛い！」

　夕が悲鳴とともに窓に張はり付くと、ホワイトタイガーが旭の腕うでの中から飛び下り森の中に消えてしまった。辺りを見回した旭はすぐに彩音を見つけて目を見開き、憎ぞう悪おさえ感じさせる眼差しで睨み据すえてきた。

　びくんと彩音の体が揺れる。彼が木から離はなれたのを見て、彩音は胸中で悲鳴をあげるなり脱だつ兎とのごとく逃にげ出していた。

（や、やっぱり怖こわい！　なんでいつも睨んでくるの!?　猫、逃げたこと怒おこってる!?）

　見つめるなんてレベルではない。夕は絶対に勘かん違ちがいしている。そう思ってからその彼女がいないことに気がついた。どうやら置き去りにしてしまったらしい。

（原北さん、原北さん、ごめんなさい！　旭が睨んできて思わず……っ）

　あのままではまた旭が追いかけてきそうで怖こわかった。

　近くにいると逃げ出したくなる。眼差しに射いすくめられ、鼓こ動どうが乱れて戻もどらない。

　廊ろう下かの真ん中に立ち尽つくす彩音は、ぐっと拳を胸に押し当て、気持ちを静めようと大きく息を吸い込んだ。そのとき、隣となりにある引き戸が開いて女子生徒が顔を出した。

「体験入部希望者ですか？」

　唐突な質問をしてきた彼女は、淡あわいピンクの地に桜と鞠まりを艶あでやかに描えがいた着物を着ていた。金茶の帯が渋しぶく、まとめ髪がみが雅みやびで目を楽しませてくれる。

　気分を変かえるにはいいかとうなずくと、着物の彼女は嬉うれしそうに微ほほ笑えんで肩かた越ごしに振ふり返って告げた。

「体験入部希望の一年生、お二人いらっしゃいました。準備をお願いします」

　と。

「……二人？」

　彩音は恐おそる恐る首をねじった。ざっと血の気が引く。息を乱す彩音とは対照的に、平然とした顔で破賀旭が立っていた。







　くどいようだが、東王高等学校は外観が古城である。しかし、彩音が通されたのは木目も美しい上がりかまちであり、その奥に続く和室だった。床とこの間には水すい墨ぼく画がの掛かけ軸じくがあり、竹で編んだ籠かごに黄色い花が一輪さしてある。

　そして、目の前には和装の末雪、隣には仏ぶつ頂ちよう面づらの旭が座っていた。

（ど、どうしてこうなったの!?）

　茫ぼう然ぜんとする彩音の前で末雪が静かによどみなく茶をたてている。彩音が紛まぎれ込んでしまったのは部員数三名、廃はい部ぶ寸前の茶さ道どう部だった。

　茶ちや菓が子しを食べ終わったところで目の前に抹まつ茶ちやが差し出される。

　祖父は趣しゆ味みで茶をたしなんでいた。一日に一回は自分でたてた茶を飲み、一ヶ月に一回は友人を呼んで小さな茶会をひらいていた。けれど彩音はこれといって興味はなく、雰ふん囲い気きは覚えていても正確な作法が思い出せなかった。

「好きに飲んで大丈夫ですよ」

　そう着物姿の先輩に言われ、躊躇ためらいがちにそろりと茶ちや碗わんに手を伸のばす。深い緑のかかった黒地の茶碗は抹茶の緑がよく映はえて美しく、触さわるとほんのりあたたかい。濃いお茶は苦い印象があり、彩音は警戒しつつ口をつけた。

　しかし、口当たりが柔らかい。驚いて飲み干し、細かな泡あわの流れる茶碗をまじまじと見た。

「……おいしい」

　ぽつりとつぶやいて、視線に気がついて慌あわてて茶碗を返す。かすかに微笑んだ末雪は、再び一つひとつ順を追うように茶をたて、旭に差し出した。空気が張り詰つめるような気がして彩音の背が自然と伸びた。

　旭は髪や目の色は黒いが、顔立ちは日本人離ばなれしていた。彩音以上に作法には疎うといかと思いきや、実に堂々と茶碗を手に取った。ふと重なったのは子どもの頃ころに見た茶会の風景。まるで儀ぎ式しきのように凜りんとした空気の中で進められる一連の動作に見み惚とれ、旭が茶碗を返したところではっとわれに返った。

　こっそりと茶室をうかがっていた先輩たちが嬉しそうに頰を紅潮させていた。どうやら、先輩たちの目から見ても旭の所作は合格らしい。

　ただし、末雪は不満げだ。すり足で道具を片づけ戻ってきても、刺とげ々とげしさが消えない。

「すごい！　今年の一年生って優ゆう秀しゆう！　末雪くんも教えることないくらいだけど、君も……えーっと、名前は？」

　肩かたに触ふれる辺りで髪を切りそろえた制服姿の先輩がやってくるなり旭に声をかけた。

「……破賀旭」

「破賀くんも所作きれいだわー。あなたは……」

「ひ、菱川、彩音、です」

　答えると先輩は彩音ににっこり微笑みかける。

「すぐに上達するよ。でも、基本的にはお茶を楽しむってスタンスでいいんだけどね」

　彩音がちらちら末雪を見ていると、それに気づいたらしい先輩が目を輝かがやかせた。

「彼、今年の一年生。体験入部に来て、いろいろ完かん璧ぺきだったから口説き落として入ってもらっちゃった。三年生の先輩が三人卒業してあと二人入部しないと来年廃部になっちゃうんだよねーってことで、君たち入部しない？　先せん輩ぱいとか後こう輩はいとか堅かた苦くるしいこと言わないから！」

　キュッと手を握にぎって熱く語られ、彩音がひるんだ。

「菱川さんは歓かん迎げいですが、破賀は反対です。茶の心とは、第一に相手を尊ぶこと。人の心をないがしろにするような人間は、どれほど作法が洗練されていてもふさわしくないと思います」

　間かん髪はつを容いれず末雪が告げると旭の表情が険しくなった。

「……なんだと？」

「反論できる立場にありますか？　昼間の騒そう動どうだって、あなたがいなければ起こらなかった。結果的に先導したのはあなたです。そんなこともわからないんですか？」

「ちょ、ちょっと！　末雪くん、ストップ！　どうしたの!?」

　剣けん吞のんな旭と末雪を見て先輩が慌てふためき割って入る。殴なぐり合いの喧けん嘩かになりそうな剣けん幕まくで睨にらみ合う二人を見て彩音は慌てて席を立った。

「あ、あの、ご馳ち走そう様さまでした。おいしかったです」

　荷物をかかえ先輩たちに頭を下げ、逃げるように茶道部をあとにした。案の定、旭はそのまま彩音について茶道室を出た。ほっとすると同時に怖くなり、足早に廊下を移動する。

（原北さんを捜そう！　合流して旭を引き取ってもらおう！　そうだそれがいい!!）

　旭がぴったりついてくるのは登校初日以来だ。いったんトイレに逃げ込んでみたが撒まくことができず、彩音は涙なみだ目めで夕の姿を捜す。しかし、文化部を回っているはずの彼女の姿は、吹すい奏そう楽がく部、新聞部、放送部、写真部と回っても見つからなかった。

　合唱部を覗のぞいているところに、なぜだか茶道部で別れたはずの末雪がやってきた。

　目が合った瞬しゆん間かん、旭と末雪のあいだに青白い火花が散ったような気がした。旭と二人きりなのは怖いが、三人は別の意味で恐きよう怖ふだ。本当に殴り合いの喧けん嘩かになるとは思わないが、ならないとも思えない。

「……なぜお前がここにいる？」

「僕がどこにいようがあなたには関係ありません。菱川さん、美術部には行きましたか？　おすすめですよ」

　旭に刺々しく言い放った末雪は、彩音には優やさしげな顔で言葉をかける。その落差が激しすぎてついていけない。一体なにが彼を突つき動かしているのか、手を引かれてよろよろ歩くと級友たちとすれ違ちがって茶ちや化かされる始末だ。

「一体なんの真ま似ねだ？」

　追いついた旭が彩音の手を取り、バランスを崩くずした彩音はそのまま彼の腕の中に収まった。通りすぎる人たちがちらちら見てくる視線が痛い。

「は、放して！」

　真っ赤になってじたばた暴れたが、しっかり抱だきしめられて身動きがとれなかった。

「放してあげてください。彼女はあなたのことを知らないと言ってるんです」

　言い切る末雪の言葉に旭の体がかすかに震ふるえた。些さ細さいな動きに強い動どう揺ようがにじみ、彩音はそろりと顔を上げる。激情を必死で押し隠かくしているのが、旭の苦しげな表情から伝わってきた。

　会話の見えない彩音は戸と惑まどった。

「本当に俺のことを忘れたのか？」

　いったん力がゆるみ、彩音は旭の腕うでから抜ぬけ出した。しかし、すぐに強い力で肩を摑つかまれてしまった。

「首の傷は誰だれにつけられた？」

「首の傷？」

　思い出すのは入学前夜。ぞわりと鳥とり肌はだが立ち、彩音は反射的にもがいた。

「し、知らない！　旭には関係ない……!!」

「なぜ隠す？　お前に近づく吸きゆう血けつ鬼きは誰だ？　なにが目的だ？」

（え……？　今、吸血鬼って、言った……？）

　旭に耳元でささやかれ、彩音は動きを止めた。

　赤い瞳と鋭するどい犬歯。血を吸われたのだと伝えたら、警察の人ですら首をかしげていた事実。触れてはならない場所に足を踏ふみ込んでいるような危あやうさに、彩音の体は芯しんから冷える。

「いい加減にしてください」

　ふいに末雪が割り込み旭の力がゆるんだ。彩音は身をよじって旭の手から逃のがれ、そのまま逃にげ出していた。

（な、なに!?　なんなの!?）

　階段を駆かけ下り廊ろう下かを渡わたり、いつの間にか一階に着いていた。ドアを見つけて飛びつくと校舎の外へ出た。戻もどろうとしたが階上から足音が聞こえ、校舎に隣りん接せつする森へと逃げ込んだ。

　動揺と混乱で鼓こ動どうが速い。

（どうしよう。昇しよう降こう口に行って靴くつに替かえなきゃ……でも、旭が待ち伏ぶせしてたら？　また変な言いがかりをつけられたら……？）

　彩音は木こ陰かげに隠れ、膝ひざをかかえて座り込んだ。友だちができて人生バラ色と浮うかれた矢先に灰色になってしまった。落ち込んでいると、通りかかった白いペルシャ猫ねこが鼻で笑いながら去っていった。
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「旭なんて、嫌きらい」

　登校直後から絡からまれてばかりでろくなことがない。どうやって逃げようか考えているとドアが開く音が聞こえ、彩音はぎゅっと目をつぶった。足音が近づいてくる。そのまま遠ざかるよう祈いのったが、足音は彩音の背後でぴたりと止まった。

　耳を塞ふさごうとしたそのとき。

「菱川さん」

　聞こえてきたのは末雪の声だった。振ふり返ると、彩音の靴を手に末雪が立っていた。

「靴に履はき替えてください。ここから離はなれましょう」

「ま……末雪くん……？」

「──すみません。もっと早く来るべきでした」

　ふにっと顔を歪ゆがめた彩音は、そんな末雪の言葉に首を横にふった。

「え……ええっと、すみません。あの、靴……どうぞ」

「あ、ありがとう」

　優しい言葉に気持ちがゆるむ。慌あわてて顔をごしごしこすり、上うわ履ばきを手て提さげにしまって靴に履き替えた。そして、迷いのない足取りで森を行く末雪の背中を追った。

「どうして、来てくれたの？」

「結果的に破賀に挑ちよう発はつするようなことを言ってしまったので心配だったんです。……あの男、どうして菱川さんに固こ執しつするんですか？」

　険しい横顔に苛いら立だちがにじんでいる。彩音の視線に気づいたのか、末雪はいったん口を引き結び、小さく息をついた。

「すみません。……生理的にだめなんです、ああいうタイプが」

「傲ごう慢まんで、身勝手？」

　以前聞いた言葉を繰くり返すと末雪が渋しぶい顔になる。

「人の話を聞かず調和を乱す。……静かにしていればいいんです。出る杭くいは打たれると言うでしょう？　打たれる杭が一本なら自じ業ごう自得ですが、それが全体に及およぼす影えい響きようを考えないのなら、僕は彼を軽けい蔑べつする」

　きっぱりと言い切られて彩音がたじろいだ。理り屈くつはわかる。集団行動で誰かが自分勝手なことをすれば全体が迷めい惑わくをこうむるのだ。たとえば集合時間に遅おくれれば出発時間が遅れる、一人の生徒が暴れればその学校の評判が落ちる──そういったことなのだろう。

「すみません。菱川さんには関係ありませんね。家まで送ります。菱川さんが住んでるのは駅の近くに立ってるマンションですよね？」

「え？　ま、末雪くんは……」

「買い物がしたかったので商店街に行く予定でした。だから、ちょうどいいです」

　森を抜けると見知らぬ道だった。どの辺りかと周囲を見回す。

「商店街？」

「品しな揃ぞろえが豊富だから、レクリエーションの買い物はそこですませようかと……あの、もしかして、レクリエーションのことも、聞き逃してました？」

　思い切り首をひねっていた彩音が恐おそる恐るうなずくと、

「明日あしたから二泊はく三日の合同レクリエーションです。一年生だけでキャンプをするんです」

　未雪が言った。寝ね耳みみに水の一言に彩音は当とう惑わくする。

「どこで？」

「学校の敷しき地ちで。信しん頼らい関係を育てるだとか、協調性を学ぶというコンセプトで情じよう操そう教育の一いつ環かんです。……しおりに書いてあったと思いますが」

「しおり、もらってない」

　彩音がつぶやくと「あっ」と末雪が声をあげた。

「そうか。入学式のあとに配られたから……僕、しおりを持ってるんで、必要なものを買いましょう。大だい丈じよう夫ぶ、コップとか紙皿とか、そういうものですから」

　青くなる彩音に末雪がフォローを入れる。買い物をしてしおりをコピーさせてもらい落ち着いたのが二時間後。慣れない人込みにぐったりしていると、

「ちょっと休みますか。寒くないですか？　甘いものは大丈夫ですか？」

　そう問いかけられた。うなずくと、末雪がファーストフード店に足を向けた。

（え、え……こ、これって、もしかして……!?）

　ドキドキしていると末雪が店内に入り、カウンターに並ぶ。もうそれだけで心臓がはち切れてしまいそうだった。

「バニラとストロベリーとチョコ、どれがいいですか？」

「ス、ストロベリー！」

　勢い込んで告げるときょとんとされてしまった。二人分のシェイクを購こう入にゆうした末雪に続き席に着くと目の前にストロベリーシェイクが置かれる。それを見た瞬しゆん間かん、全身が震えた。

「と……友だちと、学校帰りに寄り道……っ」

　憧あこがれのシチュエーションだ。可か愛わいいピンクに見とれていると正面から押し殺すような笑い声が聞こえ、彩音はようやくわれに返った。

「ま、前に住んでたところは、家から学校までに卵の自じ販はん機きしかなかったんだもん！」

　スーパーまで遠く、お小こ遣づかいを握にぎりしめて何度か卵の自販機に向かったことがある。おやつがお手製玉子焼きだったことまで主張し、ツボにはまってしまったらしい末雪が必死で笑いをこらえるのを見て真っ赤になった。

「二百円で赤玉がたくさん変えるんだよ!?　あ、お、お金……!!」

「おごりますよ。……楽しかったので、お礼です」

　末雪はカバンから財さい布ふを取り出す彩音をやんわりと制した。

「菱川さんは、学校と放課後でだいぶ印象が変わりますね。今のほうが自然だ」

「……末雪くんも、全然違ちがう」

　生来が穏おだやかな性格なのか、きっちりしているように見えても一いつ緒しよにいて威い圧あつ感かんがない。彩音がなにを買うか迷っていると根気強く話を聞きアドバイスをくれる。一つずつの動作が丁てい寧ねいなせいか、上品に見えた。

「……あまり見つめられると照れるんですが」

　空から咳ぜきとともに訴うつたえられ、彩音は狼狽うろたえた。

「ご、ごめんなさい。あの、ありがとう。末雪くんって優やさしいね」

　彩音の一言に末雪は複雑な笑えみを浮かべ「優しくなんてないですよ」と答える。

「残ざん酷こくで姑こ息そくな人間です。取り繕つくろうことばかりうまくなりました」

　苦いものを食はむように末雪がつぶやく。戸と惑まどう彩音に気づいたのか、苦く笑しようが返ってきた。

「明日のレクリエーション、前は裏山にテントを張って寝ね袋ぶくろで寝ていたらしいです。今は体育館か講堂、武道館を使うみたいですけど」

　話を逸そらすようにそう言われ、彩音は曖あい昧まいにうなずく。コピーしたしおりを見ていると、肝きも試だめしやキャンプファイヤーといった娯ご楽らく行事が含ふくまれていることに気がついた。

（友だちと親ぼくを深めるチャンス……!!）

　学校の素す敵てきな計らいにわくわくする。

「基本的にしおりの進行通りで、先生からの指示は最小限らしいです。……だからって、説明を省きすぎな気もしますが」

　確かにしおりがないとなにをしていいのかもわからない。それどころか、彩音はレクリエーション自体を知らない有様だった。

「……あれ？」

「どうかしましたか？」

「え……うん。私が知らないってことは……旭も、知らないってことかなって……」

「──まさか、伝える気ですか？　迷惑をかえりみず菱川さんを追いかけ回したあの男にも？　身しん体たい測定で僕がカーテンレールを壊こわすなんて醜しゆう態たいをさらす羽目になったのは彼が原因なんです。菱川さんだって被ひ害がい者しやでしょう。それなのに、元げん凶きようである男に声をかけると？」

　怒いかりの形相でたたみかけるように問いかけられ、彩音はぶんぶんと首を横にふる。

「し、しない。元凶反対」

　キャミソール姿を見られた〝元凶〟だ。それを思い出して真っ赤になると、向かいに座る末雪も赤くなった。両手をテーブルにつき、深々と頭を下げる。

「その節は、すみませんでした」

「あ、あれはちょっとしたハプニングで、末雪君のせいじゃなくて……だから、うん。わ、忘れてください」

　変に引きずるより忘れてもらったほうがずっといい。彩音は末雪と同じように深々と頭を下げる。その光景が妙みような気がして顔を上げると、末雪が肩かたを震ふるわせて笑っていた。

「そこ、笑うところじゃない」

「すみません、つい」

　顔を上げても笑いは収まらず、末雪は握った手で口元を隠かくしている。本当に、教室にいるときとは別人のようによく笑う。つられて笑って、そのまま和なごやかにレクリエーションの話をし、夕ゆう闇やみが広がりはじめたところで席を立つ。ぐっと気温の下がった町にはぽつぽつと明かりが灯ともりはじめ、無意識に早足になった。マンションが見える場所に来てほっとしていると、

「では、僕はここで」

　そう言って末雪は踵きびすを返した。

「うん。末雪くんの家は……」

「菱川さんには関係ありませんよ」

　言い放ってすたすたと遠ざかる。素そっ気ない級友の背に手をふっていると、だんだん心臓がバクバクしてきた。どこまでもまっすぐ歩いていく末雪が、彩音が学校へ行くときに使う十字路で曲がったのだ。

「え……も、もしかして、道、逆？　全然違う？　末雪くん、家、どこ……!?」

　別れ際ぎわのやけに冷たい態度は、彩音に気を遣わせないための配はい慮りよだったのではないか、そんな疑問に動どう揺ようが走る。しかし、ここで追いかけると、またマンションの近くまで送ってくれそうな気がして、彩音はぎこちなくふっていた手をぎゅっと握った。

「……友だち」

　不安はたくさんあるものの──訳のわからないことも山のようにあるものの、なんとかやっていけそうな気がする。

　そう思った。

　マンションの前で、大荷物をかかえた母と、旭の姿を見るまでは。




　　　　３




「もー、助かっちゃったー。そこの道でね、急に買い物袋ぶくろが破れちゃったの。ほら、オレンジが坂道を転がるってシーンがドラマとかＣＭとかにあるでしょ？　ああいう感じ！　それをね、彼が拾ってくれたのよ！」

　啞あ然ぜんとする彩音に房子が弾はずむような笑顔で報告する。

「やっぱり男の子は力があっていいわね。安売りしてて買いすぎたから助かっちゃった」

　買い物袋、三つ。確かに買いすぎだ。旭の持つ袋からペットボトルの頭がのぞいているから重いのもうなずける。しかし、学校で別れたはずの彼がなぜここにいるか、それだけが納なつ得とくいかない。

　旭は驚きよう愕がくの眼まな差ざしで立ち尽つくす彩音に気づくと大きく目を見開きじろじろと見てきた。そして、なぜだかほっとしたように息をつく。

「この制服、東王よね？　うちの子も東王なのよ。……彩音、どうしたの？」

「あ、旭が、ど、どうして、こ、ここに、いるの……!?」

　動揺に声が震えた。それに気づかず、房子が驚おどろきの眼差しを彩音に向ける。

「え……やだ、知り合いなの!?」

「知り合いっていうか、同じクラスの……隣となりの席の人」

　答えながら彩音はずるずると後あと退ずさる。マンションは学校から駅に向かう道にある。旭が歩いていても不思議はない。大量の荷物を運ぶため袋が破れたという状じよう況きようもないとは言い切れない。

　しかしやはり、あまりに不自然すぎる。

「彩音のお隣さん!?　すごい偶ぐう然ぜんね！　いつも娘むすめがお世話になっております」

　丁寧に頭を下げる房子に旭が当とう惑わくするように身じろいだ。

「いや、俺はなにも……」

「あ、もしよかったらお夕飯食べていかない？　いつも作りすぎちゃうの。前はね、お義と父うさんとお義か母あさんと、夫と娘と私の五人家族だったのに、いきなり二人だけになったから」

「お母さん!?」

「いいじゃない、ごはんはみんなで食べたほうがおいしいでしょ？　お隣のよしくんだって、よくごはん食べに来てくれたじゃない」

　いきなり幼なじみの名を出され、彩音の中でますます反感が強くなる。あれは「食べに来てくれた」のではなく「たかりに来た」の間ま違ちがいだ。

「は、反対ー!!」

「あらやだこの子、照れちゃって。そうよねえ、こんな格好いい男の子、周りにいなかったもんね。よしくんは兄弟みたいだったし」

　ご機き嫌げんの房子は彩音の訴えに耳を貸すことなく旭の手を摑つかんで歩き出した。ピッと音をたて、マンションのオートロックが開く。

「ま、待ってったら！　だめ！　旭は、旭は……」

（保健室で襲おそってきて、教室で迫せまってきて、休み時間は追いかけ回してくるなんて、そ、そ、そんなこと言えない──!!）

　彩音は旭と房子を追い抜ぬいて、エントランスで両手を広げた。

「とにかく反対！」

「変な子ねえ。反対反対じゃわからないわよ」

　そう言ってエントランスに入ってきた房子は立ち止まるなり振ふり返った。旭の手を摑んでいた房子の手がはずれる。

「旭くん、どうしたの？　……こういうの、迷めい惑わく？」

　房子が不安そうに尋たずねると、旭はゆっくりと首を横にふった。足を前に出すそぶりをし、そのまま下におろす。

「……入っても？」

　慎しん重ちように確かく認にんする旭に、房子はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「もちろんよ。入っていらっしゃい、旭くん」

　旭は目を伏ふせた。

　──吸きゆう血けつ鬼きは、家人に招かれなければその建物に入ることができない。

　彩音はそんな基本的なことも知らなかった。

　この瞬しゆん間かん、破賀旭は菱川彩音の日常の中に深く一歩踏ふみ込んだ。







　もはや、なにがなんだかわからなかった。

「お母さん、旭くんみたいな落ち着いた雰ふん囲い気きの男の子、好きよ。お父さんの若い頃ころにそっくり。お父さんも口くち下べ手たで、いつも難しそうな顔してて、でも笑え顔がおがとっても素す敵てきだったの」

　エレベーターに乗り込んで、房子がこっそり耳打ちしてきた。

（旭は無ぶ愛あい想そうっていうの！　落ち着いてるのは末雪くんみたいなタイプ!!）

　エレベーターで六階まで上がり、玄げん関かんの前まで移動する。その間、旭は実におとなしくついてきた。しかし、背後に猛もう獣じゆうがいるような緊きん張ちよう感かんに生きた心地ここちがしなかった。

　房子は玄関のドアを開け、いち早く台所へと消える。

「旭くん！　荷物こっち！　こっちに運んでー!!」

　玄関に入って靴くつを脱ぬいだ彩音は廊ろう下かに立ったままじっと玄関を見る旭を振り返った。

　いつも嫌いやがらせのように睨にらんでくる旭をわざわざ夕食に誘さそうなんてどう考えてもおかしい。旭を閉め出し、房子には急用で帰ったと伝えれば一件落着だ。

（恥はずかしいことされたし、怖こわいこともされたし、そのくらいしても全然たりないんだけど！）

「入ってもいいか？」

　許可を求めてくる旭を見ていると、なぜか大型犬を連想してしまった。力が強く賢かしこくて、愛情をもって躾しつければ最高のパートナーになる──というのは、愛犬家の言げん。

　しかし、彩音はきっぱりと首を横にふる。もとより異性を、しかも人を襲おうとする不ふ埒らち者ものを家にあげるなんて許可できるはずがない。

（い、いくらお父さんの若い頃に似てるからって！　っていうか見た目全然似てないし!!）

　買ってきた食材は大量でとても二人では食べ切れそうになく、房子は旭を食事に誘う気でいる。しかし、反対なものは反対だ。

　無言の意思表示に旭の肩かたがわずかに落ちた。

（あれ？　入ってこない。もしかして、言うこと、聞いてくれるのかな）

　だったら食事くらいいいのではないか、と心が揺ゆれる。ごはんはみんなで食べたほうがおいしいのは事実だし、旭の体格からしていっぱい食べてくれそうだし──そうしたら、房子はきっと喜ぶだろう。

「変なこと、したりしない？　約束できる？」

　慎重に問いかけると旭は思案するような間のあとで「わかった」とうなずいた。

「……じゃあ、入ってきて。一いつ緒しよにごはん食べよう」

　喜ぶかと思ったら、旭はとても複雑な顔をした。微笑んでいるのに泣き顔に見えた。胸の奥がざわつくような表情に彩音がたじろぐと、彼は無言のまま大きく足を踏み込んだ。

　瞳ひとみの奥に危険な色を見た気がして彩音が無意識に足を引く。

「あ、旭、約束、守ってね？」

　急に怖くなって尋ねると、旭がまっすぐ彩音を見み据すえた。

「お前から求められたら？」

「え……？」

「お前が自分から俺の腕うでの中に墜おちてきたら？」

　重ねられる質問に甘美な響ひびきを感じ取り、彩音は首をゆるく横にふる。

「そんなこと、ない。絶対に、あるはずない」

　答える端はしから声が震ふるえ、鼓こ動どうが乱れる。頰ほおに朱しゆが散り頭の奥が痺しびれるような感覚に、思考さえ乱れていく。差し出される旭の手にぐらりと意識が揺れた。

「──ある。お前は俺の伴はん侶りよだ。俺が愛した女の生まれ変わりだ。必ず、求め合う」

　祈いのるように告げる言葉に熱がこもる。

「生まれ、変わり……？」

「やっとお前を見つけたんだ。無理にでも、思い出してもらう」

　あえぐようにささやく旭の顔がゆっくりと近づいてくる。吐と息いきが絡からみ合い、指先で柔やわらかく頰を撫なでられて引き寄せられる。

「彩音」

　ささやく旭の声に応こたえようとしたそのとき。

「なにしてるのー？　早くー!!」

　台所から聞こえてきた房子の声にぼうっとかすむ思考がクリアになった。旭の顔が目の前にある。吐と息いきが唇くちびるにかかった直後、旭とキスしようとしている自分に気づき、悲鳴をあげて彼の体をおしのけた。

　そして、そのまま台所に飛び込む。

「旭はだめ！　絶対だめ！　すごく危ない人だから！」

　本能では恐きよう怖ふするのに見つめられるだけでくらくらしてしまう。房子が声をかけてくれなかったら、本当に旭の腕に墜ちて、自分からすべてを捧ささげてしまいそうで怖い。

「ごはんいらない！」

　彩音が訴うつたえると台所にやってきた旭は、テーブルの上に買い物袋ぶくろを置いた。

「俺は、これで」

　あっさりと引き下がる旭に彩音が狼狽うろたえると、房子に軽く睨まれた。

「帰るの？　……そうね。お家うちでご両親が待ってるんですもの、早く帰らなきゃだめよね。ごめんなさいね、こんなところまで運んでもらっちゃって」

　房子の言葉に旭はそっと目を伏せた。その憂うれいを含んだ表情に彩音はどきりとする。

「も……もしかして、いないの？」

「別に、もう慣れた」

　彩音の言葉を肯こう定ていし、旭は踵きびすを返す。学校でも一人、家でも一人。そんな姿が簡単に想像できることに動転していると、房子が真しん剣けんな表情で旭の腕を摑んだ。

「ご両親がいなくて、どうやって生活してるの？　どこに住んでるの？」

「…………」

「だめよ。育ち盛りなんだから、ごはんをちゃんと食べて、体をゆっくり休めなきゃ。ねえ、彩音もそう思うわよね!?」

「う、うん」

　房子の剣けん幕まくにひるみつつ彩音はうなずく。

　衣食住は大切だ。しかしそのせいで、両親が共働きという一個上の幼なじみ〝よしくん〟こと水み戸と義よし実みがしょっちゅう彩音の家に上がり込み、彩音が楽しみにしていたおかずを強ごう奪だつしていった。子ども好きの房子は家族が増えたようで嬉うれしそうだったが、大自然でのびのび育った野生児に〝菱川トマト〟というあだ名をつけられいじわるをされた彩音には嫌な思い出しか残っていなかった。

「住んでる場所が言えないってことは……もしかして繁はん華か街がいにあるアパート？　だめよ、子どもの行くところじゃありません！　ねえ、彩音もそう思うわよね!?」

　繰くり返しの質問と〝繁華街〟という単語に、酔よっ払ぱらいとお姉さんのイメージを膨ふくらませて反射的にうなずく。旭がお姉さんに絡まれていたら学校で大おお騒さわぎになるだろう。

「ほら、娘むすめもこう言ってるから！　好きなだけここにいなさい！」

「うん。好きなだけ……ま、待って!?　ここってどこ!?」

「お父さんの書しよ斎さいがあいてるからそこを使ってもらうの。仮か眠みん用だけどベッドもあるし、いい案でしょ？　女二人じゃ心配だったのよねえ。彩音が……ほら、あんな怖い思いをしたから。同じ学校なら登下校一緒で安心！　ギブアンドテイクよ！　お母さん頭いい！」

（そ、それ紙かみ一ひと重え──!!）

　彩音は胸中で絶ぜつ叫きようする。

「で、でも、年とし頃ごろの、娘がいるんだよ!?　わ、若い男が一緒にいたら、なにか間ま違ちがいが起こるかも、とか、考えないの!?」

「やーねー、彩音のエッチ」

「エッチとかじゃなくて！　世間一いつ般ぱん的な話！」

　必死に訴えると「んー」と房子は考えた。

「でもお父さん、私と付き合って、二年目でようやく手を握にぎった人だし……大だい丈じよう夫ぶよ。男はみんなオオカミなんてただの迷めい信しん。今は草食男子が流りゆう行こうなんだから！」

　紛まごうことなき肉食系である旭は、なにか言いたげにしていたが沈ちん黙もくを守ることにしたらしい。神しん妙みような顔で押し黙だまっている。

「本当はね、おじいちゃんの家に戻もどろうかなって思ってたの」

　真剣に語る房子に彩音は抗こう議ぎの言葉を吞のみ込んだ。街灯がなくても、不便でも、よく知る土地は安全で落ち着く。だけど──。

　水穂たちの顔が思い浮うかんで彩音は首を横にふる。親切にしてくれた末雪や、勉強を教えてくれる月影のこともある。まだ生活に馴な染じむほどすごしたわけではないが、居い心ごこ地ちのいい場所が見つけられそうな気がしている。

「不安なことがあっても、誰だれかが一緒にいてくれたら心強いでしょ？」

　ますます不安が増大していくような気もしたが、終始無言で聞き入っている旭の印象が予想外にいいのか房子はやけに乗り気だった。押し黙る彩音を見て、房子はポンと手を打った。

「そうだわ。お隣となりの佐さ久く間まさん、転勤で引っ越こすって言ってたわ。旭くん、お隣にいらっしゃいな」

「な、なに簡単に言ってるの!?　保証人とかいるでしょ!?」

「オーナー私なんだから、そこら辺は融ゆう通ずうきかせるわよ」

「や、家賃とか！」

「それは要相談ね。娘のためだもの。お母さん頑がん張ばるわ！」

　房子はすっかりその気らしい。反対すれば引っ越して祖父の家に逆ぎやく戻もどり、賛成すれば──しばらく旭と同居のあと、お隣さん。

（うあああ、どうしよう。どうしよう。せっかく友だちができたのに！　仲良くなれそうなのに！　だけど旭と一緒って……!!）

　ぐるぐる考えこんでいると、

「嫌いやなことを思い出させちゃったわね」

　と、なにか勘かん違ちがいした房子が悲しそうな顔をし、そっと労いたわるように彩音の肩かたに手をおく。

「お風ふ呂ろに入ってゆっくりしてきなさい。今日は彩音の好きなものたくさん作ってあげるから。あ、旭くんはちょっと待ってね。お父さん用に買った服があったはずだから探してみるわ。身長同じくらいだから着られると思うけど……」

　軽く彩音の背を押して、房子は旭のために服を取りに部屋を出ていった。

（……な……なんかいろいろ誤解された……!!）

　が、訂てい正せいしづらくて房子を追いかける気にはなれなかった。彩音は旭と視線を合わせないようにして壁かべ伝いにドアに移動し、廊ろう下かに出ると一目散に自室に駆かけ戻った。

「一晩、男の子と一緒って…………」

　緊きん張ちようしすぎて心臓が痛くなる。

「部屋は別々。だ、大丈夫。なにも起こったりしないから」

　着き替がえを手に脱だつ衣い場に入ってずるずると座り込んだ。なにか対策を立てなければならない。変なことをしないように言っても、自分がふらふら近づいたら意味がない。

　項うな垂だれつつ服を脱ぬぎ、浴室に移動した。溜ため息いきをつき──直後、鏡に張り付く。

（なにこれ──!?）

　首筋にくっきり嚙かみ痕あとがある。普ふ段だんは服か髪かみに隠かくれるが、それでも級友たちに騒さわがれなかったのが奇き跡せきというレベルだ。

（こんなのいつ……あ！　月影が図書室でふざけてたときだ！　嚙みついたんだ！）

「けもの！」

　優やさしい顔でさわやかに笑いつつ嚙みつくなんて野や獣じゆうに違ちがいない。眼鏡めがねをはずして髪をかき上げる仕草の妙みような色気を思い出してうなり声をあげ、シャワーコックをひねってお湯を出し、うっすら赤くなっている場所を指先でこする。ぴりっとした痛みに赤くなってもう一度うなった。

「首に嚙みつくなんて……」

　彩音はふと吸きゆう血けつ鬼きという単語を思い浮かべた。吸血鬼は伝説上の生き物で、言葉にするととたんに白々しく聞こえてしまう。しかし、旭にも吸血鬼がどうとかいう質問をされ、日常で聞き慣れないはずの言葉が増えてきていることに気づく。

　考えこんでいると、どこからともなく硬く乾かわいた音が聞こえてきた。

　顔を上げ辺りを見回す。磨すりガラス越ごし、脱衣所になにかが動く影かげがあった。

　大きくて、がっしりとしたそれは──。

　彩音はぎくりとして逃にげるように浴よく槽そう側に一歩近づいた。まさかと思った。ここは浴室で、彩音が入っていることを知っているはずだ。乗り込んでくるなんて正気とは思えない。

（もしかしたらなにか取りに来ただけかもしれないし！　洗面台使いたかったとか、旭に見せかけたお母さんだとか！）

　気のせいだと思うことにした。しかし、確実に濃こくなる人ひと影かげが、磨りガラスの前で止まったときにはガタガタと震ふるえていた。磨りガラスに手が伸のび、指先がかかった。

　軽い音をたてて、磨りガラスが開いた。

「い……っ」

　驚きよう愕がくに彩音の目は大きく見開かれる。旭が浴室に入ってきたのだ。

　とっさに胸を隠し、体をねじる。座り込もうとしたら腕うでを摑つかまれそのまま壁に押し付けられた。ひっと喉のどの奥で小さくかすれた音がした。彩音を見おろす切れそうなほど鋭するどい瞳ひとみが赤く染まって見えたのは錯さつ覚かくか──彼はそのまま硬こう直ちよくする彩音の首筋に唇くちびるを這はわせた。

「これは誰がつけた痕だ？　俺以外の誰に許した？」

　ざわっと総毛立つ。痛みはない。だからいっそう混乱した。答えろ、そう命じる息が異様な冷気をまといながら肌はだを撫なで、羞しゆう恥ちと混乱に拍はく車しやをかけた。

「い、やぁぁぁぁぁぁ!!」

　彩音は悲鳴とともに旭を押しのけ、その場にしゃがみ込んでいた。

「どうしたのー？」

　吞のん気きな母がスリッパをぱたぱた鳴らしながらやってくる。旭は脱衣所を出て後ろ手で磨りガラスを閉め、そのまま廊下に行ってしまった。

「旭くん？　どうしたの、こんなところで」

「……間ま違ちがえた」

「旭くん、日本語上手だけどもしかして外国育ち？　顔立ちが和風って感じじゃないからもしかしてって思ったけど……あ、ここはお風呂なのよ。バスルーム。彩音、大丈夫ー？」

（ぜ、全然大丈夫じゃない！　なにが間違えた、なの!?　な、な、舐なめておいて！）

　彩音は唇の感かん触しよくの残る肌をごしごしこすりながら閉められた磨りガラスを睨にらむ。これはもはや、断固として戦わなければならない。

「大丈夫に決まってるじゃないー!!」

　こんなことで動どう揺ようなどするものか、と、彩音は怒ど鳴なった。

　しかし一方で、さめざめとこうも考えていた。

（お嫁よめに行けない）







　アサリがたっぷり入ったトマトソースの色も鮮あざやかなシーフード・アラビアータ、緑の葉野菜を中心にトマトとコーンを混ぜたサラダ、白身魚のムニエル、コンソメスープに春巻き、からっと揚あがった唐揚げ、クリームシチューと、テーブルの上には所ところ狭せましと料理が並んでいた。

　旭はそれを旺おう盛せいな食しよく欲よくで平らげていく。見ているほうが胸焼けを起こしそうだ。

「作りがいがあるわ。お父さんも若い頃ころは……」

　と、房子はまたしても思い出話を口にする。どうやら房子が旭に友好的なのはここに一因がありそうだった。

（そういえば、お父さんとこんなに長く離はなれるのってはじめてだった）

　口では平気と言いながら、やっぱり寂さびしいのだろう。そんなことを思う。思っていないと、恥はずかしさのあまり取り乱してしまいそうだった。

（裸はだかはきっとそんなにしっかり見られてないはずだから！　うん。ちらっと肩を見ただけだよ。そうそう。ちらっと……いやぁぁぁ！　浴室に鍵かぎをつけよう！　脱衣所にも鍵を!!）

　祖父の家ですら浴室に鍵がついていたというのに、なぜ築二年のマンションに鍵がないのか。

（施せ工こうミス！　初期不良!!）

　房子が話す思い出話が一いつ切さい耳に入らないほど憤ふん慨がいする彩音の足に、なにかがコツリとぶつかった。一いつ瞬しゆん、思考が停止する。向かいに座る旭の動きも停止した。

　ダイニングテーブルは一いつ般ぱん家庭によくある四人にん掛がけサイズである。長身の旭は、少し窮きゆう屈くつそうに座っていた。

（今ぶつかったのって……）

　考えるまでもなく、旭の足だった。それなのに旭は顔色一つ変えない。一人狼狽うろたえたのが悔くやしくて、彩音は平静を装いつつだし巻き玉子を口にした。が、再び旭の足が彩音の足にぶつかった。びくんと体が揺ゆれ、とっさに向かいを睨む。しかし彼は相変わらず平然とパスタを食べ、唐揚げに手を伸ばしていた。

「彩音、食べ物で遊んじゃだめでしょ」

　怒いかりとともにだし巻き玉子を細切れにしていた彩音は、房子の声にわれに返る。渋しぶ々しぶと食事を再開するとつつっと足の甲こうを撫でられて背筋が伸びた。ギッと旭を睨みつけ、彩音は思い切り旭の足を蹴けった。ぴくりと旭の体が揺れてちらりと見返されるが、無視してパスタを小皿に取って口に運びながらもう一度蹴り、ようやく満足した。
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　フォークでパスタを絡からめている途と中ちゆう、足に再度旭が触ふれてきた。まるでイタズラをするように柔やわらかく前後するその動きにざっと鳥とり肌はだが立つ。と、考えるより先に動いていた。

　彩音は旭めがけて足を振ふり上げた。

　しかし、狙ねらいがはずれた。思い切り蹴り上げた彩音の足はテーブルの天板にぶつかり、食器が盛大に揺れた。

「彩音！　行ぎよう儀ぎが悪いわよ！」

　たしなめる房子に言い訳しようと口を開いた彩音は、我関せずを貫つらぬいて食事を進める旭を見てうつむいた。

　テーブルの下の攻こう防ぼうは、そうして静かに幕を閉じた。







　旭と同じ屋根の下──というのはやっぱり怖こわくて、彩音は枕まくらを持って房子の寝しん室しつへ行った。

　子どもみたいねえと笑われ赤くなりながらもベッドに潜もぐり込み、そして深夜の二時。

「……なんか、寝ねにくい」

　むくりと起き上がって嘆なげく。房子はすっかり寝ね入いっているので、彩音が慣れない環かん境きように緊張してしまっているのだろう。ハーブティーでも入れようと寝室を出た彩音は、ドアの隣となりにうずくまる旭を見つけてぎょっとした。

「ど……どうしたの!?　気持ち悪いの!?」

　揺さぶったらあろうことか爆ばく睡すいしていた。彩音は眠ねむれず苦労しているのに、飛び入りの彼が廊ろう下かで爆睡なんて有り得ない。むっとして諸もろ々もろの抗こう議ぎを両手に込めて「えいっ」とばかりに押してみた。すると見事に転がった。

　のろのろ起き上がる旭を見て、自分から突つっかかっておきながら後こう悔かいし、そろりと彼から距きよ離りを置く。

「な、なんでこんなところに座ってるの？」

　強い口調を心がけて問うと、旭はその瞳を悲しみに揺らした。ゆっくりと手が伸びてくる。とっさに避よけるとその手は固く握にぎられた。

「なぜ血印がない？　別人なのか？　それとも、本当は俺を憎にくんでいたから……だから、受け入れなかったのか……？」

　問う声は静かなのに慟どう哭こくを思わせた。声を、魂たましいを、すべてを絞しぼり出すような声こわ色いろ。聞くだけで胸が痛くなる。

「血印？」

「互たがいに贈おくり合う、永久の呪じゆ縛ばく。……教えてくれ。お前は、誰だれだ？」

　質問に彩音は戸と惑まどう。やはり誰かと間違えられているらしい──そう思う。食くい違ちがう会話とつきまとう違い和わ感かんに口をつぐみ、少し間をあけ口を開いた。

「私は、菱川彩音。旭が捜さがしているのは……誰？」

　彩音の問いに旭の視線が揺らめく。

「……俺が殺した女」

　うっすらと微ほほ笑えむ唇に狂きよう気きがにじんだ。旭は広げた両手をゆっくりと頭上にかかげる。

「俺を受け入れ、俺の孤こ独どくを癒いやし──俺の手で、殺した女」
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「ねえ黒羽、生まれ変わりって信じる？　再び巡めぐり会って愛し合うと思う？」

「なによ急に、気持ち悪いわネ。死んだら終わりヨ。生まれ変わって愛し合うなんてそんな都合よくいくわけないじゃなイ。性格の形成は遺伝と環境ヨ！　同じ両親、同じ環境で育たなきゃ別人なのに、再会して愛し合うなんて寝ね言ごとは寝てから言いなさいヨ!!」

　相変わらずオカメインコの分際でよくしゃべる。月影は肩かたをすくめた。

「そうだよね。……そう……なんだけど」

　ならばなぜ旭が執しゆう着ちやくするあの娘むすめを前に懐なつかしいと思ってしまったのだろう。

　容姿は似ても似つかない、体が弱く儚はかなげで、今にも消えてしまいそうな娘──。

　似ていない。わずかも重ならない。

　それなのに思い出す。あの晴れやかで透とう明めいな笑え顔がおを。運命にあらがいながら必死で〝今〟を生き抜ぬこうとしたたおやかな花を。

　まさかという思いは期待と疑念に揺れる。そんなことが有り得るだろうか。過去に愛した娘が、再びこの世に生を受けるという奇き跡せきが。

「月影はどうなノ？　また同じ女を好きになル？」

　黒羽の質問に月影はなにも答えず目を細めた。

　金曜日の朝、東王高等学校に生徒たちがやってくる。その一部は校庭に集まり、これからはじまる三日間の一年生合同レクリエーションに向けての説明を受けていた。

　この中に旭がいるだろう。そして──彼女も。
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　彩音はいろいろな意味でドキドキしていた。

　まず、登校すると級友たちがあいさつをしてくれたこと。

　そして、教室でジャージに着き替がえ、はじめて体験するレクリエーションというもの。必要なものは昨日末雪と一いつ緒しよに買いそろえ、よぶんもあったので旭に進しん呈ていした。

　もう一つは──旭自身のこと。

　将来を誓ちかい合っただの俺の女だのと言っておきながら、殺したと断言した。

（あれ？　だったら、殺した恋こい人びとが生まれ変わって、それが私ってこと……？）

　昨日は「心配だから見張っている」と訳のわからない理由で房子の寝室の前に居座っていた旭を無理やり書しよ斎さいに連行して寝かしつけたが、冷静に考えると彼の主張は謎なぞが多すぎる。

　旭の無む茶ちや苦茶な発言や行動、殺気に満ちた眼まな差ざし、堂々とした覗のぞき見も、血なまぐさい言葉ですべて疑問にすり替かえられてしまった。

（学校より先に病院に行ったほうがいいんじゃないの？　どうして私のそばにいるの？）

　生徒に交じってたたずむ姿はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらの旭なのに、不安定で狂気に満ちた姿が忘れられない。

「彩音ちゃん、おはよ！」

　悶もん々もんと考えこんでいると背中に柔らかな感かん触しよくがのしかかってきた。前のめりになったところを旭に支えられ、悲鳴とともに体を起こす。

「旭くん、ナイスキャッチ」

　砂糖菓が子しのようにふわふわな甘い声の主は原北夕である。首にしがみつかれた彩音は、うらやましがる男子に肩をすぼめた。

「昨日はひどいよ、彩音ちゃん。一緒に部活回ろうって言ったのに」

「ご、ごめん、なさい」

「お詫わびに私と一緒の班になって！　水穂ちゃんもこっちおいでよー。旭くんも、もちろん一緒だよね？」

　上うわ目め遣づかいで尋たずねる夕はスタイルもよく、さり気なく男子に注目されているらしい。

　夕に呼ばれ、水穂が渋しぶ々しぶと歩いてくる。

「あたし向こうの班に入る予定なんだけど？」

「えー。じゃあねえ、……末雪くーん、末雪くん、こっちこっち！」

　夕が元気に末雪の名を呼ぶと、不ふ機き嫌げん顔の水穂が赤くなって狼狽うろたえた。あまりに鮮あざやかな反応のうえ周りにいた級友がニヤニヤ笑ったので、鈍にぶい彩音でも一発でわかった。

（旭のこといろいろ訊きいてたけど本命は未雪くんかあ。末雪くん、いい人だもんなあ）

　末雪が彩音に好感を持っていると思っている級友も少なからずいて修しゆ羅ら場ばだとおののいていたが、その点に関しては気づくことなく、彩音は末雪に手をふった。

「おはよう、末雪くん」

「おはようございます。どうかしましたか？」

　末雪は彩音にあいさつを返して夕を見る。

「末雪くん、もう班決まった？　まだなら一緒の班にならない？」

「いいですけど……僕が一緒だと面めん倒どうですよ。几き帳ちよう面めんですから」

「うん。末雪くんってお米の一ひと粒つぶまで数えちゃいそうだよね」

　否定どころか肯こう定ていの仕方まで堂に入っている。彩音は驚きよう愕がくの眼差しでにこにこ微ほほ笑えむ夕を見た。末雪は微び苦く笑しようを返してちらりと旭へ視線を流す。

「あ、旭くんも一緒だよ。私と、彩音ちゃんと水穂ちゃんの四人。ここに末雪くんが来てくれたら五人！　あと一人は──」

「僕、僕はどうかな、僕は！」

　ぱっぱっと手をふって近づいてくるのは、やや垂れ目がちだが整った顔立ちの長ちよう髪はつ男子だった。記き憶おくにない彼を見て彩音が首をかしげると、

「五組の東とう大だい寺じ西にしといいます。あ、東大寺が名字で西が名前。ちなみに姉が南で兄が北です」

　過去に何度か尋ねられているのだろう。説明に淀よどみがない。しかも、不ふ憫びんだ。

「く……苦労、しそう」

「四人目が生まれたら東にするって張り切ってたみたいだけど、それだけは打ち止めになったんだ。いや、幸いだった」

　彩音の同情に、東大寺がほろりとした。夕はちょっと戸惑うように水穂を見た。

「レクリエーションってクラス別じゃなかったっけ？」

「どちらでもかまわないって話だよ。だから一緒になりたいんだ、原北さん！」

　東大寺が夕の手をきゅっと握ってそう返す。五組ということは、昨日覗いてしまった六組の教室で着替えをしていたのだろう。思い出すと顔が熱くなって、彩音は無言で顔を伏ふせた。

「委員長、どーする？」

「別にかまいませんよ。……というか、僕も数に入ってるんですか？」

「他ほかに入りたい班あった？」

「……いいえ、これといってありませんでしたが」

　水穂の質問に末雪はちらりと旭を見ながら答えた。彩音なら苦手な相手は見たくないしできるだけ一緒にいたくないのだが──末雪は、少し彩音と考えが違ちがうらしい。末雪が奥村先生のところに申しん請せいに行き、六人のメンバーが決定する。一年生が二百七十人で、四十五組ができることになる。申請が終わった班から森に入るよう指示されるが、その様子も迫力がある。大軍が歩いているようで感動した。

　しかし、そんな中にあってもなお、旭のことが気にかかる。

「なにかあったんですか？」

　手て提さげを抱だきしめ、距きよ離りをおきつつ旭を見ていると、末雪の鋭するどい問いが飛んできた。

（い、言えない！　旭が家に泊とまっただとか、は、裸はだかを、見られただとか。しかも変なこと言い出したし。あれ？　変なことははじめから言ってるっけ。お母さん連れん泊ぱくさせる気満々だし、よくよく聞いたらお隣となりの佐久間さんの引っ越こしは三ヶ月後なんて……!!）

　考えるほど混乱する。レクリエーションの三日間を無事に乗り切ったとして、その後が恐おそろしい。彩音は真っ青になって末雪を見た。

「べ、別に、なにもないけど……」

　諸もろ々もろの事情を吞のみ込んで答えたが、あまりのぎこちなさに末雪の疑念の眼差しは増すばかりだ。水穂と夕もやってきて、友人といるのに緊きん張ちようで冷や汗あせが流れた。

「近づくな」

　威い嚇かくするような声とともに旭に抱だきよせられ、彩音はぎくりとした。穏おだやかな末雪の顔が一いつ瞬しゆんで鬼おにの形相に転じた。ここで彩音が嫌いやがったら旭と末雪が揉もめるのは確実──そうなると、せっかくのレクリエーションが台無しになりかねない。

（親ぼくを深めるチャンスなんだから！）

　叫さけんで逃にげるのは簡単だ。しかしそれをこらえ、彩音は旭の服の裾すそをちょんとつまんだ。

「け、喧けん嘩かしない。行こう、旭」

　赤くなる顔を見られるのは恥はずかしい。一いつ生しよう懸けん命めいうつむかないように旭を見て言うと、彼は一瞬で怒いかりを収め、驚おどろくほど従順についてきてくれた。

　彩音が旭から逃げ回っていたことを知る級友たちは驚愕し、末雪は鋭く旭を睨にらみ、東大寺はきょとんと目を丸くし、水穂はちょっと困ったような顔をした。

「……手て強ごわいなあ」

　ぽつりと告げるのは夕である。むろん、自分のことで手て一いつ杯ぱいの彩音の耳には届いていない。深い森のその奥へと延びる道を羞しゆう恥ちに追い立てられるように足早に行く。

　楽しげな生徒たちの声を遠く聞きながら彩音はちらりと旭を見た。

「生まれ変わりって言われても、私は、やっぱり旭のことは知らない」

　訴うつたえには答えず、旭は彩音の手を摑つかむ。否定なのか肯定なのか、彼の横顔だけでは判断できない。重い沈ちん黙もくに息苦しさを覚えると、

「彩音！　もう、ゆっくり歩いてよ！」

　走ってきた水穂が彩音を旭から引き離はなした。そのまま彩音の首に腕うでを回し、ぴたりとくっついてくる。

「無理しなくていいよ。あんた破賀のこと苦手でしょ？　こっち押し付けていいから」

「うん。大だい歓かん迎げい！　この三日間が勝負だと思うんだ!!」

「……夕、あんた……」

「だって、旭くん好みなんだもーん。私も彩音ちゃんみたいに強ごう引いんに迫せまられたい！　水穂ちゃんも末雪くんにアピールするんでしょ？」

「ち、が……!!　なんでそうなるの！　あんたが変なこと言うから誤解されるでしょ!?」

　顔を突き合わせるようにして言い合う水穂と夕に、彩音はきょとんとする。

「食材は学校側で用意されますが、調理は各班でおこないます。なにか質問はありますか？」

　咳せき払ばらいとともに末雪が質問すると、東大寺が手を上げた。

「男女ペアがいいと思います！」

　東大寺は夕を見て露ろ骨こつにアピールする。しかし彼女は東大寺には目もくれず、旭に熱い視線を送っていた。キャンプ地として用意されたのは森の中でも拓ひらけた場所で、大小さまざまな石が転がっている。そこに到とう着ちやくしても、夕は熱心に旭を見ていた。

「これから昼食作りをします。キャンプ地は全部で三つ、Ｂブロックはこのエリアになります。Ｂの２を探してください。そこでこれから三日間、食事を作ることになります」

「ちょっと待って!?　コンロは!?　バーベキューとかじゃないの!?」

「……花柳さん、しおりは読んでないんですか？　飯はん盒ごう炊すい爨さんですよ。火をおこして調理です。昼は野菜炒いためとサラダです」

「どっちも野菜じゃん！」

　水穂が悲鳴をあげる。確かにメインが野菜だ。いきなり火加減が高度ですよね、と、末雪が辺りを見回しながらつぶやいている。彩音は旭の視線を痛いほど感じながら一いつ緒しよになって〝Ｂの２〟を探した。旭がぴたりとついて後ろに夕が続き、それを東大寺が追い、結果的に末雪や水穂まで同行する形になる。

（……な、……なぜこんなことに……）

　元げん凶きようは間ま違ちがいなく旭だ。みんなと一緒なのは嬉うれしいことのはずなのに、ぞろぞろついてこられると息苦しい。悶もん々もんとしながら歩いていると羽音が聞こえ、彩音は何気なく顔を上げた。

　木の枝に灰色のオカメインコがとまっている。

「ぴーちゃん！」

「誰だれがぴーちゃんヨ！　人間のくせにワタシに名前をつけようなんて生意気ネ!!」

　キイッと怒おこったところで慌あわてたように口を翼つばさで隠かくし、ささっと横移動する。旭と目が合うと、オカメインコはそのまま飛び去ってしまった。

「い、いっちゃった」

　よくよく考えればあのオカメインコのお陰かげで月影と出会えたのだ。感謝の念とともに小さくなる姿を目で追っていると、隣にいる旭から殺気のようなものがただよってきた。

「鳥にまで嫉しつ妬とするなんて心狭せますぎない？」

「私も嫉妬されたいー」

　呆あきれる水穂と興奮する夕に、彩音の体からわずかに緊張が抜ぬける。少し歩くとＢの２と書かれた紙を見つけ炊飯所が判明した。通行に使われる通路よりだいぶ奥まった場所だ。

「では、これから分かれて食材と調理道具、薪まきを取りに向かいます。僕は菱川さんと薪を取りに行きますから。各自解散！」

　末雪に手を引かれてよろめく彩音の腕を旭が摑む。

「待て。勝手に決めるな」

「効率的に考えました。なにか問題が？」

「じゅ、順番！　順番に、すればいいと思う！　ね!?」

　彩音が割って入ると、残りの三人が賛同してくれた。よって、彩音はものすごい殺気に満ちた目で見送られながら末雪とともにその場を離れることになった。生きた心地ここちがしない。水穂の言葉ではないが、旭の視線は獲え物ものを狙ねらう獣のものにしか見えない。

「彩音になにかしたら殺すぞ」

「……やれるものなら、どうぞ？　僕はそこまで脆ぜい弱じやくじゃありませんけどね」

　旭の挑ちよう発はつに末雪が挑発を返す。穏やかな性格の未雪は、旭の前だけ豹ひよう変へんする。一いつ触しよく即そく発はつだ。こくりと彩音は息を吞み、旭の手を振ふり払はらって末雪の手を握にぎり返す。顔をそむけるその一瞬、旭のひどく傷ついたような顔が見えて狼狽うろたえてしまった。

（な、なんでそんな顔するの!?　私、旭のこと知らないってずっと言ってるのに！　だいたい、生まれ変わりってなに!?　意味がわからない！）

　妄もう言げんに付き合いきれないと思う。しかしその反面、悲しそうな顔をされると後ろめたく感じてしまう。間違ったことをしているような気分になるのだ。

（どうすればいいんだろう）

　項うな垂だれたまま歩きちらりと末雪を見ると、彼も同じように彩音を見ていた。

「すみません。気を遣つかわせてしまって」

「私こそありがとう。昨日も、送ってくれて嬉しかった。末雪くんの家って遠いんだよね？」

　質問に末雪が驚いたように彩音を見て咳払いした。

「こういうことは相手に気づかせないのが好ましかったんですが」

　恥ずかしそうにちょっと頰ほおを染めて末雪が視線を足あし下もとに落とす。笑え顔がおを返したそのとき、

　──気が、狂くるうかと思った。

　ふいに公園で聞いた言葉がよみがえった。闇やみに沈しずむ公園、深い傷を負った男は彩音を見て切なげに声を震ふるわせた。その姿が旭に重なって、ツキンと胸の奥が痛くなる。

　彩音が押し黙だまっていると末雪がポケットから地図を出し、道の脇わきにある立て札と突き合わせて進んでいく。道々で薪をかかえた生徒や面おも白しろがって森の中に分け入る生徒がいた。

「そういえば〝おさんぽ部〟っていうのがあるみたいですよ。みんなで犬を飼って、面めん倒どうを見て、散歩に連れて行く部活」

「原北さんが昨日言ってた」

「文化部なのに、大型犬が三頭もいるからすごい運動量だって話です」

　気を遣ってくれているのだろう。何気ないそぶりで話題をふってくれる。

「菱川さんは何部に入るんですか？」

「まだ悩なやんでる。末雪くんは茶さ道どう部？　すごく似合ってた。おじいちゃんもあんな感じだったし！」

「……おじいちゃん、ですか」

「え。あの、そ、そういう意味じゃなくて……お、落ち着いてて、格好良かった、とか？」

「あれはそういう型ですから」

　すっぱり返ってきて彩音は失言にますます狼狽えた。祖父はあんなにきれいで静かな動きではなかった。流れるように体に馴な染じむ動作は美しかったけれど、同じ型でも印象が違ちがう。それが伝えきれずにもたもたしていると、末雪は小さく口元をほころばせた。

「ありがとうございます。……憧あこがれて学んだものなので、そう言ってもらえるのは嬉しいです」

「憧れて？　末雪くんは渋しぶい趣しゆ味みなんだね」

「渋くて悪いですか」

　少し、語ご尾びが強い。けれど怒っているのではないと伝わってくるので笑みを返す。そのまま二人並んで薪置き場に向かった。

　どこからか羽音が聞こえ、彩音は慌てて顔を上げる。だが、鳥の姿は見つけられなかった。







　野菜炒めは見事に焦こげて、そのくせ火の通ってないところもあって、すさまじくまずかった。

　吸きゆう血けつ鬼きは比ひ較かく的てき味覚が鈍にぶい者が多い。食屍鬼グールと違って肉体は〝活動〟しているので食事の必要が出てくるが、たいがいのものはうまいと思って食べたことがない。

　唯ゆい一いつうまく感じるのが人の血だ。処女の血は好まれる。愛する者の血はいっそう甘美で、どんな美酒よりかぐわしく、飢うえ続ける心と体を熱く満たす。

　食事はつまり、体の維い持じにのみ必要となる。味より見た目を重視する場合も多い。彩音の母である房子の食事は申し分のない、むしろ〝完かん璧ぺき〟なものだった。

　しかし、味も見た目もどうしようもない食事は──ほんとうに、どうしようもない。

　それなのに、彩音だけは嬉しそうだった。〝みんなで食事〟というシチュエーションに満足しているらしい。食事をしながらほとんど聞き役に徹てつし、たまに会話に加わって、また聞き役に回って一いつ生しよう懸けん命めいうなずいている。

「旭くん、サラダ食べる？」

　彩音をじっと見つめている旭に左ひだり隣どなりから声をかけてきたのは原北夕だ。さっきからソースを取ったりドレッシングを差し出したりと、やけにかいがいしい。

「いらない」

「じゃあ野菜炒め取ってあげるね。お肉たくさん！」

　肉は火が入りすぎてゴムを嚙かんでいる気分だった。まだ生肉を食べた方が飢えを満たせそうだが、夕は手早く野菜炒めを取って旭の前においた。

「他ほかにもー、おかわりほしい人！」

　夕の問いに手を上げたのは東大寺西である。本日三回目のおかわりだ。旭は再び彩音に視線を戻もどす。一いつ瞬しゆん視線が合ったもののすぐにそらされてしまった。

　旭のことは避さけるのに、末雪には懐なつく。声をかけられるたびにたどたどしくはあるがきちんと答えていた。それがいっそう腹立たしい。

　昨日、なにか口走ってしまったことだけはかろうじて覚えていた。どうやらまずいことを言ったらしく、人ひと違ちがいと言われ拒きよ絶ぜつされるほどだ。

「破賀。あんたそんな顔で睨にらんでたら、本当に彩音に嫌きらわれるよ？　顔いいから多少のことは許されると思うけどさー」

　いつの間にか旭を呼び捨てにして右隣から水穂が声をかけ、左隣の夕が目を剝むいた。

「なに言ってるのよ、水穂ちゃん！　顔が生理的に受け付けない相手って、本当にだめなんだよ!?　いいとか悪いとかいうレベルじゃないの。だめなものはだめ！」

「不細工は死ねってか？」

「そうじゃなくて、生理的に合わない人！」

　なぜか旭を挟はさんで言い合っている。うんざりしながら彩音を見ると、いたずらな風がふわりと彼女の黒くろ髪かみを揺ゆらした。一瞬見えたのは白い首筋と、そこにわずかに残る痕あと──血が、怒いかりでざわりと沸わき立つのを覚えた。

　吸血までに至らない口づけは、戯たわむれの痕。挑発である。

　つい先刻見た灰色の鳥は、わずかだが血のにおいをさせていた。貴族が自分の血を与あたえ、隷れい属ぞくとしてそばにおいているのだろう。吸血鬼化させた者は、永えい劫ごうに血を与え続けてやらなければ飢き餓がに自我を失い人を無差別に襲おそう化け物になる。襲われた者はグールと化し、意思もなく人を襲い続けてさらなるグールを生み出す。そうなれば損害を受けるのは貴族たちだ。エサが減り、始祖の命めいでグールの駆く除じよという面めん倒どうな仕事を押し付けられる。

　隷属は、一歩間ま違ちがえればメリット以上にリスクとなる。しかも相手はただの鳥だ。よほど気に入っていなければ隷属になど望まないだろう。

　リスクを吞のみ込んで魂たましいさえ虜とりこにし、従属させ、監かん視しの〝目〟とする。

　能力は人より劣るが、行動範囲の広さがそれを補っている。

　ぎりぎりと奥歯を嚙みしめていると水穂が溜ため息いきをつき、夕がしなだれかかってきた。

「片づけましょう」

　敵てき愾がい心剝むき出しに末雪に睨まれながら片づけがはじまる。水飲み場が洗い場として利用されるが、一ヶ所しかないので必然的に並ぶことになった。

　なぜこんなことをしているのかと、急に疑問を抱だいて彩音を見た。彼女がいたから──だから、彼女の望む平へい穏おんに身を投じた。人として生きることを望んだ彼女の隣となりにいるためには、彼もまた人としての生き方を選ぶ必要があった。

「次なにするんだっけ？」

「……落ち葉拾いです」

「なにそれ、掃そう除じ？」

　ふと水穂と末雪の会話が聞こえ、旭は彩音から視線をはずして末雪を見た。

「レクリエーションの名目は協調性を学ばせることですが、森の維持管理も目的に入ってるんです。手入れしないと山が荒あれるのと同じで、森も適度に伐ばつ採さいする必要がある。今回、キャンプで使われる薪まきは……」

「廃はい材ざい？」

　彩音がはっとしている。末雪が神しん妙みような顔でうなずいた。

「はい。伐採した木が薪になります。お陰かげできれいなんですよね、この森。消火器の使い方を学び、生徒同士の交流を深め、結束を強める。学校でおこなうので大がかりな移動はいらないし、伐採した木材も処理できる。消防署も毎年のことなので慣れたものです」

「せこい」

「合理的だと評価します」

　東大寺の一言に末雪が当然とばかりに返す。判断は人それぞれらしい。

「じゃあ、分担で作業をしてもいいってこと？」

　彩音が疑問を口にするのを聞いて、旭は手にしていた食器を東大寺に押し付け、彩音のものもついでに押し付けた。

「行くぞ」

「待ってください！　勝手なことは……」

「順番だ」

　ペアを変えると言ったのは彩音で、それを了りよう承しようしたのは班のメンバーだ。つまり次に彩音のパートナーになるのは旭か東大寺になる。末雪が東大寺を見ると、彼はにっこりと笑った。

「僕は原北さんのパートナーになりたい」

　末雪の懇こん願がんをあっさり流して東大寺が断言したところで話は終しゆう了りようした。

　旭は彩音の手を取っていったん広場に戻った。教師たちが落ち葉拾いの道具を用意していたので、軍手と熊くま手で、大きな袋ふくろを借りてそのまま森へと入る。

「あ、旭、旭！」

　怯おびえるような声が耳じ朶だを打つ。それにひどく苛いら立だった。別人ならよかったのだ。いっそ知らない娘むすめならかかわることもなく通りすぎただろう。

　それとも、本当に知らない娘なのか。

　立ち止まって振ふり向むいた旭は、頰ほおを赤らめぐっと涙なみだをこらえて口をへの字に曲げている彩音を見て思考まで停止させた。怯える子ウサギがいる。瞳ひとみだけで拒絶を主張し、抗こう議ぎの言葉を探している。それはひどく加か虐ぎやく心を刺し激げきされる姿だった。

　泣き叫さけぶ彼女を押さえつけ、柔やわらかな肌はだに牙きばを突つき立てすべてを喰らい尽つくしたい。喉のどの異様な渇かわきに目の前が赤く染まる──その、刹せつ那な。

「あ！　ホワイトタイガー!!」

　まっすぐ旭を見つめていた彩音の視線が下へ移動した。つられて振り向いた旭は、見事な毛並みのペルシャ猫ねこに溜息をついた。焼け付く飢餓から意識をそらすように足に額をこすりつける猫の頭を撫なでた。どうやら彩音は猫に触さわりたいらしい。両手を胸の高さまであげ、ジリジリと近づいてくる。よりいっそう強くなる飢き餓が感かんに苛立った矢先、猫が顔を上げて威い嚇かくするようにうなり声をあげた。

　猫は、木の枝にとまる灰色のオカメインコを見つめていた。オカメインコは旭と目が合った瞬しゆん間かん、はっとしたように飛び立った。

「待て！」

「ぴーちゃん!?」

　彩音の声にオカメインコはくいっと首を曲げた。もはやそれはただのペットではない。吸きゆう血けつ鬼きの血を受けた〝化け物〟だ。

「あの鳥、知ってるのか？」

「知ってるっていうか、前に学校で見た賢かしこい鳥」

　彩音の返答に、主人が近くに潜せん伏ぷくしていると判断した旭は小石を拾って軽く弾はずませた。振りかぶり踏ふみ出した足に体重をのせ投げる。

　鳥は石を軽々と避よける。旭が舌打ちした直後、小さな体がバランスを崩くずして降下した。

「ど、どうして、石なんて投げるの!?」

「吸血鬼の隷しもべだからに決まってるだろう？」

　叫さけんで走り出す彩音に当とう惑わくしながら旭もあとを追った。石はあたっていないはずだ。少なくとも旭の目にはそう見えた。風圧に驚おどろいて落ちたのだろうと考え彩音に追いつき、そのまま落ち葉の上で翼つばさをばたつかせるオカメインコに近づいた。

　その途と端たん、オカメインコはぴたりと動きを止め、起き上がったかと思うと奥へと歩いて行った。違い和わ感かんにオカメインコのあとを追う彩音を止めようと旭が足を踏み出した。

　一いつ瞬しゆん、がくんと視界が揺れた。

　旭はとっさに彩音を抱きよせ腕うでにくるんだ。なにかに気を取られ、体勢を立て直す間もなく全身を地面に叩たたきつけられた。肌が焼けるように痛いたみ、息が詰つまる。神経を切り離はなそうとしたがうまくいかない。大きく息を吸い込むと濃のう密みつな血のにおいに目の前が真っ赤に染まった。

　穴に落ちたのだと気づいたが、すぐには動けなかった。

「か……は……っ」

　喉が焼け付く。異様な体のうずきに腕の中のものを強く抱だきしめ、悲鳴に気づいて顔を上げた。頭上からさす光に淡あわく照らし出されたものは、驚きよう愕がくする彩音の顔だった。

　一ひと欠片かけらの理性が警けい鐘しようのように鳴り響ひびく。

　引き裂さきたい。奪うばいたい。喰らい尽くしたい。ひどいことをしてしまいたい。

　そうすれば焼け付くような喉の渇きは満たされるだろう。そうすれば──。

　ふと、彩音の手が旭の体に回った。彼女は驚いたように手を離し、すぐに旭の体を押さえる。鋭するどい痛みに目がくらむ。

「旭！　血が……ど、どうしてこんなところに穴なんて……誰だれか！　誰か……!!」

　旭の肩かたから背にかけてできた裂れつ傷しようを彩音が真っ青になって押さえている。目の前に白い首筋があった。かぐわしいにおいが立ちのぼり、わずかに残っている理性さえ揺ゆらぐ。

　触ふれたい。牙を突き立てたい。

　旭はその体を抱きしめていた手を離した。

「す、すぐ、人が来てくれる。だから、大だい丈じよう夫ぶだから！」

　瞳を覗のぞき込み、泣くのをこらえながら彩音が訴うつたえた。そこに映る自分はひどく苦しげな顔で彩音だけを見つめていた。

「彩音」

　呼びかけて、それが〝誰〟なのか確かく認にんする。彩音はそんな旭に「うん」とうなずきながら無理に笑えみを作ろうとした。恐おそろしくてたまらないはずなのに、必死でそれを隠かくそうとする。それは旭を不安にさせまいとする彼女の優やさしさだ。

　旭は手に力が入ることを確認し、彩音を抱いてゆっくりと立ち上がった。

「旭!?　動いちゃだめ！　旭!!」

　傷口を押さえる彩音が懇願する。その声を聞きながら視線を上げる。ずいぶん念入りに掘ほったのか、両手を伸ばしても這はい上がれないほど穴が深い。だが、二人なら届く高さだ。旭は彩音を抱だき直し、驚愕するその体をゆっくり持ち上げた。

　すぐに意図に気づいてくれた彩音が必死になって手を伸ばす。土の壁かべがぼろぼろと崩れ落ちたが、彩音の手が近くに生えていた草を摑つかみ、なんとかよじ登った。

「旭」

　手を伸ばされたが、旭はゆっくり首を横にふってその場に膝ひざをついた。

　ようやく彼女が離れてくれたのだ。喉の渇きにわれを失えば、あの白くなまめかしい喉を食いやぶってしまうだろう。離れていたほうがいい。いっそ突き放してくれたほうがどれほど助かることか。

　何度も名を呼び手を伸ばした彼女は、ポケットから防犯ブザーを取り出し、ピンを引き抜ぬいて穴の中に落とした。直後、その姿が視界から消える。

　しばらくすると肩に灰色の鳥をのせた影がやってきてじっと旭を見おろした。

「どんなに我が慢まんしてもだめヨ。もう限界ネ！」

　翼をばたつかせると耳みみ障ざわりな声がそう語りかけてきた。

　小さく押し殺すような笑い声が耳の奥に響く。影はそのまま踵きびすを返しゆっくりと離れていった。




　　　　３




　目を開けると、真っ白な虫食いの天てん井じようが見えた。首を横に倒たおすと校医の由眞がいる。異様にさばけた口調の彼女は、ぼうっとしている旭に気がついて顎あごをしゃくってみせた。

　言われるまま視線を落とし旭は目を見開く。旭の手を握にぎりながら彩音がベッドにもたれかかって眠ねむっていたのだ。

「助けを呼びに来たとき完全にパニックで、なに言ってるのかさっぱりわからなかったんだ。でもまあ、出血のわりには傷が浅くて、病院に行くほどでもなかったが」

　どうやら傷を負ってしばらくしてから救出されたらしい。由眞に、彩音が森の中を歩き回っていたのだと知らされ、胸が痛くなった。

　繫つないだ指先にそっと力を込める。

「一応、警察も呼んだ。悪質ないたずらってことで処理されたが……落とし穴だって、落ち方によっては命に関かかわるんだ。おまけに壁に鉄板仕込みやがって……」

　タバコを手に取り、旭の視線に気づいてポケットに押し込む。

「俺以外の血は？　なかったか？」

「血？　ああ、菱川が言ってたな。穴に落ちたときにすごい血のにおいがしたって。……血はなかった。見つかってたら、今ごろレクリエーション自体中止になってた」

　あの大量の血臭のもとは、どうやら〝犯人〟が回収していったらしい。どうやって集めたかはわからないが、公おおやけにする気はないようだ。そのお陰かげで彩音の楽しみにしていた行事は続いているのなら、旭にとっても幸いだった。

　ほっと息をつくと、

「怪け我がしてるのに無理して菱川を出してやったんだって？　よかったな。頑がん張ばったかいがあったじゃないか。あんなに盛大にふられたのに、ちょっと懐なついてるぞ？」

　ニヤニヤと笑いながら言われて少し狼狽うろたえた。慌あわてて手を離すともぞもぞと彩音が動く。

「ん……？　旭……？　あ、旭！　傷、大丈夫!?　ごめんね。すぐに人を、よ、呼ぼうと、お、思って、迷わないよう目印に防犯ブザーを置いていったのに……っ」

　ボロボロと泣なき崩れる彩音を見て旭はゆっくり体を起こす。

「わ、私が、ぴーちゃん追いかけなきゃ……あ、あんなこと……ならな、か……」

「……いい」

　別の誰かが落ちたらこの程度の怪我ですんだかどうか。怪我を負わせるのを目的に作られた穴を思うと不幸中の幸いという気分になってきた。

　後こう悔かいと安あん堵どに泣く彼女を見ていると胸の奥にさざ波が立つ。

　抱きしめたい衝しよう動どうを寸前で堪こらえ、旭はベッドから下りようと体をひねった。それを見て、彩音はもちろん、由眞もぎょっとした。

「動くな！　家に連れん絡らくを入れて、今日はもう──え……？」

　ほどけた包帯の下から覗いたのはもうほとんど傷も癒いえた体だった。駆かけ寄よってまじまじと傷を確認した由眞は盛大に首をひねった。

「どういうことだ。傷が塞ふさがってる？」

　由眞の声に驚いて身を乗り出した彩音は、即そく座ざに赤くなって背を向けた。どうやら男の裸はだかには慣れていないらしい。逆に由眞は、旭が服を着るあいだもじろじろと傷を見ていた。

　時計を見ると、六時を過ぎていた。

「旭、本当に大丈夫？」

　問う声が不安げに揺れる。旭はうなずき、少し彩音から離れる。息を吸うだけで惑まどわされる。喉のどの渇かわきが限界を超こえ、酩めい酊ていするように意識がかすむ。

　離れたい。けれど、離れられない。近くに吸きゆう血けつ鬼きがいる。隷れい属ぞくを放って監かん視しをしているらしい。なにより旭自身が、ここにいたいと強く願っている。

「あ、まだみんな外にいる。……行ってみる？」

　外を見ていた彩音に問われ、旭はうなずいた。靴くつを履はいて外に行くと、食事をとっている最中だった。予定より一時間近く遅おそいのは、旭の一件があったからなのだろう。

「大丈夫ですか？」

　末雪に少し気き遣づかわしげに尋たずねられ、夕が席をあけて座るよううながしてくれた。喉の渇きは癒えないが、食べることで少しは紛まぎらわすことができる。旭が無造作に食事を搔かき込んでいると誰もが驚おどろき──そして、彩音は、安堵したように微ほほ笑えんだ。

　心がざわつくのはなぜだろう。

　彼女がそばにいる、そのことを意識せずにはいられなかった。







　旭は思った以上に元気で、彩音はほっとした。

　深い穴の中、肩から背にかけてできた傷から血がとめどなく流れていた。死んでしまうのではないかと、そう思うほどの傷だった。

（……気のせい……？）

　校舎まで助けを求めに行き、一番はじめに会ったのがクラス担任の奥村先生だった。血まみれの彩音を見て卒そつ倒とうしかけた先生を一いつ喝かつしたのが生活指導の坂峰先生である。坂峰先生の指示のもと担たん架かを手に現場に戻もどって穴の中から旭を引き上げ、校医の由眞先生が救急車は必要ないと判断したとき、彩音は自分の耳を疑った。

　だが実際、もう動き回っている。

「旭くんと彩音ちゃん、二人して制服なんだね。いいなあ、一いつ緒しよで」

　夕の言葉に目を瞬またたく。ジャージを水につけたとき、大量の血がにじみ出した。それを思うとこの状じよう況きようがとても「いい」とは思えなかった。

「レクリエーション一日目の夜は肝きも試だめし大会なんですが……やめておきますか？」

　紙でクジを作って持ってきた末雪が、彩音と旭を見ながらそう尋ねた。周りにいる班はすでに食器を片付けペアを決め、校舎へと向かっている。せっかくの行事なのだから参加したい。しかし、旭の体調を思うとあきらめたほうがいいだろう。

「私は……」

「出る」

　彩音の言葉を遮さえぎるように言い、旭はクジに手を伸のばす。

「……同じ色のクジを引いた者同士がペアです。順路にそって進み、ボールを回収してゴールに行ってください。トータルタイムが短いペアが優勝になります。一等が半年分の校内食堂の食券です」

「半年!?　なにその中ちゆう途と半はん端ぱなの！」

「……デラックスコースで」

　文句を言った水穂はすぐさま拍はく手しゆを添そえた。お弁当組の彩音はまだ食堂に行ったことはないが、東大寺と夕も声をあげたので、ずいぶん豪ごう華かなコースなのだろう。

　彩音は微び妙みように距きよ離りを置く旭を見た。暇ひまがあれば睨にらんできた男が、今は一いつ瞬しゆんたりとも目を合わせない。

（お……怒おこって、当然だよね。私のせいで怪我をして、それなのに……）

「菱川さん？　クジを」

　末雪に名を呼ばれ、彩音は慌ててクジを引いた。先せん端たんは白。旭と同じだ。

「彩音ちゃん、旭くんとペアだ！　いいなあ」

　夕の声に旭は手にしたクジを末雪に押し付け、もう一本引いた。次のクジの先端は赤色に塗ぬってあった。呆あつ気けにとられる皆みなとは対照的に、夕は手を叩たたいて喜んだ。

「やったー。私、赤！　旭くんと一緒!!」

「え、でも、今……」

　彩音は戸と惑まどう。いつもあれほどつきまとってきた旭が離はなれていく。ほんの少し前は、きっとほっとしていたに違ちがいない状況なのに、今はひどく動どう揺ようしていた。

「原北、行くぞ」

「行くー!!」

　嬉うれしさのあまりぴょんぴょんと飛び跳はねる夕は、旭の腕うでに自分の腕を絡からめ、胸を押し付けて満面に笑えみを浮うかべた。

「……あー、ふられたか？」

「は、原北さああああん」

　水穂はぽりぽりと頰ほおを搔き、東大寺は膝ひざからくずおれて右手を伸ばし嘆なげいている。彩音はただ立ち尽つくし、遠ざかっていく二人を見ることしかできなかった。

「……菱川さん、どうしますか？」

　末雪に言われて校舎を見ると、ぽつぽつと明かりが見えた。

「任意ではあるんですがみんな面おも白しろがって出てるんです。六時から十時まで受け付けてるんで……まだ、悩なやんでも大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「あたしパスー」

「ぼ、僕も、パスする。肝試し、一回しかチャンスがなかったのに……っ」

　水穂と東大寺は互たがいに片手をあげて宣言した。それを見て彩音はますます悩む。

（旭が肝試し大会に出られるくらい元気なのはよかったけど、なんかもやもやする。でも、怒らせたのは私だよね。私が悪いんだ。……けど、今まであんなに絡んできたのに）

「彩音、悩んだらとりあえずやっとけ！　前進あるのみ！」

　水穂に軽く背中を叩かれ、彩音はよろめきながら末雪の前に進み出る。

「行きますか？」

「……よろしくお願いします」

　深々と頭を下げると末雪はこころよくうなずいてくれた。彩音は末雪とともに明かりの灯ともされた夜道を校舎に向かって歩く。暗い森はやはり少し怖こわいが、人の気配があるせいかそれほど緊きん張ちようはしなかった。それより今は旭のことが気になって仕方がない。

「落ち着きませんね。どうかしたんですか？」

　きょろきょろしていると末雪に指し摘てきされてしまった。

「う、ううん。あの、肝試しって、あ、危ないこととか、ないよね？」

「お遊びですから、怪け我がをするような危険なことはないと思います。……もしかして、破賀のことを心配してるんですか？」

「すごい怪我をしてて、あんまり動けないはずなの」

「……わりと平気そうに見えました。怪我と聞いて僕もそれなりに心配してたんですが……本人が平気そうにしてるんですから、そんなに気にしなくていいんじゃないですか？」

　微妙に辛しん辣らつな言い回しの末雪が昇しよう降こう口で懐かい中ちゆう電灯を受け取った。スイッチを入れると円で切り取られたように光の当たる場所だけが明るくなる。

「誰だれがあんな落とし穴を……」

　彩音の声は廊ろう下かによく響ひびいた。とっさに口を押さえて辺りを見回し、廃はい墟きよのような独特の静せい寂じやくにぞぞっと鳥とり肌はだを立てる。非常灯の明かりがぼうっと廊下ににじむ様はそれだけで不気味で、なにかよくないモノが呼び寄せられてしまいそうだ。

「大丈夫ですよ。お化けなんていません。よく言うじゃないですか。生きてる人間が一番怖いって。仮にお化けがいたとしても、危害を加えてくることはないんです」

　尻しり込ごみする彩音とは対照的に末雪はさらりと言い切った。

「──落とし穴を作った犯人捜しは警察に任せましょう。菱川さんがそんな顔をしてると、破賀がよけいに気を遣つかいますよ」

「旭が？」

「そんな気がしただけです。……怖いなら手を繫つなぎますか？　多少は紛れると思いますが」

　手を差し出しつつ微笑まれ、彩音は勢いよく首を横にふる。

（旭が、気を遣う？　なにに？　どうして？）

　人の迷めい惑わくをかえりみない行動が目について、その印象ばかりが先に立つから改めて言われると疑ぎ問もん符ふしか生まれない。

（……最近、旭のことばっかり考えてる気がする）

　人のペースをさんざん乱す不ふ埒らち者。今もやっぱり彩音の心に住みついて、混乱させてくる。彩音は軽く頭をふって残像を追い払はらい、順路を辿たどる足に力を込めた。順路の矢印は備品準備室のドアに向かっていた。あらゆる備品を集めた一室は、埃ほこりよけに白い布がかぶせてある棚たながいくつも並び、それだけで心臓がキュッと絞しぼられるような気がした。

「あ。末雪くん、あそこにボールがある。ピンポン球だ」

　部屋の奥に番号の書かれた白いボールが入ったプラスチックケースがあった。

「……一番からふってありますね」

　ピンポン球を一つずつ手に取って首をひねる未雪から懐中電灯を受け取ると、取り付けられてある札がプラスチックケースにぶつかった。丸い札に書かれた番号は二十七番。あっと二人同時に声をあげ、プラスチックケースをあさって同じ番号のものを探す。

「これ、あとから来たほうが有利なんじゃ……」

「予備の球を追加してると思いますよ。二十七、二十七……見つからないな。二十七」

「……ない……あ……末雪くん、二十七！」

　自じ慢まんげに見つけたピンポン球をかかげたその瞬しゆん間かん、視界の端で白いものが動いた。振り返った彩音の表情が固まった。

　白い布の塊かたまりは、足を引きずるようにゆっくりと近づいてくるのだ。

「……い……っ」

　ざわっと鳥肌が立った。悲鳴とともに部屋を飛び出した彩音の足がもつれた。

「菱川さん、走ったらだめで……あっ」

　末雪が彩音の腕を摑つかみ、二人は勢いよく廊下に転がった。痛みは意外になくて、彩音はそろりと目を開け──ほっと息をつく末雪に気づく。彩音は彼の腕の中、のしかかられるように倒たおれていたのだ。

「大丈夫ですか？」

　中指でずれた眼鏡めがねを軽く押し上げる。月明かりの下、その仕草が妙みように色っぽくて彩音は言葉もなかった。なぜこう色っぽい男が多いのか理解できない。

「っと……す、すみません」

　末雪が慌あわてて体を起こす。しかし、手が滑すべって再び二人の距きよ離りが近づいた──それどころか、接せつ触しよくした。ぺたりと体と体が密着して、その吐と息いきを耳じ朶だに感じ、彩音は悲鳴さえあげられない。

　妙みような間があった。ごくりと息いきを吞のんだ末雪は、勢いよく横に転がって彩音から離れる。素早く体の向きを変えた彼は深々と頭を下げた。

「すみません！」

「う、ううん、平気」

　ではなかったが、そう答える以外にない。動どう揺ように震えながら彩音は末雪の手を借りて立ち上がった。さすがに恐きよう怖ふ心も吹ふき飛んでいたが、代わりに足がガクガクしていた。

「歩けますか？　順路はこちらのようなんですが」

　質問にうなずく。お化け役がいるなんて聞いてない。彩音は失しつ態たいを演じないよう警けい戒かいに警戒を重ね、慎しん重ちように順路を歩いた。

　理科室のドアを開けると人体模型がお出で迎むかえしてくれた。心臓がないのを見て恐怖があっという間に限界値を超こえた。室内からなにかが飛び出し頰をかすめ──、

「いやああああ!!」

　絶ぜつ叫きようとともに彩音は駆かけ出していた。背後から末雪の声が聞こえているが応こたえるゆとりなど皆かい無むである。全力で駆け抜ぬけ、息が切れたところで立ち止まる。

（き、棄き権けんしよう。こんなの絶対無理──!!）

　出口を探す彩音の耳に羽音が聞こえたのはそのときだ。闇やみの中、教室にかかげられているプレートの上に、灰色の鳥が真っ赤な目を爛らん々らんと輝かがやかせながらとまっていた。

「ぴーちゃん？　こ、こんなところに入っちゃだめだよ。こっちにおいで」

　手を出すが、オカメインコは背を向けるなり暗い廊下を飛んでいってしまった。階段を上がり、教室の一つに入ったのを見て暴れる心臓をなだめながらそのあとを追う。

　整然と机の並んだ教室は、廊下よりさらに暗かった。

「おバカさン」

　声につられて窓を見る。そこに、人影があった。

　強い月光に浮うかび上がるのは、すらりとした長身の影かげだった。白い髪かみに血のように赤い双そう眸ぼうを持つ男。その瞳ひとみの色は、入学する直前の夜、公園で見たものと同じだった。

　彩音は背筋を這はうような悪お寒かんに身み震ぶるいした。

（旭……？）

　ガタガタと体が震え出す。口を開いても悲鳴さえ出なかった。

　男が窓辺から離はなれると影はいっそう濃こくなり室内に広がる闇と混じり合った。鳥が羽ばたく。男が口を開くと異様に鋭するどい犬歯が鈍にぶく光った。

（ああ……私は、食べられるんだ）

　恐怖に麻ま痺ひした頭でそんなことを考えた。

　ゆっくりと近づいてきた男が彩音の体を乱暴に押さえつける。服が乱され、首筋に冷たい唇くちびるが押し当てられた。

　密ひそやかな笑えみのあとで、激痛が彼女を襲おそった。







「え、これ暗すぎない？　旭くん、夜目が利きくほう？」

　懐中電灯を持って前を照らしながら、腕うでにべったりくっついた夕が甘ったるく問いかけてきた。なぜこう馴なれ馴れしいのか、歩きづらくて仕方のない旭は疑問符とともに夕を睨にらむ。

　すると、不安に濡ぬれた大きな瞳ひとみが旭を見上げてきた。

　男心をくすぐられるに違ちがいない表情だ。しかし、生あい憎にくとそれを魅み力りよく的に感じる甲か斐い性しようのない旭はただただこの状じよう況きように不満を募つのらせるのである。

「次は社会科準備室だって。案外早くゴールにつけちゃうかも。旭くん、食券ほしい？　ペアだから私のぶんあげるね？」

　にっこりと微ほほ笑えんでぎゅっと腕に胸を押し付けてくる。暗いのは苦にならないようで、夕は終始この調子でせっかく待機していたお化け役にも付き合い程度に驚おどろいているだけだった。怯おびえる演技をし続けて楽しいのか謎なぞでならない。

　社会科準備室に入った途と端たん、夕が悲鳴とともにしゃがみ込んだ。

「痛い……怪我、しちゃった」

　ただよってくる血のにおいに旭は膝ひざを折る。夕の手の甲が切れ、血が流れていた。たいした出血でないことを確かく認にんし、なにか手当てできる道具はないかとポケットをさぐる。だが、旭自身、怪け我がはしても治りが早いため、そうしたものは持っていなかった。

「傷口を水で流すぞ」

　人間は面めん倒どうだな、そう思いながらうながすと、夕はきょとんとした。

「旭くん、興奮しない？」

「………興奮？」

「しないの!?　そういう趣しゆ味みじゃないの!?」

　不ぶ躾しつけな問いに旭は眉まゆをひそめた。旭は慢まん性せい的な飢き餓が状態だ。気を抜くと血の誘ゆう惑わくに負け、幾いく度ど彩音を怯えさせたか知れない。触ふれたくて、けれど傷つけたくなくて、見つめることしかできなかった。

　──見つめることさえも、飢餓に苦しめられる今は辛つらい。

　そんな旭の目の前に、血を流す乙おと女めがいる。無防備に差し出された手をゆっくりとしたたり落ちる血を見て、強きよう烈れつな衝しよう動どうがないことに気がついた。

　相手が彩音でなければこうもやすやすと飢餓を抑おさえられる。今までそうしてきたように、己おのれの中に隠かくしてしまえる。われを忘れるのも、求めてしまうのも彩音だけだ。

「私じゃだめ？」

　夕が真しん剣けんに問いかけてきた。まっすぐに見つめる瞳はかすかに潤うるみ、みずみずしい体はなにより魅力的だった。けれどやはり、心はわずかも揺ゆれなかった。

「俺がほしいのは彩音だけだ」

　今さらながら、そんな簡単なことに気がついた。傷つけないように離れてみたものの、苛いら々いらが収まらない。すぐにでも彼女のもとへ駆けつけたくなる。

　そのとき、羽音が聞こえた。

　反射的に窓を見る。月光に灰色の翼つばさを広げた鳥が一羽、くちばしにリボンを咥くわえて飛んでいる。夜風に舞まうそれを見て旭は立ち上がるなり窓辺に駆け寄った。鳥がくちばしを開くとリボンは舞い落ち、手すりに引っかかった。

　ただよってきたのはかぐわしい血のにおい──ばくんと鼓こ動どうが乱れた。

「旭くん？　どうかしたの？」

　夕の声を無視し、旭は廊ろう下かに飛び出した。早はや鐘がねを打つように鼓動が荒あらい。旭は来た道を戻もどりながら辺りを見回した。

「彩音、どこだ!?」

　呼び声に応こたえる声はない。焦あせりに胸が焼ける。鋭く視線を走らせ廊下を進んだ旭は、大量のネズミが駆けていくのを見て足を止めた。

「なんだ……？」

　階下に下りていくネズミたちと生徒たちのものとおぼしき叫さけび声。眉をひそめた旭は、すぐに血のにおいに気づき辺りを見回した。豊ほう潤じゆんな果実を思わせるかおり──それに突つき動かされ、足が前に出る。

　たどり着いた引き戸を開けると、血のにおいがいっそう濃くなった。

「遅おそかったじゃないか、旭」

　闇の中から声が響ひびいた直後、旭の目は床ゆかに蠢うごめく影をとらえた。対ついの男女だ。女の長い髪が影絵のように床に広がり、白い髪の男は抵てい抗こう一つしない女に覆おおいかぶさっている。白と黒、目に痛いほどのコントラスト──愕がく然ぜんと立ち尽つくす旭に、嘲ちよう笑しよう混じりの真しん紅くの目が向けられた。

「……なにを、している……？」

　問う声が怒いかりで震えた。

　月影はくすりと笑い、白い肌はだから赤く濡れた唇を離した。そして、見せつけるように血に汚よごれた首筋に口づけ、舌でぞろりと舐なめあげる。

　彩音の体がぴくりと小さく揺れた。

「ふふ。おいしいね、この子の血」

　傷口に吸い付き血をすする、それはおぞましい〝食事〟の風景。

「旭には勿もつ体たいないくらいだ。僕の隷ものにしようかな」

「月影……!!」

　怒ど声せいとともに旭は床を蹴ける。楽しげに笑いながら立ち上がった月影は、音もなく旭の拳こぶしを受けた。
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　真紅の眼まな差ざしがまっすぐに嚙かみ合う。

　怒りが思考さえ赤く塗ぬりつぶした。







　目を開けると、獣けものが争っていた。人とは思えない俊しゆん敏びんな動きは、彩音にとって獣以上に恐おそろしいものだった。

　視線が合うとその一匹ぴきはあっさりと窓から外へ逃にげ出し、もう一匹はそこに留まった。

　赤い瞳に金の髪。見おろしてくるのは公園で出会った化け物だった。

「あ……あ、あ、あ……」

　鮮あざやかに蘇よみがえる、赤い唇からのぞく鋭い牙きばの記憶。それは彩音を喰らうために皮ひ膚ふを切り裂さき、痛みを埋うめ込んだ。同時に与あたえられた異様な快楽もまた恐きよう怖ふの対象となった。

「彩音」

　伸のばされた旭の手には血の痕あとがあった。彩音は体を起こし、ずるずると後退する。

「近寄らないで。来ないで」

「彩音……？」

「私に、触さわらないで……!!」

　これは捕ほ食しよく者だ。優やさしい顔で、優しい声で、獲え物ものを騙だましてゆっくり喰らう。首筋を鈍にぶい痛みが幾いく度ども繰くり返し襲ってくる。

（騙されちゃだめだ。あの、目……!!）

　やはり旭はあの夜出会った男だった。そして今再び彩音を襲った。彩音の中で、夜の公園での一件と、先刻の一件がまっすぐ一本の糸で結ばれる。

　異様な輝かがやきを放つ、赤い瞳。

「化け物」

　恐怖とともに吐はき出したその一言に旭の顔から一いつ切さいの表情が消えた。残されたのは奇き妙みような静せい寂じやくと虚きよ無むだけだった。
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　彩音たちの班は、肝きも試だめし大会にゴールすることなく棄き権けんした。

　思いがけず楽しい状況になって、月影はこの上なく機き嫌げんがよかった。

「チャームが効きかなくても、一ヶ所に意識を向けさせることくらいはできるんだよね」

　なにより印象に残るだろう赤い双そう眸ぼうを、月影は彩音の記き憶おくに深く植え付けた。そして、そのまま旭にバトンを渡わたしたのだ。

　明けて翌日、彩音たちの班はとても空気が悪かった。旭はいつも以上に寡か黙もくになり、せっかくの舞ぶ台たいを台無しにされないようにとネズミたちで足止めした末雪は旭を敵視し、旭に置き去りにされた夕は不満を募つのらせ──彩音は、終始怯おびえていた。そして、肝試し大会に参加しなかった二人はそんなメンバーに困り果てていた。

「さっそく仲なか違たがイ？　レクリエーション二日目だっていうのに、情けないわネ！」

　黒羽が伸ばされた月影の指先にとまる。

　彩音がおろおろしている東大寺に声をかけた。嫉しつ妬とに狂くるっているだろうに、旭はそれをじっとこらえている。二人が班から離はなれて校舎に向かって歩き出すのにさえ口出ししない。

　それでも、神経だけは研とぎ澄すましている。

　敵が来たらいつでも彩音を守れるように、と。

「愚おろかだね。昨日守り切れなかったのに、今日はできると思ってるの？　本当、頭が悪いんだから」

　呆あきれるほど滑こつ稽けいな行動に月影は嘲笑した。昨日の彩音の一言がどれほど旭の心に食い込んでいるのか考えると笑わずにはいられなかった。

　今さらだ。人と吸きゆう血けつ鬼き、互いに住む世界がわずかばかり重なっても、相あい容いれることはない。捕食者と被ひ食者という関係は決して崩くずれたりしないのだから。

「昨日はいい働きをしたね、黒羽」

　ご褒ほう美びを与えるように月影が黒羽に唇くちびるをよせる。ちょんっとくちばしに口づけを落とすと、黒羽は大きく翼を広げた。

「当たり前じゃないノ！　でもこんなまだるっこしいのは嫌きらいヨ!!」

　早さつ急きゆうに結果を求めるオカメインコに苦く笑しようし、何気ないそぶりでそっと唇を押さえた。

　いまだ余よ韻いんの抜ぬけない甘い蜜みつのような血。数え切れないほど女を惑まどわせてきたというのに、そのどれとも違ちがう気がした。

「……生まれ変わり、か」

〝彼女〟の味はどんなものだっただろう。じゃれ合った記憶はあるのに、口づけたことさえなかった過去を思う。

　月影はじっと目をこらす。その先に、彩音がいた。







　──化け物。

　そんな言葉が自分の口から出てくるなんて思わなかった。その言葉を向けられたときの旭の顔が忘れられなかった。

（でも、首を嚙まれて……）

　出血自体はたいしたことがなく、すぐに末雪が駆かけつけてくれたから大事はなかった。なにがあったのか尋たずねられたが、結局なにも答えられずにいた。

　夜は水穂にくっついて眠ねむり、朝はできるだけ旭に近づかないようにして過ごした。

「東大寺くん！　た、宝探しに行きませんか!?」

　息苦しいほど旭に凝ぎよう視しされ、そのうえ末雪に不ふ審しんげな眼差しを向けられ、彩音は班から逃げる口実を探して東大寺に声をかけた。彼は笑え顔がお一つで了りよう承しようし、わらわらと校舎に向かう生徒にならって歩き出した。

「学校行事なのに自由参加って面おも白しろいよね。だいたいの生徒は景品につられて参加してるみたいだけど」

　敷しき地ち内の至る所に生徒の姿がある。東大寺は小さくたたまれた紙をポケットから取り出し、校舎の中を歩き回った。

「宝探しの開かい催さいは八時半から二時半まで。景品は……あ、図書券がある。文具セット、図ず鑑かん、電子ピアノ、ノートパソコン……ドライヤー？　えーっと、他ほかには……」

　見つけたカードの景品がもらえるが、取得条件が〝二枚〟になっている。自力で二枚集めるか景品交こう換かん所に行って目的のカードを持っている生徒を捜さがして交こう渉しようするか──どちらにせよ、あいだに昼食の支し度たくを挟はさむため、それほど時間はない。

「菱川さんはなにがほしい？　一応、一人一個ってことになってるけど」

　異変を察して気き遣づかっているのだろう。東大寺が一方的に話し、すでに人のいる教室の中を見て歩く。掃そう除じ道具入れを開けバケツを覗のぞき込み、貼はり出されている行事予定の紙を剝はがす。

「二時半からはキャンプファイヤーの準備で明日あしたは掃除をして下校。こう考えると三日間って短いよねえ」

　東大寺は行事予定表を貼り直して溜ため息いきをついた。つまり、彩音が誘さそったことで東大寺が夕と一いつ緒しよにいる時間がさらに短くなったことになる。

「ごめんなさい。本当は原北さんと一緒にいたかったんだよね？」

「あー、気にしないで。原北さんにふられたから、気晴らしにちょうどよかったし」

「ふ、ふられたの!?」

「昨日の夜に肝試しから帰ってきて、なんか落ち込んでたから慰なぐさめついでに勢いで」

　東大寺は小さく笑って地図を開いた。明るい場所で見ると、肝きも試だめし大会で歩いた距きよ離りはたいしたことがなく、昼間歩けば十分もかからず回れてしまいそうだ。

　闇やみだから足がすくむ。前が見えないから進むのが怖こわくなる。立ち止まってその先を確かく認にんしないと一歩を踏ふみ出せない。同じ場所なのに昼と夜では見え方が違うのだ。備品準備室などは最たる例で、埃ほこりよけのシーツが、昨日はただただ気味の悪いディスプレイと化していた。

「……東大寺くんは、原北さんのどんな所が好きだったの？」

「好きっていうか、興味を持ったっていうのが正解かなあ。原北さんって雑食系女子なんだ。肉食とか草食とかいるでしょ。あれの雑食」

「雑食？」

「そうそう。ここぞと思ったら自分でぐいぐい食いついちゃって、でも、待ってることもする。同おな中ちゆうの子に、そのスイッチが髪かみと眼鏡めがねって聞いて、面白いなあって思って興味を持って」

「それって好きとは違うよね？」

　彩音は鼓こ動どうが速くなるのを感じながら、昨日自分が迷い込んだ教室にそっと近づいた。

「興味の積み重ねは〝好き〟に繫つながると思うんだ」

　引き戸に手を当て躊躇ためらっていると、東大寺が不思議そうに首をかしげながら引き戸を開けた。室内に争いの痕こん跡せきはなく、昨日の一件が夢ではないかと錯さつ覚かくするほどだった。

　それでも、動かぬ証しよう拠こが彩音の首に傷として残っている。

「いい人だなって思うのも、好意なんだよね」

　東大寺の言葉に彩音はぴたりと動きを止める。

「それは〝評価〟だよ」

「好意だと思うけどなあ。僕の話を真しん剣けんに聞く菱川さんも〝いい人〟だと思うし。苦手な人でも、その繰り返しで好意になったりするよ」

「……その好意は、好きとは違う」

「だよねー」

　と、東大寺が笑って窓を開け、身を乗り出した。

「好意が好きに変わるかは別として、とりあえず付き合ってみたいかな、とか」

　夕もそんなことを言っていた。愛情の育て方はいろいろとあるらしい。

「恋こいは相手と自分に心を傾かたむけるけど、愛は相手とその周りに傾けるものだからね。そこまで好きになれたら幸せだよねえ。僕の周り、大だい恋れん愛あいでくっついた人ばっかだからちょっとそういうのに憧あこがれる」

「と、東大寺くん！　普通、高校生はそういう恥はずかしいことは言わないと思います！」

　聞いているとムズムズしてくる。素す直なおな彩音の言葉に東大寺はやはり苦笑し、体を起こした。

（……私にとっての旭はなんだろう。なんでこんなにもやもやするんだろう）

　ひどいことをされたはずなのに、傷ついた顔を思い出すと後こう悔かいの念が膨ふくれ上がる。

「こ……怖いのに、嫌いじゃないの」

　床ゆかの一点、旭が立っていた場所をじっと見つめながら彩音がつぶやく。廊ろう下かへ出ようとしていた東大寺が足を止めて振ふり返り、不思議そうな顔をしてから察したようにうなずいた。

「悪い人だって思う？」

　わからない。でも、首を横にふっていた。

「……まあ、悪い男ほど魅み力りよく的って言う女もいるしなー」

　えええっと小さく嘆なげくと東大寺がまた笑い、彩音の手に小さなカードを落とした。

「破賀と仲直りしたほうがいいよ。朝っぱらから死にそうな顔してた。ずっと仏ぶつ頂ちよう面づらで表情そんなに変わらないのに、目は口ほどにものを言うって、昔の人はうまいこと言ったよね」

　喧けん嘩かをしているわけではない。だから仲直りするのは違う。どう答えていいかわからず、複雑な心境のまま白いカードを裏返す。そこに文字が書かれていた。

〝銀のアクセサリー〟

　驚おどろいて東大寺を見ると彼は「あげる」と片目をつぶった。







　手の中にはカードが一枚。時計を見るとまだ十時。

　友人を見つけて話し込む東大寺と別れた彩音は図書室に向かった。通い慣れた場所だし、なによりそこには月影がいる。当然、いつものように出で迎むかえてくれると思っていた。

　しかし、図書室はいつもと様子が違っていた。圧あつ倒とう的に人が多かったのだ。室内を歩き回るのはすべて一年生──レクリエーション参加者だった。

（……あ、そうか。今日は土曜日だから……）

　教科書が棚たなを埋うめる自習スペースに月影の姿がないのを見て肩かたが落ちた。とぼとぼと歩き回っていると、カードを見つけたのか、どこからか興奮気味な叫さけび声が聞こえてきた。足を止めて辺りを見回した彩音は、熱心に室内を調べる生徒とは別に、なにかをちらちらと盗ぬすみ見る女子生徒がいることに気づいた。

　何気なくその視線を追った彩音は、見慣れた男の後ろ姿に立ちすくんだ。

（旭……!?　ぐ、偶ぐう然ぜんだよね!?　イベント参加中で、たまたまここに来て、だから……）

　誰だれかを捜すように辺りを見回す旭を見て彩音は慌あわてて書しよ架かに隠かくれる。逃にげ場を探していると、誰かが肩をポンと叩たたいて通りすぎた。顔を上げると一いつ瞬しゆんだけ目が合った。柔やわらかそうな髪で肩をおおい、大きな瞳ひとみが可か愛わいらしい女の子だった。

　驚く彩音から目を逸そらし、彼女は旭の腕うでに自分の腕を絡からめた。

「旭くん、カード見つかった？　なにかほしいもの、ある？」

「……原北さん!?」

　髪をほどき眼鏡めがねをはずしがらりとイメージを変えた彼女は、周りの視線も気にせず旭に甘える。彩音は茫ぼう然ぜんとそれを見つめ、旭が振り返ると同時に書架に隠れて息を殺した。足音が近づいてくる。逃げようと書架から離はなれた彩音の手が摑つかまれた。

「彩音、こっち」

　声をあげる間もなく強ごう引いんに誘ゆう導どうするのは月影である。近くの書架に素す早ばやく隠れ、そこから奥へ移動し、図書準備室の中に彩音を導いた。古書を大量に収めた書架が並ぶ部屋のテーブルにも、修しゆう繕ぜん作業の途と中ちゆうらしき本が山のように積まれていた。

「真っ青だけど、なにかあった？」

「な、なんでもない。月影、今日も来てたんだね。いるとは思わなかったからびっくりした」

　慌てて笑えみを作るが、なぜか鼓動は前よりいっそう激しくなった。じっとりと手に汗あせがにじむ。まるで、無意識になにかに怯おびえているかのように。

「……なに？　話し相手になってあげるって、僕、言ったよね？　話してごらん？」

　優やさしげに微ほほ笑えまれ、彩音は戸と惑まどいながらドアをちらりと見た。

「さっきの男？」

「え？」

「ごめん、君の様子がおかしかったからちょっと見てた。知り合い？」

　思いがけない一言に彩音の頰ほおに朱しゆが散った。ぐっと唇くちびるを嚙かんでから小さく息を吐はき出す。

「教室で隣となりの席に座ってる人」

「──ああ、いつも君を睨にらんでるストーカーの彼？　女の子と一緒だったみたいだけど……ふうん。女にだらしないんだ。まあ確かに可愛かったよね、あの子」

「え……そ、そういう、わけじゃ、ないと思うんだけど」

　とっさにフォローし、そんな自分に困こん惑わくしていると月影が神しん妙みような顔になった。

「あれ？　彩音からは見えなかった？　あの二人、手を繫いでたけど？」

　見えなかった。全然気づかなかった。彩音が思わず引き戸に一歩近づくと、月影は同情するように息をついた。

「僕の言葉が信じられない？　言い寄ってきた男がいきなり手のひらを返したんじゃ戸惑うけど……もしかしたら、君のいないところでとっくにそういう関係だったんじゃないの？」

「そ、そんなことは、ないと、思う……けど」

　唐とう突とつな質問に彩音は言葉を失う。一昨日おととい、彩音の家に泊とまり、昨日、彩音を襲おそってきた男が、まさか別の誰かとすでに付き合っているだなんて──。

「彩音は恋愛に疎うとそうだからなあ」

　ずばり言われて反論ができない。

「でも、よかったじゃないか。これでつきまとうなってはっきり言える。──あれ？　首、どうかしたの？　絆ばん創そう膏こうが貼はってある。……まさか、あの男にまた襲われた？」

　彩音の髪を指で払はらった月影は、答えられない彩音を見て驚いたように唇を嚙んだ。

「信じられない、なんて男だ。……警察には？」

　やはり答えられない彩音を見て月影は溜ため息いきをついた。

「そうだね。君が騒さわげばせっかくのレクリエーションが台無しになる。それでなくとも昨日の落とし穴の件で教師は続行か中止の判断を迫せまられているっていうのに……」

「え？」

「──ああ、知らないんだ？　だったらあまり公おおやけにしないほうがいいかもしれないな。……あ、僕がこんなこと言ったっていうのも内ない緒しよにしておいてくれる？」

　月影が眼鏡めがねをはずしてポケットに落とし、ずいっと一歩踏ふみ出してきた。総毛立ちつつとっさにうなずくと、月影に優しく頰を撫なでられる。

「傷心の彩音を慰なぐさめてあげようか？」

「べ、別に、傷心なんて……」

　くすりと笑った月影が、そのまま彩音を抱だきしめた。

「僕の前くらい強がらなくてもいいよ。もっと僕に頼たよって。僕は大切な〝友だち〟の力になりたいんだ」

　彩音は真しん摯しな月影の眼まな差ざしに感動する。しかし同時に背筋を這はうような悪お寒かんも感じていた。不安を覚えて友愛の抱ほう擁ようから抜ぬけ出そうと身じろぐと、月影が笑いながら腕に力を込めた。

「う、腕、苦しい」

「そう？　僕は気持ちがいいけど」

「な、慰めてくれるのは、嬉うれしい。でも、こういうのは……」

　腕をはずそうとしても胸を押し返しても、月影は笑うばかりでちっとも取り合ってくれない。彩音が暴れるのに月影は顔色一つ変えず──それどころか、パニックを起こしかける彩音に不自然なほど〝いつも通りの笑顔〟を向けてくる。

「月影」

　懇こん願がんするように名を呼んだとき、ドアが開いて生活指導の坂峰先生が入ってきた。

（い、異性交遊禁止！　乱れた生活禁止！）

　登校日初日、坂峰先生に直接たまわった言葉を思い出し、彩音は全力で月影の腕から逃のがれた。

「こ、これ、これは、違ちがうんです。へ、変な意味じゃなくて、ゆ、友情のハグで……!!」

「──先生、どうしたの？」

　しどろもどろになる彩音を遮さえぎって月影がごく親しげに尋たずねると、坂峰先生はちらりと彼を一いち瞥べつしてから彩音に向き直った。

「準備室は関係者以外の入室は禁止です。出ていきなさい」

「は……はい、失礼します！」

　彩音は準備室から逃げるように飛び出した。心臓がばくばくする。あとで呼び出されたらどうしよう、そんな不安に一目散に図書室の出口に向かった彩音は、そこで旭に見つかって真っ青になった。

　彩音は踵きびすを返し、もう一ヶ所ある出口に向かう。

「彩音」

　阻はばむように手を摑まれ、反射的に振ふり払った。

「あ……旭なんて、大だい嫌きらい！　私に、近づかないで！」

　他ほかに好きな人がいるくせに、怖こわいことばかりするくせに、こうしてつきまとってくる。睨みつけると旭が手を放し、彩音はそのまま図書室から逃げ出した。

　そのまま階段を下りて校舎の中をぐるぐる歩き回る。校舎のどこに行っても楽しげな生徒の姿が見えた。すでにカードを二枚手に入れ歓かん喜きする者もいれば、がっくりと肩かたを落とす者もいた。イベントには参加したいが、校内を歩き回ればまた旭に見つかってしまうだろう。

（どこか、隠れる場所はないかな）

　昨日の昼間は怪け我がを負った旭のために走ったのに、今日は彼から逃げるために歩く。

　適当に歩き回った彩音は迷いに迷って一階に移動し、外へ出た。校舎の付近にはイベント参加の生徒が歩き回っていたので森に入り、切り株に腰こしを下ろして顔を伏ふせた。

　目をつぶると血のように赤い双そう眸ぼうがよみがえる。

　旭のことをちょっと好きになれそうだったのに、また苦手な相手に逆ぎやく戻もどりしてしまった。

「……大嫌いって、言っちゃった」

　自分で言った言葉に落ち込んでしまう。怖いけれど嫌きらいじゃない、それが本心なのに、本人に強い言葉で否定してしまった。ぎゅっと目を閉じているとなにかが足に絡みつき、彩音はハッと目を開ける。彩音に向かい合うように雪よりなお白い猫ねこが座った。そして、しっぽをゆっくり左右に揺ゆらしながら毛け繕づくろいをはじめる。

「ホワイトタイガー」

　凶きよう暴ぼうで有名なペルシャ猫はちらと彩音を見てから毛繕いを続けた。手をひっかかれる前なら、白猫がこうしてそばにいてくれることが特別なのだと気づけなかっただろう。

「……旭のことも、もっと知れば……変わるのかな」

　白猫に手を伸のばしたら案の定威い嚇かくされた。しかし、離はなれていくわけではない。たまにちらりと様子をうかがうように彩音を盗ぬすみ見る。

　乱暴かと思えば優やさしい。怖こわいばかりではない。

（旭みたい）

　既き視し感かんにどきりとしていると、軽快な足音が近づいてきて白猫が慌てたように逃にげ出した。振り返った彩音の隣に、すとんと長い髪かみの少女が腰かける。

「宝探し、しないの？」

　小首をかしげるようにして問いかけてきたのは夕だった。旭と一緒にいたはずの彼女が隣にいる。彩音は思わず辺りを見回した。

「ん？　どうかした？」

「な、なんでもない。……宝探しは……ちょっと、休きゆう憩けい中。原北さんは一人？」

「さっきまで旭くんといたよ？」

　にっこり微笑まれて、その顔があまりにも可か愛わいくて彩音はそっと視線を逸そらした。恋こいする乙おと女めは最強だ。同性でさえこんなに可愛く見えるのだから、異性ならいっそう可愛く見えるに違いない。

（別に、旭が女にだらしなくても私には関係ないし。生まれ変わりがどうとかいう話だって適当に言っただけだろうし……は、原北さんとこっそり付き合ってても、私には関係ない）

　ただむやみに人を惑まどわせたことに対する怒いかりが収まらないだけだ。不誠実な彼の行動が気に入らないだけだ。

（それ以外は、全然、気にしてない！　旭と原北さんが付き合うなら、祝福を……）

「旭くん、優やさしいんだー」

　夕の一言で思考が停止した。レクリエーションの三日間が勝負と言っていた夕は、旭を〝優しい〟と思えるくらい深い関係になったらしい。急転直下についていけない。

「ふ……不潔……!!」

　彩音は叫さけぶなり立ち上がり、きょとんとする夕をおいて逃げるように駆かけ出した。何度か木の根に足を取られ転がりそうになりながら突つき進み、カードを探す生徒に出くわしてようやく足を止めた。乱れる鼓こ動どうに苛いら立だって両手で頰ほおを叩たたき、深呼吸をして声のする方角に進む。

　たどり着いたのは、人もまばらなＢブロックだった。

「……お昼、カレーだっけ」

　彩音は楽しみにしていたイベント参加をあきらめて調理場へと向かった。
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　タマネギを丁てい寧ねいに炒いため、一時間以上煮に込こんでおいたカレーは大好評だった。

「ありがとう、彩音！　あんなにおいしいカレーはじめて！」

　頰を紅潮させて喜んでくれる水穂を見ると、もやもやが少しやわらいだ。しかし、夕が旭に話しかける姿を見ると微び妙みような気分になってしまう。洗い物をしていると、

「やっぱり昨日、破賀となにかあったの？」

　水穂に問いかけられた。肝きも試だめし大会が終わってから相当ぎくしゃくしていたらしい。反射的に首を押さえると水穂が洗い終わった鍋なべを手に近づいてきた。

「ちょっと、なにその絆ばん創そう膏こう!?　まさかキスマーク!?」

「えー、私が旭くんと仲良くしてるの見て不潔って言ったのに！　ぬけがけずるい！」

　コップを片付けた夕が目を輝かせてやってきて、彩音は悲鳴とともに逃げ出した。

（な、なんで原北さんまで楽しそうなの!?　こういう場合はもっとどろどろした修しゆ羅ら場ばになるんじゃ……っ）

「じゃれてる女子三人、午後のキャンプファイヤーの説明をしてもいいですか？」

　洗い場から全力でＢの２まで戻もどると末雪が呆あきれ顔で出で迎むかえた。旭は火の始末をし、東大寺がゴミを分別しながら袋ふくろにつめている。

「キャンプファイヤーは、Ａ、Ｂ、Ｃブロックのそれぞれで一つずつ作ります。木材は自分たちで切って運べとのお達しなので、地味に重労働です。まあ一ブロック九十人いるんで数にものをいわせれば楽勝ですが。僕たちＢの２はキャンプファイヤーの中に入れる細木集めです」

「細木？」

　水穂が首をかしげると末雪がうなずいた。

「森の中に落ちている木を拾うんです。これでますます森がきれいになりますね」

　徹てつ底ていして無む駄だのない行事に感心しつつ呆れた彩音は、旭の視線に気づいて体をこわばらせた。

（原北さんと付き合ってるくせに！　わ……私を、からかって、楽しんでるんだ……!!）

　月影の言った〝女にだらしない〟という言葉を思い出し、怒りで頰が熱くなる。彩音が田舎いなか出身なのが気に入らないのかもしれない。同じ日に学校に来たのに席が一つしかなかったことに腹を立て、彩音をクラスから追い出そうとしたのではないか──考えれば考えるほど、嫌いやな思考に溺おぼれていく。

「細木集めは他に六班参加しますので、集め終わったら順次別の班の手伝いに回ります。一番大変なのは食事の支し度たくになるはずですから最終的にはみんなでそちらに行くことになると思います。キャンプファイヤーと立食パーティーは五時半からスタート。今は二時半だから……意外と時間がありませんよ」

　ぱんっと末雪が手を叩く。

（と、とにかく、レクリエーションを成功させよう。考えるのはそれから）

　彩音が緊きん張ちようする体からそっと力を抜ぬくと、それぞれの班がバラバラに動き出す。同じ細木集めの班と話し合い、集める木の量を決めて一時間半を目安に一度集合することになった。

「で、首の絆創膏はなにかなー？」

　近づいてきた水穂が懲こりもせず手を伸ばして絆創膏を狙ねらう。彩音はさっとそれを避よけた。

「そんなキスマーク、いつつけられたの？　もしかして昨日？」

　細木を集めようと森に入った途と端たん、夕まで近づいてきた。

「キスマークじゃない。これは、嚙かまれたの！」

「嚙まれたって」

「がぶって！」

　夕がきょとんとするのを見て、彩音は勢いのまま答えた。その直後、水穂と夕の視線に後こう悔かいする。

「首に嚙みつくとか情熱的すぎじゃない？」

「えー、彩音ちゃんいいなあ」

「こ、怖いよ!?　食べられるかもって思うくらいだよ!?」

　呆れる水穂の反応はわかるが、頰を赤らめてうらやましがる夕の心理が摑つかめない。驚きよう倒とうする彩音の隣となりで夕がうっとりと微ほほ笑えんでいる。しかし、よくよく考えれば旭の恋こい人びとならそういった状況になるわけで──。

「原北さんなら、……す、すぐに、そういう、関係に、なると思う……けど」

「なりたいけどふられちゃったから」

「……え？」

「昨日ふられて、今日は本気で口説こうと思ったんだけど全然駄だ目めだった。それどころか、彩音ちゃんの様子を見てきてほしいとか頼たのまれちゃって、旭くんって本当ひどいよね！」

　拳こぶしを握にぎって憤ふん慨がいする夕を、彩音は茫ぼう然ぜんと見つめる。

「だ……だって、優しいって……」

「あ、それは、変に期待持たせずにちゃんと断ってくれたから。たまにいるんだよね。適当に言葉濁にごして、彼女とうまくいかないと言い寄ってくる人。私だめなんだ、そういうの」

「図書室で、手を、繫つないで……」

「繫いでないよ？　腕うで組んだら嫌がられちゃったけど」

（え？　あれ？　なんか、話が……）

　思っていた方向とまったく違ちがう。彩音はぐるぐると考え込みながら森の中を歩く。

「だからね、旭くんは──」

　聞こえてきた夕の声に顔を上げた瞬しゆん間かん、木の根に足を取られて体が大きく後方に傾かたむいた。不自然な角度で空が見える。

「彩音ちゃんのことが、大好きなんだよ」

　鈍にぶい音とともに体の落下が止まった。空の代わりに見えたのは旭の慌あわてたような顔──その顔が安あん堵どに崩くずれ柔やわらかな笑えみに変わった瞬間、バクンと鼓動が乱れた。

「あ……旭、は、放して」

　訴うつたえる声が震ふるえた。旭はハッとし、彩音を立たせる。そして、彩音の首になにかをかけてから、散らばった細木を集めて離はなれていった。

　彩音はその場に座り込んだ。首に掛かかるかすかな重みに下を向くと十じゆう字じ架かがぶら下がっていた。

「これ、は……？」

　高鳴る鼓動に狼狽うろたえ、うまく立ち上がれないまま十字架に触ふれた。

「彩音ちゃん、図書室でカード落とさなかった？　旭くんが拾って、すごく真しん剣けんな顔してたんだけど」

　東大寺に手て渡わたされたカードには〝銀のアクセサリー〟とだけ書かれていた。

「旭が、もう一枚のカードを探してくれたの？」

　心臓が騒そう々ぞうしい。

「友だちが恋こいに落ちる瞬間を見ちゃった」

　夕の言葉に彩音は首を横にふった。

「ち、違う。わ、私は、恋人なんて、いらない。友だちがほしいの。普ふ通つうの、学園生活を送りたいの！」

　幼なじみにさんざんからかわれたせいで、恋人がほしいなんて思ったことは一度もなかった。ずっとずっと友人とともに過ごす学園生活に憧あこがれていたのに、こんなにあっさりそれがひっくり返るなんて──。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、恋と青春は両立できるから。さーて、細木拾おうか」

　水穂が適当に相づちを打ち、細木を拾い出す。言いたいことはたくさんあるのに、動どう揺ようしすぎて言葉がうまく出てこない。彩音は真っ赤になったまま細木集めに加わった。ちらりと末雪たちを見ると、すでにかなりの量を集めていた。彩音はぶるぶると首をふり、ぎゅっと口を引き結んで細木を手に取る。

（こ、恋とかじゃないし！　急に顔を見たからびっくりして……だから、だから）

　触れた場所を熱く感じてしまうのも、動揺するがゆえ。ずっと怖こわかった相手なのだから、ちょっと優やさしくされたくらいでそう簡単に恐きよう怖ふ心しんが好意に変わるはずはない。そう思っていたのに。

（うあああん。心臓がドキドキしすぎて辛つらい）

　彩音は細木集めに集中することにした。旭がもし彩音をからかっているのではなかったら、疑ぎ問もん符ふがいくつも残ったままだ。それもすべて後回しにすることにした。とにかく今は学校行事最優先。みんなでたくさん思い出を作るのだ。

　彩音はせっせと細木を集める。右へ左へ歩き、どんどん奥へと突つき進む。小こ脇わきに枝を抱かかえ、彩音はさらに先へ進む。何度か持ち直し、途と中ちゆうから置いて集めたほうが楽だと気づいていくつか枝の小山を作って歩き回り、それを一ヶ所に集めた。

　ロープをはって〝立ち入り禁止〟と書かれている場所に行き当たって足を止める。

「……あ。また落とし穴があるといけないから、かな」

　真新しいロープには値札までついていた。よほど慌てて設置したのだろう。レクリエーション中はほとんど見かけないが、先生たちも陰かげでいろいろ動いてくれているらしい。そうして今の状じよう況きようが保たれていることに感謝しながら彩音は再び細枝を集める。

「頑がん張ばるね」

　どのくらいしてからか、そんな声が聞こえて彩音は額に浮ういた汗あせを拭ふきながら顔を上げた。草をゆっくり踏ふみしめて歩いてくるのは月影だった。

「月影も細木集め？」

「……彩音も？　ずいぶん集めたね」

「う、うん。もう少し集めたらみんなのところに戻もどるつもり。あ、あのね。図書室で、旭たち手を繫いでなかったんだって」

「……へえ、そうだったんだ。おかしいな」

　月影が枝を拾って近づいてくる。その違い和わ感かんに彩音は首をかしげた。

「月影？」

「こっちに。危ないよ」

　ささやく月影が彩音を抱だきしめる。ぎょっとして身じろぐと「そのまま」と言われてしまった。

「な、なに？」

「あいつがいる。彩音、気づいてないの？」

　どきんとした。月影は硬こう直ちよくする彩音の体に回した腕うでに力を込め深く抱だき込み、冷れい酷こくな笑みで口元を歪ゆがめた。

「あれは吸きゆう血けつ鬼き。生き血をすするモンスターだ。君はその吸血鬼に魅み入いられている。可か哀わい想そうに……怖かったね」

「きゅ、吸血鬼なんて、いるわけない」

「──血を吸われたって言ったじゃないか。忘れたの？」

　月影の声に重なるように草を踏む音がした。荒あらい呼吸に異様な気配──それがなんであるか、見なくてもわかる。しかし、振ふり返らずにはいられない。

「ほら、ごらん。吸血鬼というのはね、普通は日の光の下では動けない。それでも、力を制せい御ぎよすることで人の姿を保ち、活動できるようにすることができる」

　ゆっくりと近づいてくるのは金の髪かみの男だった。瞳ひとみは赤く、引き結ばれた唇くちびるのはしから鋭するどい犬歯がのぞく。零こぼれる光に当たるたびに白い煙けむりをあげながら肌はだが焼け、すぐさま再生し、再び光に当たって焼けただれる。

　再生と破は壊かい。

　男の体がゆっくり壊こわれていくような錯さつ覚かくに、彩音は身み震ぶるいした。

「大丈夫だよ。彼は君を獲え物ものに選んだけれど、僕が守ってあげるから」

　唇に嘲ちよう笑しようを、声に慈じ愛あいをのせながら月影がささやいた。

「あれは、旭……？」

「人に寄生して生きる化け物だ」

　月影の声に、旭の足がわずかに鈍る。怒いかりに燃える瞳が月影を睨にらみ据すえた。

「彩音を返せ」

「だめ。彼女の血がほしくてたまらないだろ？　距きよ離りをおかないと自制ができないくらいに。見ているのも苦痛って顔だ」

「返せと言ってる」

　旭が苛いら立だち、拳を握る。それを見て、彩音は息を吞のんだ。荒あら々あらしい気配に体の芯しんからびりびりと痺しびれ、恐きよう怖ふ心ばかりが肥大する。

（だ、だめ！　月影は、はじめてできた私の友だち……!!）

「やめて、旭！」

　旭は彩音の言葉に狼狽え、困こん惑わくの眼まな差ざしを向けてきた。

「彩音、危ないから離れて」

　月影が彩音を脇わきに押しやると、それを待っていたかのように旭が地を蹴けった。襲おそいかかる旭を前に月影はただ無防備に立ち尽つくしている。このままでは月影が怪け我がをしてしまう。そう思った彩音は反射的に二人の間へと身を躍おどらせた。

「やめて！」

　両手を広げて訴える彩音の目に見えたのは、驚きよう愕がくする旭と、悪あつ鬼きのごとく微ほほ笑えむ月影の姿。

　そして、一いつ瞬しゆんで現れた血のように赤い刀が彩音の脇わき腹ばらをすり抜ぬけ、旭の体に深々と突き刺ささる様子だった。

「……く……っ」

　口こう腔こうから溢あふれるのは真っ赤な血。血の色の剣けんは、そのままずぶずぶと旭の胸に埋うまっていく。彩音は悲鳴をあげることもできずに大きく口を開いた。

　旭はよろめいて足を引く。一歩、二歩、三歩と引いていくと赤く濡ぬれた刀身があらわになる。シャツが赤く染まる。彩音の足がガクガクと震え、そのままその場に座り込んだ。

　頭上から羽音が聞こえた刹せつ那な、月影は優ゆう雅がに手をあげた。そこへ、先せん端たんを削けずった木の棒が落ちてきた。

　杭くいだ。吸血鬼を葬ほうむる道具だ。

　月影は微笑んだまま残った刀身を旭の体から乱暴に抜き去った。旭の口から苦痛をこらえるような声が漏もれる。

「彩音、逃にげろ。その、男は……」

　赤い手が差し伸のばされる。それは、彩音に届く前に次なる衝しよう撃げきで下へとさがる。鮮せん血けつが辺りの草を赤く染める。旭が膝ひざを折った。その胸には深々と杭が突き刺さっていた。

「旭……あ……あさ、ひ……」

　旭の血に赤く染まったまま茫ぼう然ぜんとする彩音に、彼はそれでもなお「逃げろ」と告げた。

　力なくゆっくり傾かたむく体がどっと地面に倒たおれ込んだ。

　彩音は己おのれの手を見る。ふっと意識が遠くなった。







　末雪は時計を見た。

　五時二十分──集合時間よりだいぶ過ぎたのに、まだ彩音と旭が戻ってこない。

　末雪はしばし考え、少し不格好に組み上がったキャンプファイヤーと、テーブルの上に敷しかれた銀紙の上に詰つまれた〝料理〟を眺ながめて思案する。

　彩音の怯おびえかたからして旭と二人きりとは考えづらい。彩音ならそういう状況を避けるはずだ。しかし実際問題、あの二人がいないのである。なにか不測の事態が起こった可能性も否いなめない。

「料理睨にらんでどうしたの？　まずそうだなーとか？」

　水穂の声に末雪が目を瞬またたいた。

「いえ。まあ……いいできだと思います」

　鶏とり肉にくを塩コショウで焼いただけだとか、不格好な玉子焼きだとか、愛あい嬌きようのある料理は嫌きらいではない。

「じゃ、彩音たち？　遅おそいよねー」

「……もしかして、森の中でいいことしてるとか？」

　水穂の茶々に夕が不ふ機き嫌げん顔で尋たずねる。まさかもしやと思いつつ、やはりそういう疑問に行き着いてしまうのは致いたし方ない。ただし末雪の場合は、彼女たちとは少し違ちがう意味で危き惧ぐを抱いていた。

　旭の尋じん常じようでないあの眼差し──彩音の安否のほうが気がかりになる。なぜ目を離はなしてしまったのか、しばらく水穂たちとはぐれてしまって、彼女たちと当然一いつ緒しよにいるものだと思い込んでしまったのも間ま違ちがいだった。

「とにかく、捜さがしてきます」

「野や暮ぼだと思うけどなあ」

　慌あわてる末雪を止めるのは、恋れん愛あい至上主義の東大寺である。まるでいい人のように意見する姿に苛ついたが、それを顔に出すことなく「学級委員長ですから」の一言で全部片付けた。

　奥村先生に声をかけると、彼は料理を頰ほおばりながら上じよう機き嫌げんで片手をあげた。放任主義なのは嫌いではないが、放任しすぎなのは問題がある。しかしあえて言うことでもないと判断し、懐かい中ちゆう電灯を手に薄うす暗ぐらくなりはじめた森の中に入った。日の入りは六時過ぎである。しかし、森の夜は町の夜より早くて深い。グズグズしてはいられなかった。

「もー、まっちゃん、歩くの速いー」

　後ろからかかってくる声に振り向むくと、顎あごの下に懐中電灯をあて、スイッチを入れたり切ったりするバカが三人いた。

「……なにしてるんですか？」

「あたしも心配だから手伝うよ。人手は多いほうがいいでしょ？」

「現場を押さえたら私もあきらめがつくと思うの！」

「僕はやめたほうがいいと思うんだけどねー」

　三人三様、それぞれの答えが返ってきた。危ないので戻もどるように伝えたが、森自体が比ひ較かく的てき歩きやすいこともあり、考えの甘い三人は行く気満々で末雪の意見など聞く気もなく歩き出してしまった。

「まったく……僕は引いん率そつじゃありませんよ。迷わないでくださいね。ロープがあったらそこから先には行かないように。はぐれたら引き返してください。わかりましたね？」

「はーい」

　と、三人が返事をする。協調性があるのかないのかわかったものではない。末雪は溜ため息いきをついて辺りを照らす。記き憶おくをたどり、彩音たちと別れた場所を探す。しかし、さすがに夜は昼間とは感じが違い、簡単にはたどり着けなかった。そもそもが同じ場所にいるとは限らないのだ。迷ったならなおさらだろう。

「でも、確かこっち……」

　彩音が歩いて行った方角を思い出して進む。旭はどこへ行っただろう。普ふ段だんはあれほど警けい戒かいしていたのに、こんなときばかり注意を欠くなんて──。

「僕はバカですか！」

　近くの木に額を打ち付けていたら「委員長、ヘッドバットしても解決しないよ」と、東大寺がこっそりツッコミを入れてきた。

「あなたに委員長呼ばわりされる覚えはありません！」

　きっぱりと切り捨てて目をこらす。やはり視界が悪い。眼鏡めがねを持ち上げ、さらに目をこらす。懐中電灯で照らしつつ歩き、踏ふみ出した足になにかが当たって下を見た。木の枝が小さな山になっていた。

「これは……」

「なになに？　あれ、これって彩音が集めたの？」

「わかりません。……けど……」

　末雪が念入りに光を当てると、水穂がゴクリと息を吞む。細木で作られた山は、大きなものから小さなものまでまちまちで、全体の量からして集合場所に運んだとは思えない。

「きゃ……!?」

　夕の声が聞こえ、末雪たちはその姿を捜した。

「どうしたんですか!?」

　駆かけ寄って尋ねると、彼女は草の上を指さして真っ青になっていた。懐中電灯の明かりをあてながら、末雪はゆっくり〝その場所〟をさぐる。ふわりと吹ふいた風が血臭をまとって四人の体を包んだ。

「なに、これ……ちょっと、やばくない？」

　水穂が末雪の腕うでを摑つかんで震ふるえながら訴うつたえた。草が黒く染まっていた。それが黒ではなく赤なのだと気づいたのは一いつ拍ぱくおいてから。踏み荒あらされた草は、大量の血で汚れていた。

「……いたずらじゃないのかな。まさか、本物ってことは……ない、よね？」

　東大寺まで震えながら末雪にすがってきた。男は近寄るなと思ったが、ここで突つっぱねてパニックになられても面めん倒どうなのでそのままゆっくり懐中電灯の明かりを移動させる。

　踏み荒らされた草は、北東に向かって乱れていた。なにか重いものを無造作に引きずったのか血のついた草が同じ方向に倒たおれていた。これが人の血であるのなら、運ばれた誰だれかは深い傷を負っているだろう。おそらくは、生死にかかわるほどの。

　鼓こ動どうがうるさい。緊きん張ちように喉のどがこわばる。

　末雪は三人が止めるのも聞かずにその跡あとを追った。休みなく引きずったのが草の状態からもわかる。血痕はロープを越こえて、その向こうに続いていた。

「やばいって。やめよう。引き返そう。先生呼ぼう！」

「怖こわい、怖い、怖い」

「僕も花柳さんに賛成だ！　引き返そう」

　混乱する言葉も三人三様だ。末雪だけは平静を装いながら血痕を追い、三人はそんな末雪のあとを青ざめながらついてくる。やがて、森が途と切ぎれて広場になった。

　広場の片かた隅すみには木材が積み上げられていた。

　そこから少し離れた位置に、不自然な大きさの十じゆう字じ架かが立っていた。

「……っ……!?」

　末雪は弾はじかれるように駆け出した。十字架から血がしたたっている。赤く、あたたかな生命の源。そこに磔はりつけにされていたのは、心臓を杭くいで貫つらぬかれた金きん髪ぱつの青年だった。

「うそ……これ、旭、くん……？」

　ふっと力の抜ける夕の体を、東大寺が慌あわてて抱だきとめた。

「ちょっと、やめてよ。なにその悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だん。破賀、ふざけてるんだよね？」

　水穂は懇こん願がんするように末雪を見つめ、夕を草の上に寝かせた東大寺は口を押さえるなり森の中に駆け戻った。末雪は思考が停止したように張り付けられた男を見ていた。金糸の髪かみ、白い肌はだ、その肌を汚よごす鮮あざやかな赤──本当に、なにもかもが悪い冗談のようだった。

　ほんのわずかだが、旭の胸が動いている。この状じよう況きようで生きていることに驚きよう倒とうし、末雪はよろよろと旭に近づいた。

「一体、誰が……」

　こんなことをできたのだろう。早く下ろさなければ。下ろして胸に突き刺ささった杭を抜かなければ。

　そうしないと──。

「……へえ、まさかここに来る人間がいるとは思わなかった」

　ふいに耳元で低い声が聞こえた。からかうような、ひどく楽しげな声だった。視界が大きく揺ゆれ、世界が反転する。誰かに名前を呼ばれたような気がしたのに、意識は一いつ瞬しゆんで闇やみに吞のまれ、もうそれ以上なにも聞こえなかった。







　寒さに目を開けると辺りは異様なほど暗く、月の光だけが世界を支配していた。

　葉は擦ずれの音がやけに耳につく。

「どこ……？」

　彩音は辺りを見回した。体を起こそうとしたが手が前に出ず、ようやく手足が縛しばられていることに気づく。体勢を変えてなんとか体を起こすと、なぜかそこに末雪たちもいた。

「ど、どうして……旭、旭は!?　旭はどこ!?」

　周りを見回しても旭の姿はなく、木を伐ばつ採さいして作られたのだろう広場だけが視界を埋める。

　彩音は立ち上がろうとして失敗し、ずるずると横に移動する。

（血が、たくさん出てた。どうして月影が旭を刺すの？　あんな、あんな……）

　彩音を逃にがそうと必死だった旭の姿に混乱する。なぜ自分が縛られているのか、なぜ彼があれほど傷つけられなければならないのか、彩音には何一つ理解できなかった。

「ま、末雪くん、起きて。花柳さん、原北さん、東大寺くん、起きて。お願い。起きて」

　体をぶつけるようにして声をかけると、末雪がうなり声をあげて目を開いた。何度か瞬まばたき、すぐに両手両足が縛られていることに気づいて体の向きを変えて起き上がる。末雪と二人で水穂たちに声をかけると、彼女たちもゆっくりと目を開けた。

「なにここ？　どうなって……って、なんで縛られてるの!?　さっきの男どこよ!?」

「こ……ここどこ!?　旭くんは!?」

　水穂と夕が騒さわぐ中、東大寺だけが青ざめて「あんなの、人間じゃない」とつぶやいた。

「あの男、目が赤かったんだ。獣けものみたいだった。なんなんだ、あれ。あの力！」

「吸きゆう血けつ鬼きヨ。知らないノ？　不老不死の、夜の支配者」

　ふいに声がふってきて、皆みないっせいに辺りを見回した。羽音につられて頭上を見たら、枝えだにとまったオカメインコが真しん紅くの瞳ひとみを細めて物もの珍めずらしそうに彩音たちを見おろしていた。

「黒羽、よけいなことはしゃべらなくていい」

　たしなめる月影の声に反発するように黒羽は高く一声鳴いて羽ばたいた。向かったのは、月光を背に立つ男が高くかかげた手、その指先だった。

　彩音は茫ぼう然ぜんと男──月影を見る。

　灰色のオカメインコを女子トイレで見つけ、あとを追って図書室で月影に出会った。すべては偶然だと思っていた。彩音の話し相手になってくれるのは月影が親切だからで、旭のことを知りたがるのも善意から、そう信じ込んでいた。

「つ、月影……縄をほどいて」

「朝になったらね」

「月影!?」

　彩音の呼び声に月影が微ほほ笑えむ。華はなやかで昏くらい、ひどく危険な香かおりのする笑えみだった。

「もう黒羽が言っちゃったし、隠かくす必要もないか。……朝になったら、あの男は灰になる。人の姿を保てないくらい痛めつけたから、日の光は覿てき面めんだよ。肉を焼やき骨を溶とかし、グスグスになって苦痛にのたうち回りながら死んでいく。実に愉ゆ快かいな光景なんだよ。日が昇のぼるまでまだ時間があるから、君たちはしばらくここで待っててほしい」

　楽しそうに語る月影の姿に彩音は言葉を失った。

「な、なに言ってるのこの人？　頭大だい丈じよう夫ぶ？」

　夕が気味悪そうに問いかけると、黒羽が翼つばさを広げ威い嚇かくするように口を開けた。

「生意気ね、小こ娘むすめの分際デ！　自分の立場を理解してないノ!?」

「……先生が気づいて捜さがしに来ます。こんなことは……」

　末雪の抗こう議ぎに、黒羽は中に小人でも入っているのかと疑うほど自然な動きで笑った。

「これだから人間は無能で困るのヨ。月影は貴族ヨ。同じ貴族でも旭みたいな力だけのバカと一緒にしないでもらいたいワ！　チャームなんてお手の物。誰だって意のままなんだかラ！」

「教師に知られるのはまずいから口くち封ふうじは必要だけど……黒羽、しゃべりすぎ」

　月影の注意に黒羽がくちばしをつぐむ。なにもかもがすべて冗談のようにしか聞こえない。彩音は現実味の欠けた会話をただ茫然と聞いていた。

　旭を見る限り、全部が噓うそだとは思わない。月影がなんらかの目的で彩音に近づいたというならそれも納得できる。

　けれど──。

「私と一緒にいてくれたのはどうして……？」

　彩音は不吉な予想を否定してほしくて月影に問いかけた。

「……旭をおとしいれるためだよ。当たり前じゃないか。昨日もらった君の血は、意外とおいしかったよ」

「昨日……？」

　震ふるえる彩音を見つめ、月影はゆっくりと口を開く。そこに見えたのは異様に鋭するどい犬歯──誰だれの目も驚きよう愕がくに見開かれた。月影の髪が退色するように変わっていく。髪は白くなり、深い青をたたえた瞳は血を思わせる赤に染まり、その印象さえもがらりと変えた。

「うそ……だって、それじゃあ旭は？」

　彩音の問いに月影が酷こく薄はくに肩かたをすくめる。

　赤い双そう眸ぼうばかりが印象に残っていたが、独特の艶つやを持つ白い髪は昨日彩音を襲おそった男と同じものだった。彩音は首を横にふった。

　昨日、教室には男が二人いた。一人は彩音の喉のどに食くらいついた者。では、もう一人は。

「彩音を助けようと必死だった旭に、ずいぶんなことを言ったみたいだね」

　月影の言葉に彩音は全身をこわばらせた。

　ひどい言葉を言ってしまった。

　助けるために駆けつけてくれた旭に、あんな──。

　過あやまちに気づき震える彩音を見て月影は微笑みを崩くずさずに口を開く。

「大だい丈じよう夫ぶだ。君の判断は間ま違ちがってない。あの男も僕と同じ化け物だ。血を必要とするのは変わりない。普ふ段だんは飢き餓が状態で力の抑よく制せいもままならないけど、今はその限界さえ超こえた。指一本まともに動かせないよ。──いい気味だね」

　笑みが嘲ちよう笑しようをまとう。にじむ憎ぞう悪おに寒気さえ覚え、けれど視線をはずすことなく彩音はまっすぐに月影を見た。その彼の周りにゆらゆらと近づく影かげがある。東王のジャージを着た三人の女子だ。なぜか坂峰先生もいた。

「た、助けてください！　そいつ、おかしいんです！」

　東大寺が叫さけんだ。しかし、呼びかけられた誰だれもが彼の声には反応しなかった。

（……あの人たち、見覚えが……確か、図書委員の……？）

　ぞっと背筋が冷えた。女子生徒の一人が月影にしなだれかかったのである。月影はその体を軽々と抱だき直し、見せつけるように喉のど元もとをくつろげる。桜色に染まる肌はだに押し当てられる牙きばの異様な色いろ香かと残ざん虐ぎやく性──まるで、目の前で今まさに食われる獲え物ものを見るかのような不安感。

「だめ」

　彩音は首を横にふる。月影の牙が柔やわ肌はだに食い込み、傷口から鮮せん血けつがしたたり落ちた。

「……吸血鬼なんて、そんなの……噓でしょ……？」

　水穂がうめいた。

　肌に深く食い込む牙が苦痛をもたらすのはほんのわずかだ。少女の顔は恍こう惚こつと溶け、その口元に笑みが浮うかぶ。月影の喉のどが動き、血を嚥えん下かするなりゆっくり離はなれていく。唇くちびるにべったりつく血を舐なめ取ると、彼の瞳ひとみはいっそう鮮あざやかな光を放った。

「さあ、僕の可か愛わいい隷しもべたち。あそこにおいしそうなエサがあるよ。どれからいただこうか？」

　月影は残ざん酷こくに語りかける。

　女たちは瞳をぎらつかせ、狂きよう気きに満ちた笑みを浮かべた。







「動いちゃだめヨ？　隷れい属ぞくに血を吸われたら食屍鬼グールになっちゃうかラ。グールは怖こわいのヨ。本能だけで動く屍しかばねで、人を無差別に襲ってどんどんグールを増やすノ。そうしたら、こんな町なんてあっという間にゴーストタウンネ！」

　月影が姿を消したあと、黒羽が楽しげに彩音たちにプレッシャーをかけてきた。

　彩音たちの見張りにおかれたのは、月影の支配下にある生活指導の坂峰先生を含ふくむ四人の女──彼女たちは物欲しそうに彩音たちの周りを歩き回った。その姿は、獲物が弱るのを待つ飢うえた獣に似ている。

　月影の命令で見張りに徹てつしているが、それがなければすぐにでも襲いかかってくるだろう。それが彼女たちの行動に表れている。

「ね……ねえ、朝になったら縄をほどくって、逃がしてくれるって意味だよね？」

「……どうかな。縄がいらないって意味かもしれないし」

「水穂ちゃん！」

「あれ、マジでやばいよ。目がイっちゃってた。なんのトリックだか知らないけど、自分が吸きゆう血けつ鬼きだって思い込んでるとか、いろいろだめだって」

「もうやめてよ。なんでそんないじわる言うの？　旭くんと一いつ緒しよに悪ふざけしてるだけだよ。朝になったら自由にしてくれて、それで終わりだったら」

　夕が涙なみだ声ごえで訴うつたえた。

　そうならどれほどいいか──。

「旭に、会ったの？　無事なの!?」

　彩音の問いに皆が押し黙だまり、頭上でオカメインコがくすくす笑った。

　末雪はちらりと頭上を睨にらんで彩音に向き直る。

「なにが起こってるか教えてください。菱川さんの知っている範はん囲いでかまいませんから」

「で、でも」

「お願いします。この状じよう況きようではなにも判断できません」

「彩音ちゃん、私からもお願い……!!」

　末雪の言葉を後押しするように夕が言うと、水穂も東大寺も真しん剣けんな眼まな差ざしを彩音に向けた。彩音は戸と惑まどい、今まであったことを順に思い浮かべる。ちらと末雪を見るとうなずかれ、彩音はゆっくり息を吸い込んで一つずつ説明していった。

　はじまりは、入学式前夜。

　そして、一週間後の初登校の日。

　旭に出会って、月影に声をかけられて、ここ数日で起こったこと。

「……ねえ、それって結局、彩音ちゃんのせいでみんながこんな目に遭あってるってこと？」

「夕！」

「だってそうだよね？　違ちがうの？　彩音ちゃんがいなければ、私たち……」

「やめなったら。彩音だって被ひ害がい者しやなんだから」

「だけど当事者じゃない！　私たちとは違うよね!?　あの人たちだって無関係だよ！」

　落ち着きなく歩き回る女たちを見て夕が叫ぶ。女たちがぴくりと体を動かし、そわそわと獲物の様子をうかがいはじめた。気味の悪い動きに、縛しばられた五人は体をこわばらせる。

「夕、怒ど鳴ならないでよ。刺し激げきすると、なにするか……」

　水穂の指し摘てきに夕はぐっと唇を嚙かむ。大おお粒つぶの涙なみだを零こぼす彼女はそのまま顔を伏ふせてすすり泣いた。

（ごめんなさい、だなんて……言えない）

　謝罪して許されるような状況ではない。彩音がうつむくと、東大寺が重々しく口を開いた。

「じゃあ十じゆう字じ架かに磔はりつけにされてたのって……やっぱり破賀だったのか」

「十字架？」

「胸に杭くいが打たれてたんだ」

　意識を失う直前に見た旭の顔を思い出し、彩音はぐっと目を閉じた。

「……かすかですが息はありました。心臓をわざとはずして杭を打ったんだと思います。日の光で焼き殺すために」

「素す敵てきな趣しゆ味みでショ？　断だん末まつ魔まの叫びがここまで聞こえてくるわヨ。旭がご執しゆう心しんの娘むすめだけは処しよ刑けい場に連れて行ってあげてもいいわヨ？　貴族の処刑なんて滅めつ多たに見られないから特別ヨ！」

　羽音とともに灰色の羽が空気を孕はらんで落ちてくる。飛び立った黒羽は見張りとして歩き回る女教師の肩にとまり、捕つかまりそうになると再び翼つばさを羽ばたかせた。

「敵も味方もわからないなんて、本当に出で来き損そこないネ！」

　忌いま々いましそうに少し離れた場所に立っていた木にとまり、くちばしで羽の手入れをしはじめた。それを見て、末雪はそっと口を開く。

「もしあの男が先生に暗示をかけに行ってるなら、今が逃にげるチャンスだと思います」

「そ、そんなこと言って、見つかっちゃったらどうするの!?　すごく格かつ好こよくて超好みだったけど、怒らせたら絶対怖こわいタイプだよ!?」

「夕、あんたこんなときに……っていうか、手と足を縛られてるんだから逃げられないよ。転がっていけって？」

　水穂が苛いら々いらと疑問を投げつける。末雪は肩を小刻みに揺ゆらしながら小さく息をついて「いいえ」と首をふった。羽の手入れを続ける黒羽を警けい戒かいしてか彼の視線はずっと闇やみに同化しかけた鳥を見つめている。

「……っ……」

　末雪は眉まゆをひそめた。その手首が赤くなり皮がむけていることに気づいて彩音が慌あわてた。

「静かに。この程度の痛みなら大丈夫です」

　そうつぶやいて、わずかにゆるんだ縄なわから強ごう引いんに腕うでを引き抜ぬく。赤く血のにじむ手首に誰だれもが一いつ瞬しゆん顔をしかめた。しかし、怪け我がをしている当人は動じた様子もなく足首を縛る縄をほどき、次いで彩音の手首の縛いましめもといた。

「こちらが五人、あちらは四人──オカメインコを入れれば五対五。バラバラに逃げても一緒に逃げても個々の体力差を考え結果が読みにくい」

　末雪はちらりと月を見上げながら東大寺のもとに近づく。

「生存率をあげるのに一番手っ取り早い方法は一つ。誰かが囮おとりになる」

　足首をほどく手を止め、彩音は末雪を見た。

「安心してください。僕が言ったので、僕が囮になります。あの月影という男が──」

「血のにおいがすると思ったら、ずいぶんと面おも白しろいことをしてるじゃないノ。人間の分際で生意気ネ！」

　くぐもった声のあとで羽音が聞こえ、誰もがぎくりと顔を上げた。目の前を横切った黒羽が徘はい徊かいする女たちのもとへ向かう。

「食べちゃいなさい、あの人間どもヲ！」

　黒羽の命令に女たちの目が爛らん々らんと輝いた。笑えみに歪ゆがむ唇は異様なほど赤い。待ちに待った許可に狂きよう喜きする女たちは、まっすぐ彩音たちを見た。

　彩音はとっさに近くにいる水穂の縄を摑つかむ。きつく縛られた結び目に指をかけるがびくともしない。何度繰くり返してもうまくほどけない。

「彩音、いいから行って！」

「花柳さん!?」

「いいから！　このままじゃ誰だれも逃げられない。委員長も行って！」

　舌なめずりをしながら近づく女たちを見て水穂が声を荒あらげた。末雪は目を見張り、すぐに彩音の肩かたを摑んで立ち上がらせる。空を見上げ、時計を確認してから彼は月を指さした。

「月の方角に走ってください」

「だけど」

「行ってください！」

　強く背を押されてよろめいた。行けともう一度背を押され、言葉に命じられて彩音は足を踏ふみ出した。振ふり返ると、末雪が血を求めて歩く女たちに向かって駆かけ出す姿が見えた。東大寺は水穂たちの縄に手をかける。彩音は一瞬だけ立ち止まり、末雪の強い視線を感じ、再び走り出した。

（月、月、月の、方角……!!）

　校舎があるのか、キャンプファイヤーがあるのかもわからなかったが、彩音は月を追うように森の中を走った。途中、幾度か切り株に足を取られた。喉のどが痛い。鼓こ動どうが異様に速い。それでも走る速度をゆるめることなく突き進み──そして彼女は、広場に出た。

　木材が大量に並び、視界がとても悪い広場だった。

　彩音は木材を迂回して広場の中央へ出た。

　そして、月光で地面に刻みつけられた十字架に気づく。影をたどるように彩音はゆっくり顔を上げた。鼓動がうるさい。思い出したように大きく息を吸い込み、彩音は肩を激しく震わせた。

　大きな十字架に旭が縛り付けられていた。月明かりだけでも彼の服が血で真っ赤に染まっているのがわかった。

「旭……!!」

　彩音は転がるように駆け出していた。

　名を呼んでも旭は反応せず、十字架はびくともしなかった。震える手で足を縛り付ける縄をはずし、背を伸ばして何度も失敗しながら右手の縄を取り払う。そして、最後に左手の縄を取り、ずるりと落ちてきた体を抱きとめた。しかし、重さにたえきれずに旭を抱きしめたまま倒れ込んだ。彩音は顔を上げ、旭の体を深々と貫つらぬく杭に悲鳴をあげた。

「旭！　旭……!!」

　いくら心臓からずれているとはいえ、人ならとうに命がないであろう重傷だ。きつく縛られていた両手は鬱うつ血けつしどす黒く変色し、それなのに旭の顔には一いつ切さいの血の気がない。唇くちびるは青く、まだ息があるのが不思議なほどだった。

　杭を抜こうと手を伸ばした彩音は、どうしてもそれに触ふれることができずに唇を嚙む。

「彩音……？」

　わずかにまぶたを持ち上げ、ひび割れた唇がかすれた声をつむぐ。

「傷、どうすればいいの？　杭を抜いても大だい丈じよう夫ぶ？　それとも救急車を……」

（吸きゆう血けつ鬼きを病院に運ぶ？　でも治ち療りようは……あ……）

　彩音は顔をそむけ、首筋をさらす。血は、吸血鬼にとって必要なもの──月影がそう言った。効果がどれほどあるかわからないが、彩音は怯おびえる気持ちを心の奥底に沈しずめて己おのれを差し出す。

「飲んで」

　けれど旭はゆっくりと首を横にふった。

「ど、どうして？　血が、飲みたいんじゃないの？」

　襲おそわれかけた過去を思い出して尋たずねると、旭はそっと昏くらく沈む真しん紅くの瞳ひとみを閉じた。

「お前を傷つける。俺は、お前と……」

　弱々しい声に彩音はぎゅっと唇を嚙んだ。もしかしたら、こうしてずっと堪えてくれていたのかもしれない。本能も、飢き餓がも、すべてねじ伏せて。

　きつく嚙みしめた唇が切れ、口こう腔こうに血の味がにじむ。
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（……血──）

　彩音は旭の冷たい唇に自分のものを押し当てる。ぴくりと彼の体が動き、いったん離はなれた彩音の唇を追うように近づいてくる。唇のはしににじむ血を舐なめられ、彩音ははっとわれに返った。

「ま、待って！　ここじゃなくて首から……!!」

　その体を押し戻もどそうとしたが、すでに遅おそかった。ついばむように触れた唇が、すぐにむさぼるようなキスに変わる。口腔に広がった血が舐め取られて息が上がる。

　赤い目の男が蕩とろけるように笑むが見えた。

「……甘い」

　頭が沸ふつ騰とうしそうだ。ちゅっと音をたてて唇を吸ったあと、彼は彩音の体を抱だきよせた。首筋に吐と息いきがかかる。妙みような間から躊躇ためらっているのがわかり、彩音は羞しゆう恥ちに赤く染まりながらその頭を抱き寄せた。冷たい唇が肌はだに押し付けられ、いったん離れたのち──鋭い痛みと、それを凌りよう駕がする甘いうずきとともに肌を穿うがたれた。

「……っ……!!」

　きつく肌を吸われ息が震える。血を嚥えん下かした旭は、本能のまま彩音の血をむさぼった。彩音は抵抗することなく身を任せ、飢うえを癒いやした旭が顔を上げると小さく息をついた。

　旭は、名残なごり惜おしいと言わんばかりに傷口に唇を押し当て、ゆっくりと離れていった。

　解放されても体の力が入らなかった。彩音はくたりとし、旭にされるまま草の上に寝ねかされる。ひどく複雑な顔で彩音の頰ほおを撫なでた彼は、そのまま己の胸に刺ささっている杭くいに手をかけ引き抜いた。皮ひ膚ふはすぐさま再生され、傷一つないなめらかな肌がさらされる。

　人、ならざる者──ぼんやりとそれを確信する。

　旭は彩音を抱き上げて辺りを見回した。

「み、みんなが、今……」

「しゃべるな。わかってる」

　目を眇すがめ耳を澄すませた旭は、軽く大地を蹴けった。俊しゆん足そく、そう表現するのが適切なのか、驚おどろくべき速度で旭は正確に彩音の来た道を戻った。

　深い森を抜けた直後、彩音は目の前に広がる光景に驚きよう愕がくした。われを失った女が四人、末雪にのしかかり腕に嚙かみついていたのだ。

「委員長！　この、離れろ……!!」

　水穂が叫さけんで襲いかかっている少女のジャージを摑む。しかし、びくともしない。東大寺も坂峰先生を引きはがそうとしがみつき、振り払はらわれて地面を転がった。夕は座り込んでその光景を見ていた。

　旭は壊こわれ物を扱あつかうような優やさしい手つきで彩音を下ろすとまっすぐ女たちに近づいた。

　はじめに水穂が旭に気づき、次に東大寺が気づく。慌あわてたように離れた二人をちらと見つめ、旭は少女の腕を摑んで無造作に引きはがし、狂きよう気きに満ちた顔を摑んだ。

「寝ていろ」

　旭のたった一言──それだけで、まるで糸が切れた人形のように少女はその場にくずおれた。旭は一人ずつ引きはがし、同じ言葉を繰り返して四人全員を眠ねむらせて末雪に手を差し出した。

　末雪は旭の手を借りることなく起き上がって息をついた。

「委員長、大丈夫!?　食われたかと思った……」

「ぼ、僕も」

　水穂と東大寺とが叫ぶ。

「大丈夫です。首を守ったから腕うでに嚙みつかれただけです」

　ジャージをまくると腕にいくつも嚙み痕あとが残っていた。

「破賀は？　大丈夫なの……って、服！　穴が開いてるんだけど!?」

「ああ……杭が刺さってたから」

「あれマジで破賀!?　っていうか、なんであれで生きてるの!?　治ってるってなんで!?」

　仰ぎよう天てんする水穂に旭が小さく笑う。それがなんだか優しげで──彩音どころか、皆みなが絶句して旭を凝ぎよう視しした。旭はそのまま座り込んで動けない彩音のところまで戻り、何事かと身構える彩音の首筋をぺろりと舐めた。

「な、なにするの──!?」

「血が勿もつ体たいない」

「勿体ないとか言わな……ちょ、だめ、だったら、も……」

　力の入らない体でじたばた抵てい抗こうするが、旭はそれを無視し、抱きしめた彩音の首筋に唇を這はわせた。ぞくぞくするようなむず痒がゆいような感覚にあえぐと、旭の体が急に前のめりになって彩音の体がちょっと潰つぶれる。

　顔を上げると、むすりと口を引き結んだ末雪が立っていた。

「助けてくださってありがとうございます。それ以上やると蹴りますよ？」

「蹴る前に言え」

　旭は振ふり返って怒ど鳴なり、木の枝にとまっていた灰色のオカメインコを睨んだ。

「あの女たちはなんだ？　どういうつもりだ？」

　旭の問いに、黒羽はツンと顔をそむけた。

「利用しただけヨ。そんなの隷れい属ぞくにしたらあとで面めん倒どうになるでショ。……せっかく貴族の処しよ刑けいが見られるかもって楽しみにしてたのに残念だワ」

　そう言って飛び立った黒羽が森に向かい、すぐに男の肩かたにとまった。冴さえ冴ざえとした美び貌ぼうを彩音に向けたのは月影である。

「なんだ。復活したのか」

　淡々と月影がつぶやく。人を巻き込み、傷つけて、それでもなおなにも感じていないのだろう。赤く染まる双そう眸ぼうに一いつ片ぺんの後悔も見えなかった。

「まあ、痛めつけるなら自分の手でしたほうが好みだから、それはそれでいいけど」

　この期ごにおよんでまだそんなことを言う男は、左手の平を指先で切りつけ、右手で血を一滴てき受けるなり一いつ瞬しゆんで真紅の刀身を出現させた。

「は……なにあれ。ありなの？」

　危険を察知したのか水穂がゆっくりと足を引く。旭は月影と同じ動作で真紅の刀身を出現させた。ただし、旭の剣けんのほうがはるかに大きく幅はばも広い。月影が刀なら旭は西洋の剣だ。同じ血から作られた剣でも見た目がまったく違ちがうのである。

「……武器を出せるまでに回復したか。一時的にせよたいしたものだね」

　月影の言葉が終わらぬうちに旭が一刀を振り下ろした。月影はそれを受け、横に薙なぐ。見た目は硬かたさなど感じさせない刀なのに、ぶつかり合ったときは金属の高く澄んだ音がした。

　飛び散るのは火花ではなく緋ひの花だ。

　ぞっとするほど美しく狂気に満ちた血の饗きよう宴えんに、誰だれの目も釘くぎ付づけだった。

　剣が幾いく度ども嚙み合って力と力がぶつかり合う。その様はあまりに優美で、見る者の魂たましいさえ恍こう惚こつと成り果てた。

　旭の剣が振り上げられる。振り下ろされた一刀を月影が受ける。刃は先さきを返して斬きり結び、こすれ合った刃やいばが鳴き声をあげる。どちらも一歩も退ひかない。力が拮きつ抗こうし、斬ざん撃げきは剣けん舞ぶの様相を呈ていする。

「やっぱり力は完全じゃないみたいだね。まあ、あれだけ長く飢餓状態だったから当然か。胸の傷だって、今はまだ塞ふさがっただけだものね。僕と互ご角かくに戦えるのを褒ほめてあげる」

　刃を嚙み合わせぎりぎりと押し合いながら月影がささやく。

（──朝と夜、同じものを見ていても見え方が違う。私は……私は、なにを見ていたんだろう）

　旭の持つ剣が欠ける。それを見ながら彩音は震ふるえた。

（怖こわいってそればかりで、ずっと逃にげて）

　向き合えば違うものが見えていたかもしれない。鋭するどい視線を向けてきた旭が純じゆん粋すいに彩音を案じていたのだと、そう思える瞬しゆん間かんがあったかもしれない。

（表面ばかりを見て）

　踏ふみ込むこともせず、当事者だったのに被ひ害がい者しやのような顔をして。

　高い音をたて、再び剣がぶつかり合った。

「旭、旭、嫌きらいなんて、噓うそだよ。私、もっと、旭のことが知りたい」

　こんなときにもかかわらず、彩音の訴うつたえに旭が嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。そうしていつでも気にかけてくれているのだと知ると、胸がじんと痺しびれる。

「──ずいぶん余よ裕ゆうじゃないか？」

　月影が苛いら立だって刀を薙ぎ払うと旭の持つ剣が割れて先せん端たんが月光に舞まった。それは再び液状に戻もどり、地面へと飛び散る。

　誰もが息を吞のんだ。疲ひ労ろうの色の濃こい旭と、平然と微笑む月影──もうすでに決着が見えている。月影が間を詰つめ、旭が後退する。黒羽が翼つばさをばたつかせながら興奮気味に鳴き、殺せとわめき立てる。

　振り下ろされた月影の刀を旭がかろうじて受け──しかし、すでにボロボロになった剣はその衝しよう撃げきにたえきれずに砕くだけた。旭が顔をそむけると、月影の剣けん先さきがあたったのか旭の肩が血で染まった。

「旭……!!」

　旭が膝ひざをつくのを見て彩音はとっさに立ち上がった。くらりと視界が大きく揺ゆれ、それでも必死に足を前に出す。

「月影、お願い。やめて……!!」

　再び振り上げられる刀に彩音が悲鳴をあげる。

「月影！」

　無情に振り下ろされた刀が旭に触ふれる刹せつ那な、ぴたりと止まった。彩音はもう一歩、引きずるように足を出す。

「月影、お願い」

　懇こん願がんする声に月影は小さく息をつき、ちらりと彩音を見た。興奮していた黒羽が驚愕するように動きを止める。

「──興が削そがれた」

「月影!?　ちょっと、なに考えてるのヨ!?　チャンスヨ！　殺せるのヨ！」

「こんなに弱ってる男を殺しても、僕の気が晴れない」

　そう言ってくるりと背を向ける。彼は数歩歩いて足を止め、安あん堵どに座り込む彩音を肩かた越ごしに見つめた。

「この貸し、高くつくからね。覚えておいて……？」

　微笑むその姿にぞくりと悪お寒かんが走った。図書室では優やさしい笑え顔がおばかりを見せてくれた彼の、これが本来の姿なのだと直感する。

　その姿が闇やみに消えてから、彩音はようやく旭のもとへ這うように向かった。
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　幸い坂峰先生たちに外傷はなく、記き憶おくの混乱はみられても犯行自体はまったくと言っていいほど覚えていなかった。

　それは同時に、暗示をかけた吸きゆう血けつ鬼きの能力の高さを示していた。

　彩音は、水穂たちの手を借りシャワールームで体を洗い、服を着替えてキャンプファイヤーに戻った。料理は完全に冷え、井い桁げた型に組まれた薪まきはすっかり燃え落ちていた。

　しかし、お祭りの雰ふん囲い気きは充じゆう分ぶんに味わえる。それだけで彩音は機き嫌げんがよかった。

「……お手軽ですね」

　ひどいめまいで自力では歩けない彩音が旭に抱だきかかえられたまま目をキラキラさせていると、末雪が呆あきれたように溜ため息いきをついた。あんなことがあったのに、という意味だろう。現金な自分に狼狽うろたえていると、

「ご、ごめんね、ごめんね。彩音ちゃんのせいじゃないのに、私……!!」

　夕が目を潤うるませながら謝罪してきた。パニックになって当然の状じよう況きように、それでもそれを理由に夕は逃げたりしなかった。

「なんかこうしてるとさっきの全部噓なんじゃないかって思っちゃうよね」

　たこ焼きを頰ほおばりながら水穂が溜息をついた。切り株の一つに下ろされおとなしく座っていると、すぐに旭が彩音の好物であるシチューを持ってきてくれた。

（私、言ったっけ……？）

　旭を家に招いた食卓にはシチューも並んでいた。覚えがあるというのはそれくらい。

（え？　あれ？　な、なんだろう。う……嬉しい、かも）

　シチューを凝視していると、

「思い出深いレクリエーションになったよねえ。あ、十じゆう字じ架かだ。吸血鬼対策？」

　東大寺が彩音の胸むな元もとを見て首をかしげた。

　言われてようやくはっとした。吸血鬼は十字架が苦手というのが通説だ。旭も、鎖くさりには触れても直接十字架には触れていなかったから、たぶん平気ではないのだろう。

　それなのに、それをあえて彩音に贈おくってくれた。

　自分のことより彩音を優先してくれたのだ。

（ど、どうしよう。なんでこんなにドキドキするの……!?）

　怖いばかりではないその存在が気になって仕方がない。

「──菱川さん、惑まどわされてはだめですよ。こんなのに惑わされたら、学園生活が台無しにされてしまいます」

　真しん剣けんに警告してくれる末雪に彩音は血相を変えてうなずいた。友だちに囲まれて楽しい学園生活。彩音の大事な目標だ。恋れん愛あいより友情。そう決めていた。

　決意も新たに顔を上げると、目の前に旭が立っていた。

　なぜかぎくりとした。

「あ、旭も、友だちだからね？」

　恐おそる恐る宣言すると、彩音を見おろすその瞳ひとみがすうっと細められる。

「お前は俺の伴はん侶りよだ」

「だ、だから、私には血印っていうのがなくて、なにも覚えてないのに……」

「俺のことを思い出さないなら、惚ほれさせるまでだ」

「──……!?」

　ばくんと彩音の鼓こ動どうが跳はねる。

　はじめてのキスは血の味で、口く説どいてくる男は相も変わらず獲物を狙うような目で彩音を見つめる。辺りのどよめきにも動じない旭に、彩音は反論する言葉さえ失った。

　心を強く持とう。

　真っ赤になって狼狽うろたえながら、彩音は人知れずそんな誓ちかいを立てた。







　あとがき




『花はな宵よいの人形師』シリーズが終わって約一年。新シリーズスタートです！

　はじめまして、あるいはお久しぶりです。著者の梨沙です。

　夜の公園で乙おと女めが出会った美しく蠱こ惑わく的な男の正体とは──!?　ということで、新作は吸きゆう血けつ鬼きものです。『緋あかノ刻印』をお手にとってくださった皆みな様さま、ありがとうございます。

　吸血鬼といえばいわずもがな夜の住人です。夜な夜な美女の生き血をすするモンスターですね。暗い過去をかかえた彼らの吸血シーンは色っぽく、魅み入いられた乙女は恐きよう怖ふに震ふるえつつ惑まどわされ、どんどん深みにはまっていきます。

　そういえば、首筋にキスする場面を書いてて「はっ!?　花宵のキャラもこれやってた！」と気づきました。初期案では、吸血のときヒロインの皮ひ膚ふに魔ま法ほう陣じんのようなものが浮うき上がる設定だったんです。キャラ設定を変えたので今のパターンに落ち着きました。

　武器に関しては素す直なおに中二病全開でした。古典的な吸血鬼には、十じゆう字じ架か、銀製品と効果のある武器が存在するのに、吸血鬼自身が使う武器が思い浮かばない。魅了チヤームで相手を意のままに操あやつるイメージが強すぎたからなんですが、吸血鬼同士が戦うなら素手か剣けんだよなぁと思い、現代日本で剣持って歩くのも難しいという発想にいたり、これはもう体内から出すしかないですよね!?　血の剣!?　しかし彼らは吸血鬼！　血は貴重！　そんな感じで血の再利用が決定です。

〝隷れい属ぞく〟は初期案では〝眷けん属ぞく〟と書いていたんですが、紛まぎらわしかったようなので表現方法を変えました。奴ど隷れいの〝隷〟の字が、「召めし使つかい」とか「したがう」という意味があって、辞書を引いたら〝隷属〟がまんま吸血鬼の下僕イメージで即そく採用ということに。言葉一つに意味がある、日本語って素す晴ばらしいです。




　イラストを担当してくださったのはまりも先生です！　凜り々りしい男性陣と可か愛わいらしい女の子の組み合わせにウハウハでした。キャララフにノーマルバージョンと吸血鬼バージョンをいただいたんですが、どちらもとても素敵でした。ありがとうございます！

　そして、いろいろ作業が遅おくれ気味で心配させてしまった編集のＨ様、申し訳ありませんでした。タイトルつけてくださってありがとうございます。無事に出版されてよかった……!!

　最後になりましたが、読んでくださった皆様もありがとうございました！　初チャレンジの因いん縁ねんがらみの吸血鬼もの、楽しんでいただけましたら嬉うれしいです。

　二巻でお会いできることを祈いのりつつ。


二〇一四年三月　梨沙　　


















カバー・口絵・本文イラスト／まりも

デザイン／須貝美華










緋あかノ刻こく印いん








梨り沙さ





[image: ]





平成26年3月1日　発行





(C) Risa 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『緋ノ刻印』

平成26年3月1日初版発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8506（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/









[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　甘く苦い、恋の罠



		第二章　蜜の味



		第三章　鮮血の王



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg
( /carle ;‘ g '\
K \\, l
i )

1‘ /






item/image/logo-beans.png





item/image/img-t001.jpg





item/image/img-t003.jpg





item/image/img-t002.jpg
= e ¥

P Y-






item/image/img-t005.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/img-t004.jpg





item/image/img-0008.jpg





item/image/img-0006.jpg





item/image/img-0007.jpg
s

7

\.

737
\NW\\\\\\\\\\\\\M\MM\\
T 7%,






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
v %
B8 HENEOR
0]

ZDk






item/image/kuchie-002.jpg
RS 2Rk
%)
B.OAY R

TBOTIE .
EnIOTEE

HHCEBHE,

o1 ERhE
%

|

NS

i

BEDITARA
HERORG 508

¥ 1






item/image/img-0004.jpg





item/image/img-0005.jpg





item/image/img-0002.jpg





item/image/img-0003.jpg





item/image/img-0001.jpg





